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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「琴こと音ね、そんなに心配することなんてないんだ。もうすぐだ、もうすぐカタが付く。あの悪人どもを、一いち網もう打だ尽じんにしてやれるんだ」

「弘ひろし。それは私もすばらしいことだと思うわ。思うんだけど……だけど、お願いだからあんまり無む茶ちやはしないで。だってそんなにも悪い人たちなんでしょう？　権けん力りよくだって持ってるんだし、追おい詰つめられたらあなたに何をするか、わたし心配で……」

「大だい丈じよう夫ぶ、僕だってあんな連れん中ちゆうにしてやられるほど間ま抜ぬけじゃないつもりだよ。なあ、君は山やま鹿しか弁べん護ご士しのことを知ってるかい？」

「え？　ええ、知ってるわ、地元の有ゆう名めい人じんですもの。あの存そん在ざい自じ体たいが冗じよう談だんみたいな弁護士のことでしょう？」

「そう、その存在自体が冗談みたいな弁護士のことだよ。僕は彼に後うしろ盾だてを頼たのもうと思ってるんだ。彼ほど無む謀ぼうで向こう見ずな弁護士なら、きっと強い味み方かたになってくれるはずだよ」

「そ、それはいい考えだと思うわ、弘さん！　えーと、毒どくをもって毒を制せいすって言うのかしら？　でも、あの人ってなかなか依い頼らいを引き受けてくれないってことでも有名なんでしょ？　力になってくれるのかしら」

「大丈夫、あの人が嫌きらいなのは民事の相談とか裁さい判ばんだけだよ。後ろ盾になってもらうだけなら、きっと引き受けてくれるよ」

「そ……そうかしら？　ならいいんだけど……」

「そんなに心配することはないよ。大丈夫、きっとうまくいくさ。

　なあ。そんなことより、君もこの三月には高校卒業するんだろう？　そしたら……君さえよければ、どこか旅行にでもいかないか？　その、と、泊とまりがけで」

「……弘さん！　嬉うれしいっ、私、その言葉ずっと待ってたのよ！」
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「──というわけです。盗とう聴ちようマイクを仕し掛かけておいたかいがありましたね。赤あか村むら先生、あなたの秘ひ書しよは本気で我われ々われを告こく発はつするつもりのようです。しかもよりにもよって、あの山鹿とかいう弁護士に助じよ力りよくを乞こうつもりです。これは手て遅おくれになる前になんとかしなければなりませんよ」

「……確かに、こんなテープを聞かされては信じるしかないな、なんとかせねばなるまい。当然のことだろうが、おまえらも手を貸かしてくれるんだろうな？」

「ええ、事じ態たいが事態です。私は協力しますよ」

「ちょ、ちょっと待ってください青あお谷たにさん！　そもそも赤村先生、元を正せば先生のところの秘書の不ふ祥しよう事じじゃないですか。なぜ我われ々われがその尻しり拭ぬぐいをせにゃならんのです？」

「おい緑ろく田だ。貴き様さま、借金がかさんで家族にも逃にげられ、夜逃げか首を吊つるしかなくなったところを助けてやったのは誰だれだと思っとるんだ、ああ？　それだけじゃない、なんもせんと会社の名前を貸かすだけで毎月二十五万もつまませてやってるのは誰だと思っとるんだ、ああ？」

「い、いや、そりゃ確かにありがたいと思ってますよ、ですけどね、それとこれとは話が違ちがうというか……。そもそも赤村先生、なんとかするというのは具ぐ体たい的てきにどうするおつもりなんで？」

「決まっているだろう。内ない部ぶ告こく発はつなど企たくらむ青あお二に才さいだ、今いま更さら懐かい柔じゆうできるとも思えん。しかもあの若造はいささか知り過すぎておる。となれば方法は一つだ」

「……ま、まさか、殺すとおっしゃるつもりじゃ……」

「私はそれしかないと思ってますよ。他に後あと腐くされのない方法があるんですか？」

「あ、あんたたち何て事を！　待ってくれ、いくらなんでもそれは危き険けん過ぎる！　もし警けい察さつに逮たい捕ほされるようなことになったらすべてが露ろ見けんしちまいますよ！　藪やぶをつついて蛇へびを出すようなもんじゃないですか！」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、そんなことにはなり得えません。一人でやれば危険もあるでしょうが、ここにはこれだけの人数がいるんです。しかも赤村先生と私を除のぞけば誰もあの秘書とは面めん識しきがないはずですから」

「なるほど、その通りだ。つまり、わしのアリバイさえ確かく保ほしておけば、おまえらに疑うたがいがかかることもないということだな」

「一種の交こう換かん殺さつ人じんということですね。ならついでに、そのとき弁護士の方も巻まき添ぞえにしてやりましょう。そうすれば全部まとめて処しよ理りできます」

「おい青谷さん！　あ、あんたまで本気でそんなこと言ってるのか!?」

「緑田さん、あなたにも分かってるはずですよ、この状じよう況きようがどれだけ危険なことか。我われ々われにはもう他に道は残のこされてないんです。その秘書とやらにすべてを暴ばく露ろされたが最後、富とみも地ち位いも名めい声せいもすべて失うことになるんですから」

「青谷の言うとおりだ、すでにわしらは一いち蓮れん托たく生しようよ。事ことが明るみになればみんな揃そろってブタ箱行き、一生後ろ指差されながら生きていくハメになる。緑田、おまえはみじめに生きていくことの辛つらさは身に染しみて知っているだろう」

「……それは……くそっ。分かり、ました。やる、やりますよ……」

「皆みなさんご理り解かいいただけたようですね。緑田さんも心配することなんてありませんよ、実はすでに方法は考えてますから──」
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　　　　一月八日午後一時　山やま鹿しか法ほう律りつ事じ務む所しよ




　正しよう月がつの三が日も終わり、新しん年ねんの浮うかれ気分から世せ間けんもようやく平へい穏おんを取り戻もどし始めたこのごろ。

　俺は昨年暮くれより続いている不幸ストームから、未いまだ脱だつ出しゆつすることができずにいた。

　雪ゆき奈なとデートを取り付けたと思えば、逃にげることのできない仕し事ごとが舞まい込こみ、警けい察さつの目を欺あざむくために良かれと思って施ほどこした小こ細ざい工くはことごとく裏うら目めに出る。

　それでもどうにか雪奈と再デートの約やく束そくをしたと思ったら、なぜかデート当日に目め覚ざまし時計が止まってて遅ち刻こくしてパア。機き嫌げんを直してもらうには年が変わるのを待たねばならなかった。おかげで雪奈との関係はこれっぽっちも進しん展てんしない。かろうじてマイナスにはなっていないと思いたいが、それもどちらかというと希き望ぼうに基もとづく主しゆ観かん的てきな願がん望ぼうというべきだろう。

　明けて新年。何をやってもうまくいかない日々はまだ続く。

　三日前のことだ。

　皐さ月つきが携けい帯たいを事じ務む所しよに忘れてるのに気付いた。なんとなくむしゃくしゃしていた俺は、思わず「ケータイ忘れてるぜ、このマヌケ」とメールしてやった。




　即そく座ざに目の前の携帯にメールが届とどいた。




　……どうも何をやってもうまくいかないので、しばらくは大人おとなしく読書でもしてみることにしたのが二日前のことである。

　世間に迎げい合ごうするのもイヤだったが、まあ評ひよう判ばんになってるのなら面おも白しろくないこともなかろうと、「ダ・ピンチ・コード」なるベストセラー本の文ぶん庫こ本ぼんが出ていたので、上・下巻を買ってきて読んだ。

　評判どおりなかなか面白かったし、文学というものもたまにはいいと思った。




　翌よく日じつ、本屋に行ったら中巻があったことが判はん明めいした。




　万ばん事じこの調ちよう子しである。

　泣なき面つらに蜂はち。弱り目にたたり目。便べん所じよに行ったら必ず先客がいる。塩しおは切れる味み噌そは切れるしょう油は切れる、切れないものは台だい所どころの包ほう丁ちようだけ。いつの時代のジョークだそれは。

　もしこの世に創そう造ぞう主しゆなどという輩やからがいたとしたら、そいつは相そう当とうなサド野や郎ろうに違ちがいない。ここまで俺を苛いじめて何が楽しいというのだ？

　つまり、結けつ論ろんを言うと。

　このとき俺は非ひ常じようにフラストレーションが溜たまってむしゃくしゃしていたのだ。何かでっかい裁判ケンカでもしてすかっとしたかった。




　そんなときにやってきたのが、江え畑ばた弘ひろしという若い男だったのだ。




　　　　◆




「どうぞ」

　雪奈が俺と客の前にお茶を置おいて引き下がる。

　初め、江畑は雪奈を見とれるように見つめていたが、それも一いつ瞬しゆんのことですぐにアタマを下げて一いち礼れいすると、目を逸そらした。

　それだけでなんとなくではあるがこいつの人間性の一いつ端たんが見えてくる。それほど女には飢うえていないらしい。つまりは彼女持ち。そして、たとえ浮うわ気きの機き会かいがやってこようと断ことわるであろう堅かたい性格の持ち主と見た。

　そんなマンウォッチゲームをしつつ、俺は受け取った名めい刺しに視線を下ろした。




　市し議ぎ会かい議員赤あか村むら紅こう助すけ秘ひ書しよ

　江畑弘




　あらためて目の前のソファに座すわっている男を観かん察さつしてみる。

　年ねん齢れいはかなり若い。せいぜい俺より二つ三つ上ぐらいだろう。

　見た目もそれなりに男前だ。スーツとネクタイをきちっと着こなし、一いち流りゆう企き業ぎようの若わか手てサラリーマンという印いん象しようを受ける。

「それで江畑さん。本日はどういったご用件で？」

　するとその若い男は、背せ筋すじをぴんと伸のばした堂どう々どうたる態たい度どで、はっきりと聞き取れる声で答えた。

「高こう名めいな弁護士である山鹿先生に、私の後うしろ盾だてになって欲ほしいんです」

「後ろ盾……ですか」

　珍めずらしいタイプの依い頼らいである。少し興きよう味みを持った。

「それは具ぐ体たい的てきに何をすればよろしいんで？」

「はい。名刺にも書いてありますが、私は市議会議員の赤村紅助という人物の秘書をやっています。ところが最近、とんでもないことが分かったんです。赤村先生──いえ、赤村は市議としての職しよつ権けんを濫らん用ようして私し腹ふくを肥こやしてたんです。私はそのことを公おおやけにしてやりたいと思ってるんです」

「はあ、なるほど。ようするに内ない部ぶ告こく発はつということですか？」

「ええ、端たん的てきに言えばそうです」

　少し話が見えてきた。

　内部告発。最近よく耳にするようになった単たん語ごだ。ようするに組織の内情を知ってる人間が、裏でやってるイケナイことを全部ばらしてしまうというアレだ。ちなみに、英語でいうとインサイダー。なお、某ぼう炭たん酸さん飲いん料りようとは何の関係もない。

　まあ今回の場合は組そ織しきじゃなくて主たる権けん力りよく者しやが相手というわけだから、せいぜい身内告発と言ったところか。いずれにせよ、力を持った相手を向こうに回して大立ち回りという点では変わらないが。

　実のところ、内部告発者というのは往々にしてロクな目に遭あっていない。なにしろ一個人が巨きよ大だいな権力を持つ組織を敵てきに回すことになるのだ。会社の不ふ正せい経けい理りを告発したら、逆ぎやくに告発者が横おう領りようしていたことになって刑けい事じ告こく訴そされた、なんて話はフィクションの世界だけではなく、現実でも耳にする。

「結構、話は分かりました。しかし後ろ盾といわれても、具体的に何をすればよろしいんで？」

「簡かん単たんに言えば、私を監かん視ししていて欲しいのです」

「監視……ですか」

「ええ。相あい手ては当とう選せん五回目にもなる超ちようベテランの市議です。この地元に限っては相そう当とうな影えい響きよう力りよくを持ってます。私の企たくらみがバレれば、警察に手を回して私を拘こう束そくするぐらいのことはするかもしれません。その上、私が考えている形で内部告発するには、市議の所しよ有ゆう物ぶつを持ち出す必ひつ要ようがあります。だからあなたにはずっと私を監視してもらい、証しよう人にんになって欲しいのです。少なくとも警察に捕つかまるようなことは何もしていなかったと」

　ふむ。こいつは少し興味深くなってきた。

　俺は刑事裁判専せん門もん、しかも面白い事件ではないと引き受けない方ほう針しんだ。しかしこの依頼に限っては、専門外といえど食しよく指しをそそられる。ようするに権力を持った悪徳政治家を向こうに回して大ゲンカしようってわけだ。それも、別に裁判をするわけではない。事ことが事だけに、恐おそらく口こう論ろんするとしても法ほう廷てい以外の場ばがメインとなろう。ただの刑事裁判というのも味気ないと思っていたところだ、それはそれで面白いかもしれない。最近は特にフラストレーションがたまり気ぎ味みだし。

「なるほど。依頼については分かりました。ところでまず聞いておきたいのですが、その赤村という市議は一体どんな不ふ正せいをやらかしていらっしゃるんで？」

「簡単に言いますと、公こう共きよう工事の丸まる投なげです。赤村は今、二人の人間と手を組んでいます。一人は市役所に勤つとめる総そう合ごう政せい策さく部ぶ財ざい政せい課か課か長ちよう・青あお谷たに蒼そう太た、もう一人は株式会社アタマハネという建けん設せつ会がい社しやの社長、緑ろく田だもえぎという人物です──」

　赤村、青谷、緑田？　色の三原色かそいつらは。




　……その後、江畑弘が語った内容は、次のようなものだった。

　五期二十年という長きに亘わたって市議会議員をつとめてきた赤村は、地じ元もとに隠いん然ぜんたる勢せい力りよくを持っている。その支し持じ基き盤ばんを支ささえてきたのは、地元の工事関連会社だった。

　赤村は自身のもつ影えい響きよう力りよくを行こう使しし、国からたくさんの公共工事をもぎとってきた実じつ績せきがある。工事会社がそんな赤村にアタマが上がらないのはある意い味み当然であった。

　しかし公共工事を取ってくるだけでは、地元は潤うるおっても赤村個人の懐ふところは大して潤わない。そこで赤村は、様さま々ざまな要よう因いんが重なって借金で首が回らなくなっていた株式会社アタマハネに目を付けたのである。




「公共工事で楽して儲もうける方法ってどうするかご存ぞん知じですか？　受じゆ注ちゆうした工事を丸投げしてしまうんですよ。つまり、たとえば五千万で受注した工事を、一割抜ぬいた四千五百万で他の会社に丸投げしてしまうんです」

「はあ、なるほど」

　知識としてそんなことを聞いたことはある。

　ちなみに、以前は丸投げ自体は別に犯はん罪ざい行こう為いではなかったが、入にゆう札さつ契けい約やく適てき正せい化か法ほうだかなんとかいう法ほう律りつができてからは違い法ほうになったはずである。もっとも、全部ではなく一部の業ぎよう務むを委い託たくする分には問題ないとかで、結けつ局きよくのところ抜け道はいくらでもあるという話なのだが、とにかく専せん門もん外がいなのでよく分からん。

「しかし江畑さん。私はその辺りの裏事情は知らんのですが、それじゃあ丸投げされた方の会社は全然儲からないんじゃないですか？　そんな受注代金を抜かれたような工事を引き受ける会社があるとも思えませんが」

「ええ、それがよく弱みに付け込んでるんですよ。そもそも公共工事というものは、特とく定てい建けん設せつ業ぎよう許きよ可かを持つ会社にしか入札することはできず、しかもその許可を維い持じするには、ええとなんていったかな、一級土木……管かん理り技ぎ師しとかいう資し格かくを所しよ持じしていなければならないんです。さらにいえば過去の受注実績なども考こう慮りよされますから、並なみの会社には入札すらできないんです。かといって今のご時じ世せい、公共工事以外には大した仕事もありません。そんな事情もあって、たとえ利り益えきの見込めない赤字の丸投げ工事であっても、会社の存そん続ぞくのために喜んで受注させて欲しいって会社は腐くさるほどあるんです」

「でも予算は足りないんでしょう？　結局赤字になるだけじゃないんですか？」

「ええ。だからそのしわ寄せはすべて他のところに行くんです。人じん件けん費ひを削けずったり、あるいは材料費を削ったり。ようするに手抜き工事の元げん凶きようとなるわけですよ」

「……それはまたゾッとするお話で」




　……株式会社アタマハネは、借金で首が回らなくなっているという以外では、公共工事を落らく札さつするために必要な資格をすべて持っていた。

　そこで悪あく徳とく市議・赤村は、株式会社アタマハネの債さい権けん者しやたちを硬こう軟なん様々な手で懐かい柔じゆうし、社長の緑田に対しては公共工事を落札するダミー会社として会社の名めい義ぎを貸かすように持ちかけたという。

　名義を貸すだけで債権者という名の借金取りに追われることもなくなる上に、しかも最低限の生活費として毎月二十五万ほどが支し払はらわれる──赤村の出した条件を、緑田が断ことわる理由はなかった。

　かくして公共工事を丸投げする態たい勢せいは整ととのった。しかし公共工事は入札を行って落札しなければならない。もし落札できなければすべての裏うら工こう作さくは無む駄だになる。

　だが赤村には貴き重ちような協力者がいた。それが地元の市役所に勤める総合政策部財政課課長・青谷蒼太である。彼は入札が必要なすべての工事において、その予定落札価格を知ることのできる立場にあった。




「──つまり悪徳市議が国から公共工事を取ってきて、非ひ行こう役人がその落札価格を教え、飾かざり物の社長がそれを落札し、工事自体は他の業者へ丸投げするというわけです」

「なるほど。三位一体の見事な連れん携けいというわけですか」

「ええ、そういうことです。その三人がつるめばもはや怖こわいものなどありません。その結果、耐たい久きゆう性せいの足りない道路や橋はしが次々に出来上がってるというわけですよ」

「……確かに、それは座ざして看かん過かするわけにはいかんお話ですな」

　俺だって免めん許きよは持ってるし車にも乗るのだ。橋が落ちて死ぬなどという事じ態たいはできればごめんこうむりたい。俺は自分の死に場所を法廷と決めているのだ。

「しかし江畑さん。あなたはそのことをどうやって告発しようというんですか？」

「ええ、それなんですが……。いきなりで申し訳ないのですが、明日、お時間を取らせていただくわけにはいかないでしょうか？」

「明日……ですか」

　もちろん時間ならある。というか暇ひまである。

　だがこういうとき、「ええもちろん暇ですよ」──と即そく座ざに答えるのはどうにも抵てい抗こうがある。その、売れっ子弁護士として。

　というわけで、俺は隣となりの部屋にこう呼びかけた。

「ゆき……じゃねえ、水み澄すみくん！」

「え、あ、はい？　なんでしょう？」

　すぐに隣りん室しつに通じるドアから雪奈が顔を覗のぞかせる。

「水澄くん、明日の予定はどうなっていたかな？」















「え？　え？」

　突とつ然ぜんそんな話を向けられ戸と惑まどう雪奈。

　しかし俺の必ひつ死しのアイコンタクトが通じたのだろう。雪奈は俺のデスクに置いてあったメモ張ちようを取り出してペラペラとめくりながら、

「え、えーとその、予定は結けつ構こう詰つまってますけど、なんとかずらすことはできると思いますよ」

　ナイス雪奈。

　これが後の世にいう雪奈の勧かん進じん帳ちようである。

「そうか、ありがとう。……だそうです、江畑さん。なんとか時間は取れるようですが、明日何かあるんですか？」

「もし今回の件をお引き受けくださるのでしたら、明日の午後六時に先ほど渡わたした名めい刺しの住所──つまり赤村市議の事じ務む所しよなんですが、そこに来て欲ほしいんです。来ていただけるのでしたら、そのときに告発のための手しゆ段だんについて、すべてご説明します」

「はあ」

　これはまた奇き妙みような話である。

　弁護士である俺を、夕方に悪徳市議の事務所へ誘さそい出す理由、か。素す直なおに考えれば、そこで何か証しよう拠こを持ち出そうとしている──ということだろうか。そのために、監かん視し役として俺にも来て欲しいと？　そういうことなら納なつ得とくはできるが……。

「つまり、その時じ刻こくなら事務所には誰もいないってことなんですかね？」

「……え、ええ、そうです」

　少しギクリとした表情をしつつも、江畑は頷うなずいた。つまり、俺の考えを肯こう定ていしているというわけである。

「市議会議員が集まっての新年会があるとかで、赤村は明日は留る守すなんです。年始で業ぎよう務むの方もそんなにありませんから、午後五時になれば他の事務員も間ま違ちがいなく帰き宅たくします」

　なるほど、間違いない。やはり誰だれもいない事務所から証拠物件を持ち出そうとしているのだ。だがそれは一歩間違えれば窃せつ盗とう罪ざいで刑けい事じ告こく訴そされかねない危険な橋である。ゆえに、味方となる弁護士に監視してもらい、目的は窃盗ではなくある個人を告発するためであり、証拠となるもの以外には一いつ切さい手をつけなかったと証明してもらいたいのだろう。

　内部告発などという大それたことをやるのであれば、それなりの慎しん重ちようさが求められる。その点、この江畑という男はかなり頭も回るようだ。特に人選がいい。そこで監視役として俺を選ぶというのは恐おそらく最高の選せん択たく肢しだ。俺ほど世せ俗ぞくに無む関かん心しんな上に、どんな権力にも縛しばられることのない弁護士はいないだろうしな。

　それゆえ、江畑がこう尋たずねたときには、俺の腹はらは決まっていた。

「どうでしょう山鹿先生。引き受けていただけないでしょうか」

「分かりました。やりましょう」




　　　　◆




　江畑が帰ると、早さつ速そく隣となりの部屋から雪奈と皐月が出てくる。

「善ぜん行こうさん、今日はまた珍めずらしい依い頼らいでしたねえ」

「ほんとほんと」

　……口々に盗ぬすみ聞きしていたとしか思えないようなことを言う。

　隣の部屋への防ぼう音おんは完かん璧ぺきのはずなのだが、どうも最近ドアにガタが来てるのか、隙すき間まができてしまい容よう易いに盗み聞きしやすい状じよう況きようになってしまっているらしいのだ。まったく守しゆ秘ひ義ぎ務むも秘ひ匿とく特とつ権けんもあったもんじゃない。いや、雪奈はいいんだ、俺の秘書的な立場だから。だがクソガキの方は許せん。

「あんたが殺人事件以外の依頼を引き受けるなんてねえ。まあ以前からちょこちょこ小さな依頼に手を出しては痛い目見てたような気もするけど」

　本来なら皐月の感想になどなんら反はん論ろんする必ひつ要よう性せいを見みい出だせないのだが、今回に限っては雪奈にかっこいいところを見せるチャンスでもある。

「あのなクソガキ、よく考えろよ、雪奈もおまえもこの街の住人なんだからな。将来のためにも、手抜き工事された橋やら建物やらが乱らん造ぞうされるのは困るだろ？　だからまあ、俺にできることなら手伝ってやろうと思ってな」

「うわっ、お願いだから雪でも降りそうなこと言わないでよ、電車が遅おくれたら迷めい惑わくじゃない。それともなに、最近あまりにもあくどいことをやりすぎたからって、突とつ然ぜん偽ぎ善ぜん者しやの道にでも目覚めたわけ？」

「まあまあ、ほら伊い予よちゃん。善行さんだってそういっつも何か裏を考えてるわけじゃないわ。だったら私たちも善行さんを応おう援えんしてあげましょうよ」

「……雪奈ってば。ねえ、本気でそう思ってるの？」

「え？　え、えへへ」

　……雪奈。なんだその笑いは。

　それにしても皐月のヤツ、どうしてこう人のことをいつも腹に一いち物もつ抱かかえてる悪人のようにあげつらうんだろうな。俺ほど社会正義に貢こう献けんしてる人間は他にいないというのに。共きよう産さん主しゆ義ぎを標ひよう榜ぼうしてるようなガキに真まっ当とうな理解力を求めても無む駄だということか。

　まあそれはいい。未み成せい年のクソガキが何をほざこうと俺にとっては負け犬の遠とお吠ぼえにしか聞こえない。問題は、雪奈までもがそのクソガキに毒どくされるようなことがあってはたまらないということだ。たまには皐月の考え方を矯きよう正せいするような、ためになる話でもしてやらねばならないだろう。

「いいかクソガキ、ちょっと聞け」

「ん？　いきなりなによ？」

「偽善も大いに結けつ構こうだ。かつてマザーテレサはこう言った。『あなたが善よい行いをしても、おそらく次の日には忘れられるでしょう。気にすることなく、し続けなさい』とな」

「なるほど名めい言げんね。けど、それがあんたと何の関係があるの？」

「…………」

　これだからガキは。理り解かいされない名言ほど虚むなしいものはない。

　それでも俺は辛しん抱ぼう強く続けた。

「いいか、マザーテレサはこうも言った。『あなたが善を行うと、利り己こ的てきな目的でそれをしたと言われるでしょう。気にすることなく、善を行いなさい』とな」

「いやだから、それがあんたと何の関係があるのよ？」

「…………」

　もういい。放ほうっておこう。こんなガキに高こう尚しようなことを言っても無駄だった。馬に小こ判ばん、ネコに真しん珠じゆである。いや豚ぶたに念ねん仏ぶつだっけ？　とにかく、もう相手にする時間も惜おしいので、俺はとっとと仕事に戻もどることにした。

　そして、このときになってようやく気付く。

　さっきから俺の仕事を手伝う役やく割わりを持っているはずの人間がどこにも見当たらないことに。

「あれ？　なあ、ヘボ探たん偵ていはどうした？　さっきおまえらと一いつ緒しよに隣に閉じこもったはずだろ？」

「影かげ野の？　あいつなら、あんたのベッドで寝ねてるわよ？」

　ぴきっ。

　……俺はスタスタと隣の部屋に駆かけ込み、そして──俺のベッドで横になってる社会不ふ適てき応おう者しやの姿すがたを見つけると、有う無むを言わさずシーツをむんずと摑つかみ、そして、

「影野ー！　おまえ、人のベッドで何してやがる！」

　ずばっと強ごう引いんに引き抜ぬく。

　くるくるどさっ、どんがらがっしゃんと面おも白しろい音を立て、影野の体が転がり落ちる。

「うぐぐっ……。くく、痛いてえじゃねえか山鹿、何しやがる」

「やかましい！　そこは俺のベッドだぞ、勝かつ手てに使うんじゃねえ！　ましてやおまえは呼こ吸きゆうするシラミとダニの温おん床しようなんだぞ、ベッドを汚お染せんする気か！　ってか、いい加か減げんその長ちよう髪はつ切れ！」

「やかましい、人の髪かみ型がたに文もん句く言うな、人を汚染源げんみたいに言うな。俺だってちゃんと洗せん髪ぱつぐらいしてる。ああ分かった、勝手にベッドを使ったことは謝あやまろう。そうだよな、おまえしか使うことのない、おまえだけのベッドだもんな。俺が使うべきじゃなかった」

　うぐっ。

「う、うるせえ。もうすぐ二人で使うようになる予定なんだ！」

「予定は所しよ詮せん予定だろうが」

　うぐぐっ。

「えーいうるさい、そんなことより仕事だ！　さっさと働けこのニート予よ備び軍ぐん！」

「いちいち怒ど鳴ならんでいい、この口だけ弁護士。さすがに年末年始は仕事がなくて懐ふところが寂さびしいからな、今回は素す直なおに受けてやるからよ」

　これ以上いちいち抗こう議ぎするのも面めん倒どうなので、俺もとっとと話を進めることにした。

「おまえ、赤村紅助って市議会議員を知ってるか？」

「選挙用のポスターを見たことぐらいはあるな」

「そうか、まあ充じゆう分ぶんだ。今回の依頼は、ようするにそいつについてなんだが──」

　俺は江畑から聞いた話を繰くり返した。

　赤村という市議が公共工事の丸投げを主しゆ導どうしていること。赤村は青谷蒼太という役人、緑田もえぎという建設会社の社長と結けつ託たくしていること。そして赤村の秘ひ書しよである江畑弘という若い男が、そのことを告発しようとしていること。

　そのために、江畑が弁護士である俺に後うしろ盾だてを頼たのみに来たこと。

「……というわけだ。俺としちゃこの依頼、受けるつもりなんだがな、その前に公共工事の丸投げが行われてると信じるに足る程てい度どの裏付けと、江畑弘って個人に関する調ちよう査さをおまえに頼みたい」

「なるほど。いいだろう、たやすいことだ。しかしおまえも業ごうが深いよな。そんな裏付けを頼むってことはつまり、わざわざおまえを頼ってきた内部告発者をこれっぽっちも信用してないってことだろ？　人を見たら泥どろ棒ぼうと思えってわけだな」

「ほっとけ」

　しかし影野のセリフではないが、確かに俺は江畑を完全に信じているわけではない。

　自じ慢まんではないが俺は腐くさるほど人の恨うらみを買っている。まあそういった連中の大半はブタ箱の中なのだが、それでもその身内の誰かが俺を陥おとしいれるべく罠わなを張はり巡めぐらせる可か能のう性せいは否ひ定ていできない。ましてや今回は他人の事務所に入り込んで書類を持ち出す、なんてことになりそうなのだ。江畑がその気なら俺を窃せつ盗とう罪ざいの共犯に仕立て上げることぐらい容よう易いだろう。この程てい度どの裏付け捜そう査さは絶ぜつ対たいに必要なのだ──。




　　　　一月九日午後四時二十五分




　だが、明けて翌よく日じつ。

　影野の報ほう告こく書しよを見た俺は、懸け念ねんが杞き憂ゆうに終わったことを知る。江畑が言っていることはどうやら本当のことだったらしい。

　まず第一に、緑田もえぎが代だい表ひよう取とり締しまり役やくを務つとめる株式会社アタマハネは、予定落札価格ギリギリの値ね段だんでいくつもの公共工事を落札し続けているということ。そしてその落札された工事は一つの例外もなく他の工事会社に丸投げされているということ。もちろん合ごう法ほうであることを装よそおうため、表向きは一部業務の委い託たくということになっている。

　一方、江畑弘は前ぜん科かなどまったくない真まっ当とうな人間で、それどころかひったくり犯はんを捕つかまえて警けい察さつに表ひよう彰しようされたことすらあるという。赤村に雇やとわれたのも去年の春ということで、まだ一年も経たっていない。情じようにほだされることなく内部告発を考えたというのも頷うなずける。

　まあいずれも状じよう況きよう証しよう拠こに過すぎないのは確かだが、状況証拠しか提てい出しゆつされていないからといって、その事じ実じつを無む視しする必要もあるまい。

　かくして俺は居い丈たけ高だかでいけ好かない（多分）市議会議員とやらを相あい手てに大ゲンカすることができるというわけである。殺人事件の刑けい事じ裁判もいいが、たまには異い種しゆ乱らん闘とう戦せんもいい。これで俺は江畑の依い頼らいを断る理由がなくなってしまった。

「善行さん、今日は確か六時に待ち合わせてるんですよね？　でしたらそろそろ出かけた方がいいかもしれませんよ」

　報告書を大体読み終わるころ、雪奈がそんなことを言った。

「ん？　ああ、でも少し早くないか？　まだ一時間以上あるぜ？」

「それが……さっき駅の前を通りがかったとき、なんか電車が止まったってアナウンスしてたんですよ。もう復ふつ旧きゆうしててもおかしくはないと思うんですけど」

「そうなのか？　そいつは確かにまずいな」

　なにせ目的が目的であるだけに、遅ち刻こくは許されないだろう。俺は雪奈の助じよ言げんに従って、影野の報告書を置いて出かける準じゆん備びを始めた。

　といっても大した準備があるわけではない。上着を羽は織おり、持ってるだけで偉えらい弁護士っぽく見える黒光りするカバンを持つだけだ。中に入ってるのも筆ひつ記き用よう具ぐと名めい刺し入れぐらいしかない。

　と、出かける準備ができたところで、俺はふと思い立って雪奈に向き直った。

　昨日は夜中まで調査していたという影野は俺の事務所まで出てくる気力もなく引きこもっているし、三学期が始まったらしいクソガキはまだ来ていない。チャンスだった。

「そういえば雪奈。おまえ、明後日あさつてが二は十た歳ちの誕たん生じよう日びだろう？」

「え？　あ、覚えててくれたんですか!?」

　嬉うれしそうに顔をほころばせる。

「そりゃ忘れるわけないだろう？　人生でたった一度しかない二十歳の誕生日なんだ、お祝いするからなんかうまいものでも食べに行かないか？」

「え、本当ですか!?　嬉しいです、私、楽しみにしてますから！　本当ですよ!?」

　雪奈の喜ぶ顔が見られ、その上デートの約束までできたのだ。

　こうして俺は足取り軽く事務所を出発した。

　……しかし。

　後から考えてみれば、このときの雪奈の態たい度どは素直に喜びすぎというか、どこか白しら々じらしいというか、そんなところがあったようにも思える。

　そう。雪奈も薄うす々うす気付いていたのだろう。

　ここ数か月というもの、俺が雪奈とデートの約束をすると、必ずなんらかの横ヤリが入って結局実現することがなかった。今回もその例外にもれないのではないか──雪奈がそう想そう像ぞうしていたとしても無む理りはないだろう。

　そして、この時点では知る由よしもないのだが、その懸け念ねんは今回も正しかったのだ。

　それも今回に限っては、とびっきりの理由で……。




　　　　◆




「……少し早かったかな」

　時計を見て呟つぶやく。

　雪奈の助言に従って少し早めに電車に乗ったのはいいのだが、うまいことダイヤが復旧したおかげで結局ずいぶんと早く到とう着ちやくしてしまったのだ。最も寄より駅まで来たものの、約束の時間にはまだ十五分はある。

　今回は事情が事情である。遅刻は論ろん外がいとしても、五分といえど早く着き過すぎることもあまりよくないだろう。赤村とやらの事務所の付近でぶらぶらと時間を潰つぶしているところを帰き宅たく途と中ちゆうの事務員にでも見つかれば面めん倒どうなことになりかねないし。かといって喫きつ茶さ店てんなりファーストフードなりに寄っていくにも中ちゆう途と半はん端ぱな時間だった。

　仕し方かたないのでコンビニか本屋で立ち読みでもするか──などと考えていたそのとき。

　一見したところ何の変へん哲てつもないイベントは、音も立てずに忍しのび寄っていたのだ。

「どうぞー！　新発売のコカペブシブルー、無む料りようで試し供きよう品ひんをお配りしてまーす！　あ、どうぞー、はい、どうぞー。え、銅どうでできた像ぞう？　それは銅どう像ぞうー」

　駅の出口で、そんな気の狂くるったような宣せん伝でんセリフを吐はきながら、ジュースを配ってる連れん中ちゆうがいたのだ。

　しかも、なぜかその中に、

「どうぞー。って、あれ？　善ぜん行こーじゃない、なんであんたがこんなとこいるわけ？」

　……皐月がいた。

「俺のことはどうでもいいだろ。むしろおまえこそこんなところで何やってんだよ？」

「見りゃ分かるでしょ、試供品配りのバイトよ！　もうすぐ毛もう沢たく東とうとレーニンの対たい談だん録ろく本ほんが出るからお金がいるのよ」

　今、かなり謎なぞなことを言われたような気がする。

「……なあ、ちょっと待ってくれ。レーニンと毛沢東って、それ二人とも別の時代の人間じゃないのか？　どうやったら対談ができるんだよ？」

「なんかイタコを二人使うらしいわよ？」

　……ああそうかい。しかし中国語とロシア語が分かるイタコなんているんだろうか。

「まあそれはともかくとしてだな、中学生がバイトなんかしてんじゃねえよ。校則違い反はんだろ、それ」

「あんたにゴチャゴチャ言われる筋すじ合あいないわよ、書類上は親しん戚せきの手伝いってことで誤ご魔ま化かしてんだからいいの。それよりバイトの途と中ちゆうで話し込んでると怒おこられるのよ、これあげるからさっさと消えなさい」

「…………」

　確かに、俺としてもこれ以上このクソガキと話していても仕し方かたが無ない。なんとなくその試供品とやらを受け取り、その場を後にする。

　どうやら有ゆう名めいな炭たん酸さん飲いん料りようのブルー版らしい。いや、ブルー版なんてすっげー体に悪そうだが、宣伝文句によるとどうやら天てん然ねんの着ちやく色しよく成分を使い、カロリーもゼロだという。まあこんな健康至し上じよう主しゆ義ぎのご時じ世せいだし、そうそう体に悪いものを入れることはあるまい。それに、これを飲んでれば五分ぐらいはすぐ経けい過かするだろう。幸いというか、駅の構内は暖だん房ぼうが効きいていて暑く、わずかながら喉のどの渇かわきを覚えていた。かくして、俺は受け取ったやや怪あやしげな缶かんを片手に構内のベンチへと向かうことにした。















　だが事件はこのとき起こったのである。

　冷静になって考えてみれば予よ測そくはできただろう。

　第一に、このジュースは皐月からもらったものである。

　第二に、ついさっきまで試供品として配られていた商品である。言い換かえると、どうぞーどうぞーと言いながら振ふり回されていた商品だ。それもぬるくなっている炭酸の缶ジュースなのだ。

　開ける。ぷっしゃあああああああああああああああ。

「うわっ!?」

　盛せい大だいに飛び散ちる青い液体。

　咄とつ嗟さに身をそらしたおかげで服に被ひ害がいが及およぶことは阻そ止しできたものの、俺の手はすっかり青色に染まってしまってなんとも不ぶ気き味みになっていた。

「くそっ、なんだよこれ」

　慌あわててハンカチで手を拭ふく。

　まったく、情けない。状じよう況きようからしてこんな結果などガキでも分かりそうなものだ。周しゆう囲いの連中は何なに事ごとかと俺の方を見るし、その上、当の皐月も俺の方を見ながらプププと笑ってやがるしで、もう散さん々ざんだった。

　非ひ常じように居い心地ごこちが悪いので、まだかなり残っていたコカペブシブルーを味も分からぬまま一気に飲み干ほすと、俺はとっとと駅を後にすることにしたのである。




　後から思えば──。

　俺はこのときもっとよく手を洗っておくべきだったと思う。どうやらカロリーゼロというのは本当だったらしく、手はまったくベタベタしなかったのでそのままでもいいやと思ってしまったのだ。

　まあ神ならぬ身の人間である俺である。そのことは仕方ないとしても、俺はこれから人の事じ務む所しよに忍しのび込んで証しよう拠こ強ごう奪だつの手伝いをしにいくわけである。そんな大事の前にこんな事件が起こったのだ。しかも皐月絡みで。

　これはもう絶ぜつ対たいに何かの前兆フラグであったと予よ測そくしておくべきだったのだ。そう、たとえていうなら出しゆつ陣じんする前に「俺、生きて帰れたら結けつ婚こんするんだ……」と口にしてしまう新しん兵ぺいのごとしである──。




　　　　◆




　かくして、俺は手もロクに洗わぬまま事務所へ向かった。時間が少し早いのは道順と歩ほ幅はばで調ちよう節せつする。

　その事務所は、意外というべきなのか住宅街のド真ん中にあった。

　一いつ戸こ建だてではあるが、家というよりはプレハブ小屋の進化版と表現する方が適てき切せつかもしれない。外には「赤村紅助」と書かれたのぼりが立っており、まあよくある選せん挙きよ事務所っぽい雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　これはどう解決すべきか。たかが市議会議員なのにこんな常じよう在ざい事務所を持っているなんて凄すごいと言うべきなのか、それともこんなプレハブ事務所しか建てられないほど貧びん乏ぼうというべきなのだろうか。

　まあ恐おそらくは前者なのだろう。市議会議員の給料などよく分からないが、月収百万を超こえてるなんてことはあるまい。ましてや、一戸建ての事務所を維い持じし、事務員を雇やとうなど無む理りだろう。

　つまり、江畑の言う通り何かやっているのだろう。まともではない、よからぬことを。




「山鹿先生、お待ちしてましたよ」

　玄げん関かんで俺を出で迎むかえたのは、昨日と同じくネクタイ姿の江畑弘だった。

「さ、どうぞお入りください。目もく論ろ見みどおり今は誰もいませんから」

「ああ」

　事務所の中は、俺の事務所とそんなに変わらなかった。デスクがいくつか置いてあり、電話があってパソコンがあって、応おう接せつ用ようのソファがある。

　ただし、椅い子す一つとっても新品で金がかかってそうだったし、そもそも俺の事務所より広いのがなんか腹はら立たつ。

「とりあえずそのソファにでもおかけください。今コーヒーでも入れますんで」

「ああ、お構かまいなく。むしろこんなときです、コーヒーなんて飲んでる余よ裕ゆうはないでしょうに」

「いえ、むしろコーヒーでも飲んで堂どう々どうとしてた方がいいと思いますよ。もし万が一今誰か入ってきても、二人してコーヒーでも飲んでればいくらでもごまかしが利ききますし。それにほら、できれば私としても山鹿先生にこの場にいたという証しよう拠こを残してもらいたいんです」

「……なるほど。確かに合ごう理り的てきだ、仰おつしやる通りかもしれません」

「そうでしょう？　もっとも、これは私が考えたアイディアじゃないんですけどね」

　大おお方かた、推すい理り小説でも読んで仕し入いれた知ち識しきなのだろう。

　この場合、別に時間をかけてゆっくりと味わう必要はない。俺たちが単なる泥どろ棒ぼうではなく、事務員とその客としての体てい裁さいを保たもっておくことが大だい事じなのだ。そうすれば確かに、もし誰かが入ってきても誤ご魔ま化かすのは簡単だろう。俺がこの場にいたという証拠にもなる。

　俺に後うしろ盾だてを頼たのんだことといい、この江畑という男、結けつ構こうアタマの回転は速いらしい。というわけで俺はお言葉に甘あまえ、ソファに座すわって江畑の入れたコーヒーをすすることにした。

　かなり高級なコーヒーらしく、香かおりはバツグンだった。しかし緑りよく茶ちや派はの俺としてはうまいコーヒーとまずいコーヒーの区く別べつなんてつかないので、とにかく苦いだけで奇き妙みような味という印象しかなかった。コーヒーってこんな味だったっけ？　やはり砂さ糖とうかミルクぐらいは入れておくべきだったか。

「じゃあ江畑さん、まず話していただけますか。あなたがこれからどうやって赤村という男を告発しようとしてるのかを」

「ええ、分かりました。まず、赤村が公共工事の代金をピンハネして他の業者に丸投げしてるということは昨日お話しした通りです」

「ああ、こっちでも少し調べてみましたよ。私が摑つかめたのは二、三の状況証拠だけですが、どうも確かな事じ実じつのようで」

「あ、そうなんですか、じゃあ話は簡単です。まずそのピンハネした分のお金なんですが、これは株式会社アタマハネのれっきとした収入ということになります。この時点では違い法ほうでもなんでもありません。

　ここからが少しややこしい話なんですが、アタマハネは工事を別の会社に丸投げするとき、材料をよそから仕入れて一いつ緒しよに売ってるんです。材料には人材も含ふくまれるんですけどね。それで、その材料を買うときに領りよう収しゆう書しよをいじってもらって額がく面めんを大きくしてもらってるんです。これでアタマハネの帳ちよう簿ぼ上じようでは、ピンハネした分の収入が材ざい料りよう費ひの支し出しゆつでちょうど相そう殺さいされた形になってるんです。これはもうどこの会社でも似にたようなことをやってましてね、陳ちん腐ぷですが非ひ常じように有ゆう効こうな手ですよ。かくしてピンハネされた大金は裏うら金がね化かされ、赤村の好きに使えるようになるわけです」

「それはまた手の込んだことを」

　なぜそんなややこしい手順を踏ふんでいるのかということにはちゃんと理由があるのだろう。

　ピンハネした金を政治献けん金きん名めい義ぎなどでぽーんと懐ふところに入れてしまえばいいじゃないか──とも思えるが、そうはいかない。政治献金は政治資し金きん規き正せい法ほうで収支報告書の提てい出しゆつが義ぎ務む付けられており、使用にも制せい約やくがある。手の込んだことをしてまで裏金化するのは当然だろう。

「私はその額面を過か大だいにいじった証拠となる領収書と帳簿を見つけたんです。それだけじゃありません、赤村がそのお金を経けい費ひと称しようしてコンパニオンを呼んだり妻以外の女性とホテルに泊とまったりしたときに受け取った領収書まで、この事務所にある隠かくし金庫に入ってることを突つき止めたんですよ」

「それは確かに絶ぜつ好こうの証拠だとは思いますが……。少しうまく行き過ぎじゃありませんか？　赤村市議にしても、そんな犯罪の証拠をこんな事務所に隠すなんて」

「ええ、それはもっともです。でも、赤村にしても見つからないという自信があったんでしょう。ちょっとこちらへ来て下さい」

　と、江畑は事務所の奥おくにある扉とびらを開けた。

　中にあるのは一ひと際きわ豪ごう華かなデスクセット。見れば分かる、赤村の部屋だろう。

　江畑はその部屋の隅すみに置いてある本ほん棚だなの前に立った。大きな木製の本棚だ。上の方まで本が詰つまっており、下の方には引き出しがついている。

　江畑はしゃがみこむと、その引き出しをぐっと押おした。かなり強く。

　すると引き出しが少し奥へ押し込まれた。押しこめる引き出しとは珍めずらしい。だがそんなことに意味があるとは思えないが……。

　江畑は何度も引き出しを押した。三回、四回、そして五回目を数えたとき。

　ぱかっと音を立てて、引き出しの下にある何の変へん哲てつもないと思っていた台だい座ざ部分が開いたのである。

　中にあったのは、手て提さげ金庫だった。

「この通りです。泥棒だってこんな仕し掛かけには気付かないでしょう」

「た、確かに……。ずいぶんと手の込んだ仕掛けですねえ。どこで売ってるんですか、こんな本棚」

「いえ、大工に改造してもらうらしいです。そういうことを専門に扱あつかう業者ってのがあるそうですよ」

　なるほど。それにしても悪人の好みそうな隠し場所だ。ってか、俺の事務所にも一つぐらいこんなの欲ほしいな。まあ皐月みたいなガキを飼かってるとあっさり見つけられるかもしれんが。

「それにしても、こんなものよく見つけましたねえ。分からんでしょう、普ふ通つう」

「それはその、大きな声じゃいえないんですけどね……」

　言いながら江畑は、本棚の上の方にあるブックケースに入ったやたらと分ぶ厚あつい本を取り出した。

　いや、それは本ではなかった。なぜならブックケースの中には別のものが入っていたからである。

　本棚の中に混まじっていると分からないが、蛍けい光こう灯とうの下で見ればブックケースに小さな穴あなが開いていることが分かる。中から出てきたのは、紛まごうことなき小型カメラ……。

「これですよ。これを仕掛けておいたおかげでどうにか発見できたんです」

「…………」

　思わず二の句くが告つげられなかった。

　自分の勤つとめ先に盗とう撮さつカメラまで仕掛けるとは。おまえは俺か。

　江畑は手提げ金庫を取り出し俺のところまで持ってくる。ダイヤル式の鍵かぎの他に、南なん京きん錠じようまで付いている。

「開けられるんで？」

「ええ、なんとか」

　そういうと江畑はまずポケットから小さな鍵を出し、南京錠の穴に突っ込んだ。

　しかしどうも鍵が合ってないのか、江畑が悪あく戦せん苦く闘とうしても明らかに開く気け配はいがない。

「それ、違う鍵じゃないんですか？」

「ええ、そうなんです。でも開くんですよ、これで。ちょっと待っててください」

　どうみても開きそうになかったが、それでも江畑は強ごう引いんに鍵を動かし続け、そして終しまいにはゴンゴンと鍵をグーで叩たたき始めたのだ。

　啞あ然ぜんとした。不ふ思し議ぎなことに、南京錠はあっさり開いてしまった。

「ピ、ピッキングってヤツですか？」

「まあそうなのかもしれませんね。調べたんですけど、この手の鍵って同じタイプのを十種類ぐらい集めれば、一個ぐらいは必ず合うものらしいんですよ」

　隠かくし金庫まで作る市議会議員に、ピッキング技術を習しゆう得とくしてる秘書か。わりといいコンビなのかもしれない。

　そして、恐おそらくは隠しカメラで調べ上げたのだろう、江畑はダイヤル式の鍵もあっさりと開けてしまった。

　いよいよ金庫が開かれる。どうでもいいが、金庫と名の付くものを開けようとするとなんとなく心が躍おどるのは俺だけだろうか。

　しかし──期待に反して、札束とか金きん塊かいとか宝石なんかはまったく入ってなかった。あるのは帳簿や領収書の束たばなどの書類のみ。まあ探せば小切手とか株かぶ券けんぐらい出てくるのかもしれないが。

「これがその証拠ですよ。まあここで検けん分ぶんするのもなんです、とりあえずここを出ましょうか」

「ああ、そうだ……な……」

　だが、異い変へんはこのときに生じたのである。

「ふわぁあ……」

　あくびが出たのだ。俺の口から。

「……す、すいません」

　少し気まずい。状じよう況きようが状況である、こんなタイミングであくびなんてするのはさすがに俺でも申もうし訳わけがない。

「いえ、いいんですよ。山鹿先生もお忙いそがしいんでしょうし」

「ああ、そういってもらえると……ってあれ……」

　と、口を開けてまた大あくび。

　さすがに江畑も渋しぶい顔になる。

「お願いしますよ山鹿先生。今が大だい事じなときなんですから」

「分かってる、分かってますって。しかし変だな、昨日はしっかり寝ねたはずなんだが……。あれ、ふわぁあ……」

　あくびがとまらない。どんな退たい屈くつな裁さい判ばんでも寝なかった俺が、なぜこんなときに……？

　いや、違ちがう。

　俺ははっきりと感じた。

　まぶたが急きゆう激げきに重くなり、凄すさまじい眠ねむ気けが襲おそってくる。それもただの眠気ではない。

　眠い。ありえないほど眠い。どれだけ徹てつ夜やして疲つかれ果てても、こんな眠気に襲われた覚えはないぞ。

　このまままぶたを閉じてソファに寄りかかりたい欲求がふつふつと湧わき上がってくる。そんなことができる状況ではないはずなのに。

「ど、どうしたんですか山鹿先生？　なんか今にも倒たおれそうですよ？」

「……ああ。おかしい……んだ。眠い……。とてつもなく、眠いんだ……。なあ、あのコーヒー、なんか睡すい眠みん効こう果かで、も……」

　あるのか、という言葉すら口に出すことができない。そもそも、睡眠効果のあるコーヒーなんて聞いたことすらない。

「そんな、ただのコーヒーですよ！　一体どうしたんですか先生！　せ、先生!?」

　もう限げん界かいだった。

　あまりにも甘かん美びな誘ゆう惑わく。ちょっと目をつぶって体を倒すだけでいい。それだけで、至し高こうの快かい感かんを得ることができるのだ。

　今がそんな場合ではないことは分かっている。人様の事務所で貴き重ちような証拠を持ち出そうとしているのだ。寝てる余よ裕ゆうなどあるわけがない。

　しかし、もう耐たえられなかった。

　これは人の意志の力で抵てい抗こうできるようなものではない。間違いなくあのコーヒーには何か薬が入っていたのだ。

　一体誰が何のために？　それとも、やはり江畑が俺をなんらかの罠わなにはめようと……？

　だが、すでに俺の頭は思し考こうができる状じよう態たいになかった。

　いけない、いけないと思いつつも、意識はどんどんと朦もう朧ろうとなり──。




　俺はとうとう気を失った。
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「どうやらコーヒーを飲んだのは弁護士の方だけのようですね。仕方ありません、踏ふみ込みましょう」

「そ、そうみたいだが……。青あお谷たにさん、あんた本気でやる気なのか？」

「ここまできて何を言ってるんですか緑ろく田ださん。まんまと一人眠ってくれたんですよ、こんな機き会かいを逃のがすわけにはいかないでしょう。このまま実じつ行こうすべきです」

「し、しかしだな、もし失敗したら──」

「慎しん重ちようになるのも結構ですが、それも時と場合によりけりですよ。二人がかりならあの秘ひ書しよは確かく実じつにヤれます。それより今この機会を逃せば、今度こそ警けい察さつに駆かけ込まれますよ」

「……そ、それはそうかもしれんが……」

「緑田さん！　いい加か減げん腹を据すえてください！　そんなに社会の底てい辺へんで惨みじめに暮らす生活に戻もどりたいんですか!?」

「わ……分かった！　分かったよ、やる、やるから！」

「結構です。では事務所に入りましょう。スキを見て私が後ろから羽は交がい絞じめにしますから、緑田さんは……いいですね？」

「あ……ああ、分かってる」

「怪あやしまれるような態たい度どは慎つつしんでくださいよ。じゃあ……行きます」












　　　　◆




「う……。さみいっ……」

　ぶるっと身を震ふるわせながら俺おれは目を覚さました。

　寒い。なんなんだこの身を切るような寒さは。体の芯しんまで冷え切っちまっている。

　だが、それも当たり前のことだった。俺の視し線せんの先にあったのは、空に光る満月。おまけに背中がチクチクすると思ったら、草むらの中だった。

　つまり──俺は外で寝ていたのだ。このクソ寒い一月に。

　ヘタすりゃ凍とう死しモノである。それにしてもおかしい、なぜ俺はこんなところで寝ていたんだろう。酒に酔よったのだとしても、こんな死にかねないようなバカをするほどモウロクすることはないと思うんだが……。

　くそ、ダメだ。頭がぼーっとする。死にそうな寒さだというのに、また目をつぶれば眠ってしまいそうだ。今また意識を失ったら確かく実じつに死ぬだろうな。まさかそんな間の抜ぬけた死に方をするわけにはいかない。俺はあと二日で大人になる雪ゆき奈なと、大人のデートをしなければならないのだから。

「……あ」

　思い出した。

　そうだ。さっきまで俺は市し議ぎ会かい議ぎ員いんの秘ひ書しよと名乗った江え畑ばた弘ひろしと事じ務む所しよで会っていたのだ。そうしたら急きゆう激げきに眠くなってそのまま意識を失ったんだ。

　嫌いやな予感がした。やはり俺はハメられたということなのだろうか？

　……もはやそうとしか考えられない。事務所から貴き重ちような書類を盗ぬすもうというときに、立ち会いを求めた俺を眠らせる理由なんてそれ以外に思い浮うかばない。つまり、不正の証拠を持ち出すことが目的なのではなく──単たん純じゆんに金庫の中身を盗んだ容よう疑ぎを俺に着せるために……？

　と、そのとき。なぜ今まで気付かなかったのかと言うべきだろう。俺は手の中に何かを握にぎりしめていることに気付いた。

　何だろうと、寒さにかじかむ手を顔の前に持っていく。




　包ほう丁ちようだった。それも血にまみれた。




　それを見たときに悲ひ鳴めいを上げなかっただけでも、俺は自分の胆たん力りよくをほめてやりたいと思う。

　しかし、思わず悲鳴を上げてしまう寸すん前ぜんの心しん理り状じよう態たいにあったことは否いなめない。何しろこのとき俺は体の芯まで凍こおりつくような寒さと、何らかの薬の影えい響きようのせいで頭はぼーっとしており、冷静な判はん断だんなどできるような状じよう況きようではなかったのだ。

　だから、俺のすぐ隣となりに誰かいるような気け配はいがして、そちらに視し線せんを向けた瞬しゆん間かん、

「う、うわあああああああああああ!?」

　限げん界かいだった。俺は自分でも情けないと思うほどの悲鳴を上げていたのだ。

　そりゃあ誰だってびっくりするだろう。

　目が覚めたらいきなり野外。自分の手の中には血ち塗ぬれた包丁。

　そしてとどめとばかりに、俺のすぐ隣にピクリともしない死体があったとすれば。

　ましてや──その死体が、さっきまで俺と話をしていた江畑弘だったりすれば！

　江畑の腹ふく部ぶが真っ赤に染まっている。呼こ吸きゆうしている様子も、心臓が動いている気配すら微み塵じんも感じられない。

　……いや待て。見た目だけで死んでると判はん断だんするのは危険だ。とりあえず俺は江畑の首くび筋すじに手を当て、脈みやくを調べてみた。

　外気自体が低いせいもあるだろう、氷のように冷たかった。そして──脈はなかった。

　と、そのときである。

「なんだ、どうした兄ちゃん？」

　俺がさっき情けない悲鳴を上げたためだろう。草むらの向こうから、見知らぬ男が姿すがたを現したのだ。

　それも驚おどろくべきことに、一人だけではない。次から次へと、一人また一人と男が出てくる。年ねん齢れいは二十代から三十代ぐらいだろうか、なんなんだこの連中。こんな寒い夜の草むらの中で、こいつらは一体何をしていたんだ？

　このとき気付いたのだが、すぐ近くで水の流れる音がした。ふと視線をめぐらせば、すぐ先に大きな河が流れているのが分かった。どうやら草むらには違ちがいないが、むしろ河原かわらと呼ぶ方が適てき切せつらしい。そして俺の地元にあるこれほど大きな河と言えば、津つ羅ら野の河かわぐらいしか思いつかない。非ひ常じように大きな河で、河原には野球場やゴルフ場が作られるほどだ。

「あああっ！　お、おまえまさか！」

　そのとき、一人の男が驚いたように叫さけんで指差した。俺の手にある血塗れた包丁を。

　そして俺の傍そばには男の死体。

　一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。

「ちっ、違う！　俺じゃない、俺がやったわけじゃ──」

　この連中が俺を疑うたがうのは無む理りもないことだと分かってはいる。分かってはいるのだが、思わずそんな低てい級きゆうな言いい訳わけを口にしてしまう。この状況で何を言っても無む駄だだということを、経験上俺は知っているはずなのに。だが人間というものは不ふ思し議ぎなもので、それでも否ひ定ていしなければ落ち着かないというか、気が済まなかったのだ。

「そりゃ……気持ちは分かるけどな兄ちゃん」

「ああ。世せ間けんは冷たいからねえ」

「でも、殺すのはさすがにいけないよ。心しん中じゆうでもする気だったのかい？」

　周囲に集まってきた男たちは、妙みように同情したような風を装よそおいつつも口々に奇き妙みようなことを言い始めた。

　何を言っているのだろうこいつらは。気持ちは分かる？　心中する気だった？　なんのことだ？

「とにかくあんた。同情はするが、俺たちもこいつを見てしまった以上は警察に報しらせないと……」

「でもさ、警察には通つう報ほうするにしても、せめて少しぐらい逃にげる時間ぐらいはくれてやってもいいんじゃないか？」

「いや、それはまずいだろ。やってしまったものは仕し方かたない、事情はどうあれ罪つみは償つぐなうべきだ」

　周囲ではおかしな論ろん争そうが始まっていた。

　俺を逃がしてくれるだって？　本当にこいつらは一体なんなんだ？　どこぞの世界に見ず知らずの殺さつ人じん容よう疑ぎ者しやを逃がそうとする人種がいるというのだ。

　いずれにせよ、もうこれだけの目もく撃げき者しやができてしまったのだ。ここで逃げだそうものなら、今以上に俺の立場を地じ獄ごくに突つき落とすことになるということを、俺は仕し事ごと柄がらよく知っていた。せっかくの好こう意いだが断ことわることにする。

「ちょ、ちょっと聞いてくれ、あんたたち。まあ信じろと言っても無む理りかもしれんが、この男をやったのは俺じゃないんだ。でもとにかく、警察を呼ぶのは俺も賛さん成せいだ」

　情けない。俺の声はうわずっていた。これは動どう揺ようしていたからではなく、寒さに舌したがかじかんでいたせいだと思いたい。

　しかし、本当にこれでいいのだろうか？　このまま警察がくれば俺は連れん行こうされるだろう。警察を呼んでもらう前に、まだ何かすべきことがあったのではないのか？

　そもそも、一体なぜ江畑が殺され、凶きよう器きらしき包丁が俺の手の中にあるのか？

　早くそのことに考えをめぐらせたい。だが寒さとぼーっとした頭のせいで未いまだはっきりと考えがまとまらない。

　誰かが通報したのだろう、あの警察のパープーパープーというまぬけな音が聞こえてきたのは、それからすぐのことだった。




　　　　◆




「あー。こりゃまた派は手でにやっちゃってるなあ」

　その制せい服ふく警けい官かんは、腹部から血を流して倒たおれている江畑を見て顔をしかめた。

　まず江畑の脈と呼吸を確かく認にんし、どうみても死んでいることを確認すると、未だ包丁を手放せないでいる俺に向かって、

「これ、君がやったの？」

「違うっていったら信じてくれるか？」

「じゃあむしろ聞きたいんだけどさあ、この状じよう況きようで君が犯人じゃないっていう証しよう拠こがあるのかい？」

　うぐ。言い返せねえ。

　俺が何も言えずにいると、その警官は次に周しゆう囲いに集まりつつある野や次じ馬うまに向かい、

「あー、とりあえず市民のみなさん、ここから離はなれてもらえますか。現場を保ほ存ぞんしなきゃなりませんので」

　続いて次に腰こしにつけていたレシーバーを取り、

「あー、本部。コロシです。イチイチキュウです。至し急きゆう、機き捜そうの派は遣けんと刑けい事じ連中の叩たたき起こしをお願いします。場所は津つ羅ら野の河かわ第三架か橋きようの東……およそ三〇〇メートル、南側の河原です──」

　マニュアルどおりなのだろうが、テキパキと自分の仕事をこなしていく。俺にとっては都つ合ごうの悪い展開だ。後にあるかもしれない裁さい判ばんのことを考えると、もっと穴あなだらけの初しよ動どうをしてもらいたいところだ。

「あー、で、とりあえず君、その包丁なんだけどさ、預あずからせてもらえるかなあ？」

「…………」

　断ことわる根こん拠きよが見つからない。

　何せこんなに血が付いているのだ。合ごう理り的てきに見ても犯罪の証拠だといえるだろうし、それを押おう収しゆうされるのは拒きよ否ひしようがない。ましてやこれは俺の私し物ぶつではないし、そもそも持ってる時点で銃じゆう刀とう法ほう違い反はんでもある。

　結局、俺は包丁を渡わたさざるを得なかった。手て袋ぶくろをつけた手で慎しん重ちように受け取る警官。

「どうもありがと。でね、状況が状況だし、ついでにちょっと署しよでお話聞かせてもらえると嬉うれしいんだけどなあ」

「……俺の知ってる限り、任にん意い同どう行こうには従したがう義ぎ務むはないはずだよな」

「さすが山やま鹿しか弁べん護ご士し、よく知ってるねえ」

「……！」

　思わぬ方向からの不ふ意い打うちに、俺は息を吞のんだ。

「……い、いつから気付いてた？」

「最初だよ。もう会ったときから。だってね、今時君の顔知らない警官なんて一人もいないと思うけど。で、弁護士の君ならご存ぞん知じだと思うんだけどさ。任意同行は確かに拒きよ否ひできるけど、何しろ君、死体の傍そばに座り込んで血塗れた包丁持ってたりするような状況だったんだからね。僕としてもさあ、事情を聞くまではちょっと君を解かい放ほうすることはできないんだよね」

　なんてイヤらしい警官だ。知り合いの若わか造ぞう刑事、羽はね田だ辺りよりよっぽどやりづらい。

　警けい職しよく法第二条の一。警察官は、異い常じような挙きよ動どうその他周しゆう囲いの事じ情じようから合理的に判はん断だんして何らかの犯罪を犯おかし、若もしくは犯そうとしていると疑うたがうに足りる相そう当とうな理由のある者、または既すでに行われた犯罪について、若しくは犯罪が行われようとしていることについて知っていると認められる者を停てい止しさせて質問することができる。俗ぞくにいう職しよく務む質しつ問もんだ。

　そして同じく第二条の二。その場で質問をすることが本人に対して不ふ利りであり、または交通の妨ぼう害がいになると認められる場合においては、質問するため、その者に付近の警察署、派は出しゆつ所じよ若しくは駐ちゆう在ざい所しよに同行することを求めることができる。

　それに現実問題として、警察に任意同行を求められれば、断ることはほぼ不ふ可か能のうなのだ。ごねたところで「君、何も悪いことしてないんでしょ？　じゃあ断る必要ないよね？」という必ひつ殺さつ文もん句くを口にされるだけである。そこでさらに断れば裁判で証言台に立ち、「この男は自分の罪を弁解しようともしなかった」などと俺の心証を害する証言をするに違いない。あるいは俺の進しん路ろを妨害すべく、目の前に立ちはだかるという手もある。そして俺がそれを押おしのけようと少しでも手を出せば、即そく座ざに公こう務む執しつ行こう妨ぼう害がいという名の印いん籠ろうを取り出して強きよう制せい連れん行こうするというわけである。警察の常じよう套とう手しゆ段だんである。

　警察には準じゆん現げん行こう犯はん逮たい捕ほという手もあるが、そっちは権けん力りよくの濫らん用ようとそしられる可能性もあるため、滅めつ多たに使われない。まずは任意同行で署に閉じ込めようとする。いや、ここまでくれば任意同行ではなく強制同行だが。

「……一つだけ確認させてくれ」

「ん？　なにかな？」

「一いち応おう、あんたの手て帳ちようを見せてくれ」

　かすかな期き待たいはあった。警官であっても、ごくまれに警察手て帳ちようを忘れるマヌケはいる。自分が警察であると証明できなければ、任意同行はもちろん、現げん場ば確かく保ほだって満足にできないだろう。いずれにせよ、後日捜そう査さの手落ちを指し摘てきするいいネタになる。

「ふーん。まあいいけどさ」

　しかし俺の期待はあっさり打ち砕くだかれ、その警官はすぐに手帳を取り出して見せた。

　まあ実のところ、俺もそこまで警官がマヌケだとは思っていない。ただ、知っておきたかったのだ。

　俺をここまで動どう揺ようさせやがったこいつの、岩いわ柳やなぎ邦くに夫おという名前を。

　岩柳邦夫か。随ずい分ぶんまともな名前じゃないか。今度どこかで出会ったら覚えてろよ。

「納なつ得とくしてくれた？　じゃあパトカーに乗ってくれるかな？」

　もはや拒否する理由はなかった。

　実のところここは寒すぎるし、まだ頭の倦けん怠たい感かんも取れていない。今ここで長なが々ながと職しよく務む質しつ問もんでもされた日には、どんなヘマをしでかすかわかったものではない。おまけに、ただでさえパトカーが赤せき色しよく灯とうをこうこうと照てらしているのだ。これ以上ヤジウマが寄ってきても居い心地ごこちが悪くなるだけだ。

「……分かった。任意同行には同意しよう。ただし──」

「ん、何かな？」

　まさかこのセリフを俺が口にするときが来るとは。

「弁護士を呼んでもらおうか」

「うん、そうかそうか。分かったよ、でもそういう話は警察署の刑事さんとしてくれるかな？」

　……食えねえ警官である。
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　　　　一月九日午後十一時十二分　警けい察さつ署しよ




　警察署の取とり調しらべ室しつへ放ほうり込まれた俺おれは、なんとそのまま三時間近くも待たされるハメに陥おちいった。

　見み誤あやまった。今か今かとイライラしながら取調べを待っていたら、結けつ局きよく二人の刑けい事じが俺の前に姿すがたを現すまで三時間。くそう、どうせ任にん意い同どう行こうなら警察に俺の身み柄がらを拘こう束そくする権けん利りはないんだ、さっさと帰ってやればよかったとも思う。

　しかしここで帰れば警察は俺が逃にげ出したとでも公表しかねない。それに、悪いことばかりではない。近くの警官に、俺の金で温かい飲み物を買ってこさせるぐらいは要よう求きゆうできた。おかげでどうにか体を温め、さらに頭に残っていた倦けん怠たい感かんもずいぶんと改かい善ぜんした。

　恐おそらくこれから俺は刑事どもとやりあうことになる。頭がまともに働くようになったことは、長時間待たされてイライラさせられたことを考こう慮りよしても、俺にとってはプラスに働くだろう。

　そして三時間後。午後十一時過ぎ。

「はっはっは、このイカサマ弁べん護ご士しめ！　とうとう馬ば脚きやくを現あらわしたな、この日が来るのを首を長くして待っていたぞ！」

　まだ弱じやつ冠かん二十代の若わか造ぞう刑事、羽はね田だ刑事はさも嬉うれしそうに俺を指差して笑った。

「……ってか、あんたまだ刑事やってたんだな」

「な、なんだとうっ!?」

「いや、ここ最近まったくてめえの面つら見てなかったから、とうとうどっかに左遷とばされたのかと思ってたぞ、いやマジで」

「きーさーまー！」

　相あい変かわらず進歩のない刑事である。俺を連れん行こうしやがった岩いわ柳やなぎ邦くに夫おとかいう制せい服ふく警官に比くらべれば、こいつの方が百倍扱あつかいやすい。

　だが一つ不幸なことに、俺の前に姿すがたを現したのはこの若造刑事だけではなかった。

「羽田。おまえは黙だまって調書でも取ってろ。尋じん問もんは私がする」

　そう言ったのは、羽田の相方にしてどうみても暴ぼう力りよく団だんにしか見えない刑事こと因いな幡ば刑事──。

　ではなかった。

　……俺の知ってる年ねん季きの入った刑事といえば、どいつもこいつも組員と見み紛まがうようなごっつい連中ばかりである。しかしその男は数少ない例外なのか、少し体のごっついサラリーマンぐらいにしか見えなかった。他の刑事と共通していることといえば、髪かみがぼさぼさでワイシャツがシワシワになってることぐらいだろうか。

　ただし、因幡刑事辺りと違ちがってずいぶんと偉えらそうでもあった。というのも、羽田刑事の恐きよう縮しゆく振ぶりが因幡刑事を相手にしているとき以上だったからだ。

「なあ。あんた誰だれだ？」

「なんだと、貴き様さま。私を知らんのか？」

「あんたは道みち端ばたに落ちてる小石の形をいちいち覚えてるのか？」

　その刑事はひくひくと鼻はなを動かした。

「い、言ってくれるではないか。ならば覚えておくがいい。私は遠えん大だい有ゆう徳とく、刑事部長だ」

　うわ。なんて虚きよ勢せいの張はった名前だ。それに刑事部長だと？　そりゃ知るわけねえや、面めん識しきないし。まあ警察署には何度も通ってるし、立場上一度や二度ぐらい会ってるのかもしれないが、それこそ路ろ傍ぼうの小石などいちいち覚えていられるわけもない。

「なるほど、刑事部長自らお出ましか。ひょっとしてあれか？　日本警けい察さつの敵であるこの俺に殺人容よう疑ぎがかかってるもんだから、刑事部長自らでてきて手て柄がらを独ひとり占じめしようってそういうハラなわけか？」

「み、見み損そこなうな！　ただ貴様のようなこすっからい輩やからが相手なのだからな、より万ばん全ぜんを期きすために私自らこうして出てきてやったというだけのこと」

　しめた。こいつは都つ合ごうがいい。

　刑事部長という役やく職しよくには、二通りの人種が就つくらしい。一つは刑事から叩たたき上げで出世する場合と、もう一つはいわゆるキャリアの人間が就く場合。

　こいつは恐おそらくキャリア組の方だろう。そして間違いなく俺という獲え物ものを仕し留とめて名を挙あげようというハラなのだ。そうでなければ一いつ介かいの容よう疑ぎ者しや未満の人間を尋問するのにわざわざ刑事部長なんて役職がついた輩が出てくる理由がない。

　好都合だ、欲に駆かられて寄ってくるあほうは扱いやすい。

「しかしなあ山やま鹿しか弁護士」と、虚勢を張りながらその遠大刑事部長は言った。「私としてもこうしておまえに尋問する日が来るとは思わなかったな。信じてくれなくて結構だが、一応私も私なりにおまえのことは尊そん敬けいしてたんだが」

「誰が信じるかバーカ」

「…………」

　こめかみをひくつかせる遠大刑事部長。

　ここでどういう返事をしてくるかによってこいつの人間性をうかがい知ることができそうだったが、結局遠大は俺の言葉は聞かなかったことにして強ごう引いんに話を進めるつもりのようだった。

「……確かに、証しよう拠この隠いん滅めつから偽ぎ造ぞうまでやるおまえのやり方にいい印いん象しようを抱いだいたことはただの一度もない。だが、それでもおまえが無む実じつの依い頼らい人にんを弁護して真犯人を見つけてきたのは事実だからな」

「そりゃどうも。だが遠大刑事とやら、その発言は二つばかり訂てい正せいしてもらう必要がある」

「訂正？　何をだ？」

「第一に、俺は証拠隠滅などやったことはない。第二に、俺は証拠偽造などやったことはない。依頼人の権利を守るために必要な手しゆ段だんを講こうじたことはあるがな。さあ、今すぐ訂正しないと名めい誉よ毀き損そんで訴うつたえるぞ、この権力の犬め」

「……分かった、もうたくさんだ」

　遠大刑事部長は表情こそ変化はなかったものの、やはり怒いかりは心しん頭とうなのか低く響ひびく声こわ色いろを一いつ層そう硬こう化かさせた。

「くだらん前置きはもうこれまでだ、率そつ直ちよくに聞かせてもらおう。山鹿善ぜん行こう、江え畑ばた弘ひろしを刺さし殺したのはおまえか？」

「あいにくだが俺は弁護士と話をするまで何もしゃべらんぜ？」

「ふざけるな！」と、お決まりのセリフで横から口を挟はさんだのはやはり羽田刑事であった。「おまえ自身が弁護士だろう！　今いま更さら他の弁護士と相談する必要がどこにある!?」

「おっとそこの若造、はきちがえるな。法ほう律りつは被疑者なら誰にでも弁護士と相談する権利を認めている。俺が弁護士だろうと関係ない。そして公権力の犬であるおまえは、その権利を侵しん害がいすることはできないってわけだ。その未み成せい熟じゆくな脳ミソによく覚えさせとけ」

「きーさーまーっ！」

「まあ待て羽田。ここは私に任せろと言っただろう」

　遠大刑事が静かに一いつ喝かつする。無む駄だに歳としを食ってるだけあって、羽田よりかは冷静さを保っていられるようだ。もっとも、いつまで持つかは知らないが。

「なあ、山鹿。黙もく秘ひするならそれもよかろう。しかしだな、そのセリフは自分の犯はん行こうを認めているようなものだろう。自分に非ひがないというのであれば、弁護士を呼ぶ前にまず少しでも自分で弁べん解かいしてみてはどうかね？　それともう一つ。おまえは逮たい捕ほされたわけではない。任にん意いでここへ来ているのだ。弁護士と接せつ見けんを要求する権利はないことは知っているだろう？」

「お答えしようか遠大刑事部長。ＯＫ、任意同どう行こうの段だん階かいで弁護士を呼ぶ権利があるかどうかについてここで議ぎ論ろんするのはよそう。とにかく、俺は自分の非ひを認めているから黙だまってるんじゃない。単たん純じゆんに警察が嫌いだから黙ってるんだ。ついでにもう一つ注意を喚かん起きしておこう。あんたの言う通り、こいつが任意同行での事じ情じよう聴ちよう取しゆなら、いつ俺が帰ってもあんたらは文句は言えないってわけだ。令れい状じようなしで人を拘束する権けん限げんなんて警察にはないんだからな、あんたも刑事なら当然ご存ぞん知じだろ？　そういうわけだ、これ以上無む駄だな時間を過ごさせるようなら俺はとっとと帰らせてもらうぜ？」

「……確かにその通りだ。だが貴き様さまが今すぐ帰ることは許されん。貴様には人を殺したと合ごう理り的てきに考えられる疑うたがいがある。状じよう況きようが状況だ、罪つみを犯おかしたわけではないと証明できるまで貴様をここに引き止めたとしても、権力の濫らん用ようなどとは誰も言わんだろうよ」

「ちっ、よく言うぜ」

　建前として、任意の事情聴取はいつでも帰宅していいことになっている。だが厄やつ介かいなことに、任意同行が事実上の強きよう制せい連れん行こうであることと同じく、任意の事情聴取も事実上は逮捕されているようなものだ。

　いつだったか、こんな事件が実際にあった。

　任意同行で警察署に連れてこられた一いつ般ぱん人じんが、その最中に自分の意思で帰ろうとした。もちろん警察にそれをとどめる権利はない。任意の取調べで人を拘束する権利はないのだから。

　しかし取調べをした刑事は、「まあちょっと待て」と入り口に立ち塞ふさがった。

　それに対し、一般人は邪じや魔まをする刑事をどかそうとした。ドアの前に立ち塞がられては誰だってそうせざるを得えないだろう。しかし刑事の肩かたに手を置いた途と端たん、今度は公こう務む執しつ行こう妨ぼう害がいだとして逮捕・拘束されたのである。

　後日、これは不ふ当とうな逮捕であるとして裁さい判ばんが提てい起きされた。刑事はただ立っていただけと主しゆ張ちようしているが、不当に被告人が帰るのを妨害したのは明白である。しかし第だい一いつ審しんでくだされた判決は、被告人に非ひがあるとするものだった──。

　任意だろうがなんだろうが、取調べはすべて警察署という名の密みつ室しつで行われる。その結果、限りなく黒に近いグレーゾーンが生じているのが現実なのだ。駄だ々だをこねたところで公務執行妨害が適てき用ようされるのが関せきの山というわけである。

　しかし一般人ならともかく、弁護士が相手となれば話は別だ。

「いいだろう、そっちがその気ならこっちもやれるだけのことをやらせてもらおう。手始めに人じん身しん保ほ護ご請せい求きゆうでもやってやろうか」

　人身保護法第二条。法律上正せい当とうな手続によらないで、身体の自由を拘束されている者は、この法律の定めるところにより、その救済を請求することができる。

　もっぱら離り婚こん相手に不当に子供を連れ去られたときなどに使われる手だが、不当な身み柄がらの拘束に対しても建前にはなる。そして俺にとっては建前こそが重じゆう要ようなのだ。

「ほう、やれるものならやってみるがいい」しかし、遠大の態たい度どに軟なん化かする様子は見られなかった。「被害者の血とおまえの指し紋もんがついた包ほう丁ちよう、そしておまえが死体の傍そばにいたという証言、これだけあればどこの判はん事じだって貴き様さまの即そく時じ釈しやく放ほうなど認めはしないと思うがな」

「あいにくだがそれだけじゃ俺が被害者を殺さつ害がいしたという直接的な証しよう拠こにはならんさ。それに判事って連中は俺たち弁護士以上に建前を重じゆう視しする人種だ。必ずしもあんたらの味み方かたになるとは思わない方がいいぜ？　とにかく、人身保護請求を出せばあんたらの道は二つに一つしかなくなる。とっとと逮捕状を持って来るか、釈放するかだ」

「……良かろう。誰が釈放などするものか、ではまず逮捕に向けての第一歩だ。もう貴様から自白を得ようなどとは考えん、まずは比ひ較かくサンプルとしておまえの血けつ液えきを提てい供きようしてもらおうか」

「ふん、ワカリマシタと俺が素す直なおに頷うなずくとでも思ってるか？」

「思っておらん。思っておらんからすでにこういうものを用意している」

　遠大は俺の目の前に一枚の紙切れを突つきつけた。そこにはこう書かれている。

『てめえは四しの五ごの言わずにさっさと血を提てい出しゆつすること。拒きよ否ひしたら血ィ見るぞ』

　くそったれ、裁判所発行の令状だった。それにしても裁判所はいつからこんなに口が悪くなったのだ？

　ともあれ、さすがに裁判所命令が出ていてはどうにもならない。俺が観かん念ねんして腕うでを差し出すと、遠大の合あい図ずで羽田刑事が別の官かん憲けんを連れてくる。採さい血けつなどの医い療りよう行こう為いが許された官憲なのだろう、テキパキと注ちゆう射しや器きの用意を始める。

　もし一回でも刺さし間ま違ちがえたら傷しよう害がいの正せい当とう防ぼう衛えいでぶん殴なぐってやろう──などと身み構がまえていたが、向こうもそういう難なん癖くせを付けられることをもっとも警けい戒かいしているのだろう。俺の知ってるどこぞのヤブ医者などとは比くらべ物にならないほどの手て際ぎわと正確さでぶすっと針はりを刺すと、前ぜん世せは間違いなく蚊かに違いないと思わせるほどの淀よどみない動作で俺の血を奪うばって行きやがった。

「待っているがいい。この血液検査の結果さえ出れば、貴様もすぐに言いい訳わけなんぞできなくなる。どこの判事であってもそれぐらいの間、貴様を拘こう束そくすることに異い論ろんは挟むまいしな」

　遠大刑事部長の声はやたらと自信に満みち溢あふれていた。悔くやしいがその主しゆ張ちように議ぎ論ろんの余よ地ちはなさそうだ。

　それにしても、そんなに俺の血液が重要なのだろうか？　俺の記き憶おくにある限り、血を採さい取しゆされたからといって不ふ利りになるようなことをした覚えはないんだが。

　もっとも、俺はずっと眠ねむらされていたのだ。知らぬ間に何か濡ぬれ衣ぎぬを着せるための細さい工くをされていたとしてもおかしくはない。俺が知らないだけで、血液が何かの突とつ破ぱ口こうになる可か能のう性せいもある。第一、そうでもなければ裁判所が令状を交こう付ふするわけがない。

　どうやら、状じよう況きようは俺にとって著いちじるしく不ふ利りのようだった。




　──そして血液を採取されてからほんの一時間後。日付も変わった一月十日木曜日、午前零れい時じ五分のことである。

　覚かく悟ごはしているつもりだった。

　なにしろ目が覚さめたときには右手に血ち塗ぬれた包ほう丁ちよう、左手の先に死体という有あり様さまだったのだ。

　しかもその場を何人もの男たちに目もく撃げきされ、通つう報ほうされた。現げん行こう犯はん逮たい捕ほされていても不ふ思し議ぎではない状況だった。

　だが、それでも。

　実際に俺の名が書かれた殺人罪の逮捕状を目の前に突き出されれば、この俺であっても平へい静せいを保たもつにはわずかな困こん難なんが伴ともなった。

　今ほど羽田刑事の薄うすら笑いを浮うかべた顔をぶん殴なぐってやりたいと思ったときはない。




　　　　◆




　今ごろ塀へいの外は凄すごい騒さわぎになっていることを期待したい。

　破は竹ちくの勢いきおいで刑事裁さい判ばんを勝ち続けてきた無む敗はいの弁護士が、殺人罪で逮捕されたのである。ジョーク以外の何ものでもない。ニュース速そく報ほうぐらい流れているだろうか。もちろんテレ東以外でも。むしろ何のリアクションもなくスルーされてたりすると腹はらが立つな。

　もっとも、もしニュース速報が流れてたりするとそれはそれでやっぱり腹が立つだろう。とりあえずどこぞの社会不ふ適てき応おう探たん偵ていとどこぞの共きよう産さん主しゆ義ぎ中学生あたりはさぞかしバカ笑いしやがるだろう。あと検けん察さつ庁ちようの人間とかもな。

　まあこれで雪ゆき奈なが俺のことを心配してくれて、一気に二人の関係が進しん展てんする──なんて展開になることも考えられるので、あながち悪いことばかりでもないが。

　……いや、ちょっと待てよ。

　ここで俺は恐おそろしい事じ実じつを思い出してしまった。

　雪奈の誕たん生じよう日び、もうどうしようもないじゃねえか……！

　警察は、被ひ疑ぎ者しやを逮捕した場合、四十八時間以内に釈しやく放ほうするか、あるいは身み柄がらを検察庁へ送そう致ちしなければならない。逆にいうと、逮捕さえすれば四十八時間は簡かん単たんに拘こう束そくできるわけである。俺みたいな優ゆう秀しゆうな弁護士が相手ならばむやみやたらと制せい限げん時間一いつ杯ぱいまで拘束することはないだろうが、それでもできるかぎり拘束しておきたいというのが警察の本ほん音ねだろう。明日までに釈放してくれる望みは……まずない。ましてや警察の取調べが終わっても、今度は検察に身柄を送致されてまた二十四時間の取調べが始まる。その後も裁判所が認みとめれば最大二十日の勾こう留りゆうだ。

　これでクリスマスに次ついで誕生日という重大イベントまで潰つぶしてしまったわけだ。まあ今回は事情が事情である。さすがに逮捕されてしまったとあっては雪奈もきっと分かってくれるだろうと信じたい。信じたい。信じたい。

　しかし、たかだかデートの約束をしただけでこの有あり様さまである。この分だとプロポーズでもした日には地球が滅めつ亡ぼうするような気がしてきたぞ。

「さて、まず聞いておきたいが山鹿善行」遠大刑事部長の言葉に、俺は頭の切り替かえを余よ儀ぎなくされた。「いや、もう山鹿容よう疑ぎ者しやと呼ぶべきだな。どうせ貴様は黙もく秘ひ権けんを行こう使しするつもりなんだろう？」

　残念ながら、今はデートがどうこうと言っていられるような状況ではない。俺は逮捕されてしまったのだ。殺人事件の犯人として。

　言うまでもなくピンチなのだ。それも、かつてないほどの大ピンチである。ヘタすりゃ弁護士資格は剝はく奪だつ、向こう十年は臭くさい飯めしを食い続けるハメになりかねない。雪奈のフォローも大事だが、今は自分のことを考えねば人生が終わってしまう。対たい策さくだ。対策を練ねらねば。

「ん？　どうした山鹿容疑者。さっきまでの勢いはどうしたのかね？」

「気にするな、少し考え事をしていただけさ。それよりもだ、どうせいまさら俺の自じ供きようなんて必要ないだろう？　なにしろもう逮捕状を請せい求きゆうできるぐらいに証しよう拠こが集まってるんだからな」

「その通りだとも、証拠は充じゆう分ぶんにそろっている。もはや言いい逃のがれなどできんぞ、これで晴れておまえの弁護士資格は剝奪、おまえに泣かされてきた何人もの司し法ほう官かんも胸をなでおろすことだろうよ」

「ＯＫ、勝手にするがいい。だが俺を逮捕して身柄を拘束したんだ、その根こん拠きよを示しめしてもらおうか。俺にはその権利があるんでね」

「そんなこと答えずとも分かるだろうに。事件の犯行現場は被ひ害がい者しやの江畑弘の勤つとめ先、赤あか村むら市し議ぎの事務所だということを我われ々われはすでに突き止めている。おまえがそこにいたという証拠も上がっている」

　そうか、警察はそういう推すい理りをしているのか。確かに俺が目を覚ましたのは河原かわらだったが、あそこで江畑が殺されたと考える必要はないか。

　……そして俺は赤村市議の事務所でコーヒーカップに口をつけたことを思い出し、内心で舌した打うちした。血液採取はＤＮＡ鑑かん定ていのためだったというわけか。いや、それなら普通は血じゃなくて唾だ液えきを採取するはずだが……。もしかして嫌がらせか？　否定できないところが恐ろしい。

「それから凶きよう器きと思われる血塗れた包丁をおまえが持っていたという事実もある。包丁からはおまえの指し紋もんしか出なかったしな。これだけそろえば逮捕するには充分過ぎるとは思わないかね？」

　確かに合ごう理り的てきに見て、それだけの証拠があれば逮捕状を請求するには充分だろう。

「じゃあ動どう機きは？　俺が江畑を殺した動機はなんだ？」

「さてな、そいつは法ほう廷ていで明らかになるのを楽しみに待ってるがいいさ。おまえを逮捕するに値あたいする根拠があることについてはもう話した。一方で、貴様は何も自供するつもりはないという。ならば我々としても、これ以上は何も情報を提てい供きようする気はない」

「……ああそうかい」

　くそ、情報がないと俺としても動きようがない。かといって、ヘタな自供は自分を陥おとしいれるだけだということを俺はよく知っている。完全に手て詰づまりだ。

　遠大刑事部長が席を立った。

「さてと。じゃあ今日はこんなところにしておくとしよう。貴様も疲つかれただろう、寝ね床どこは用意してある。今日は留りゆう置ち場じようでゆっくり頭を冷やして行くといい。もう二、三、裏付けを取り次し第だいすぐに検察庁へ身柄を送りつけてやる。楽しみにしてるといい、貴様を担たん当とうする検察官は、あの方だぞ」

「……なに」

　その瞬しゆん間かん、猛もう烈れつに嫌いやな予感がした。

「あの方？　ま、まさか東とうヶが崎さきのハイエナ野や郎ろうではないだろうな？」

「そのまさか、東ヶ崎検事だ。貴様に殺人の容疑がかかっていると聞いた瞬間に東京を飛び出してこられたそうだ。裁判を楽しみにしてるがいい」

　くそ、厄やつ介かいだな。よりにもよって俺が被告人の裁判であいつが出てくるとは。いや、あいつだからこそ出てきたと言うべきなのかもしれないが。

　東ヶ崎のことだ、俺が逮捕されたと聞いて全身で喜びのダンスでも踊おどったに違ちがいない。しかしイヤだな、あいつにみっちり取り調べされるなんて考えるだけでもぞーっとする。裁判で出会うならお互たがいの立場は公こう平へいだが、俺が容疑者となると話は別だ。立場的に東ヶ崎の方が上で、俺が下ということになる。それはあまりにもおぞましい。

　こうなったら一つ二つ策さくを弄ろうしておかねばならない。東ヶ崎自身にはロクな策は通用しないだろうが、東ヶ崎に会う前から仕込んでおけば、ヤツといえど後ご手てに回らざるを得まいしな。

「……結けつ構こうだ、勝手にするがいいさ。だがその前に俺も権利を行使させてもらう。弁護士会へ電話させてもらおうか。俺は逮捕されたんだ、もう文もん句くは言えまい？」

「いいだろう、好きにするがいい」

　遠大刑事部長は羽田に指し示じを出し、俺の目の前に黒電話を持ってこさせた。

　さすがに逮捕したからには、これ以上妨ぼう害がいすることは法ほう律りつ違い反はんだということはわきまえているらしい。

「さて、あんたらは出て行ってもらおうか。それとも容疑者と弁護士との会話を盗ぬすみ聞きするつもりか？」

「ふん。もう貴様の発言などに興きよう味みはない、素す直なおに出て行ってやろう。しかしどこに電話するかは監かん視しされているからな、気をつけるがいい」

「ご丁てい寧ねいにどーも」

　証拠隠いん滅めつを指示するために電話をするとでも思っているのだろうか。誰がそんな犯罪じみたことをするかっつーの。

　二人が出て行くのを確かく認にんすると、俺は記き憶おくの片かた隅すみにあった地元弁護士会の電話番号を押おした。

　さて。

　警察は被疑者を逮捕した場合、四十八時間以内に釈放するか、あるいは身み柄がらを検察庁へ送そう致ちしなければならない。そして検察は、二十四時間以内に刑事告こく訴そするか不ふ起き訴そにするかを決めなければならない。

　まあ警察が重大な事件──ようするに殺人罪──で被疑者を逮捕する際には、大たい抵てい検察とも協きよう議ぎをしてからの逮捕となる。被疑者が法律に詳くわしい人間だったりすればなおさらだ。つまり、今回は逮捕された時点で検察に起訴されるのはすでに決まっているようなものだ。

　一方で、逮捕されて『容疑者』という肩かた書がきが付いてしまった人間には、弁護士を依い頼らいする権利が生しようじる。それゆえに、逮捕するまではあの手この手で弁護士との接せつ見けんを許そうとしない警察も、逮捕した後なら好きにしろという感じで接見させる。なにしろこの国では逮捕されたという事実があるだけで、裁判の判決を待たずして有罪と断だん罪ざいするような風ふう潮ちようが存在しているのだ。有罪率九九％という異い常じような数値がそれを裏付けており、警察としても逮捕さえできれば後はどうとでもなると考えているのだろう。

　だが──ここに付け入るスキがある。

　たとえばだ。もし被疑者が自らの権利を行使し、弁護士との接見を要よう求きゆうしているにもかかわらず、警察がそれを何日も無む視しするようなことがあれば？

　明めい白はくなる人権の侵しん害がいである。

『はい、弁護士会ですが』

　電話が通じた。普ふ段だんならこんな夜中ともなれば留る守す電でんで対たい応おうするはずなのだが……ひょっとして俺のせいだったりして。

「あー、俺は弁護士の山鹿だが」

『え、えええええっ!?　や、山鹿弁護士!?　あの山鹿弁護士ですね!?』

　受話器の向こうの空気が一いつ変ぺんしたようだった。

　まあ弁護士の俺が殺人事件の犯人として逮捕されたのである。弁護士会の人間が知らぬはずはないということか。

「ああそうだ、その山鹿だ。おたくの副会長はいるか？」

『あっ、はいっ！　ちょちょちょっとお待ちください！』

　間もなく、聞き慣なれた挨あい拶さつが受話器から飛び出してくる。

『くたばれこの弁護士の恥はじさらし』

「…………」

　いきなりこれかよ。まあ慣なれたけどさ。

「……あんたは元気そうで何よりだ」

『やかましい黙だまれ。貴様が逮たい捕ほされたと耳にしたときから、いつか電話してくるとは思っていたが……なにか、この度たびはご愁しゆう傷しようさまでしたとでも言って欲ほしいのか？　この呼こ吸きゆうする生ゴミめ、私は殺人罪で逮捕された弁護士など聞いたことがないぞ。しかもよりにもよって、その弁護士が我わが弁護士会に名を連つらねる者であったとはな。陪ばい審しん員いんの手に委ゆだねることすら惜おしい、いっそ私がくびり殺してやりたいぐらいだ』

「ええい、話が進まねえだろうが。あんたも言いたいことはあるだろうが少しは黙ってろ」

『貴様こそ少し黙っていろ。逮捕された貴様の用向きなんぞ見けん当とうがつく。誰か弁護士を寄よ越こせと言いたいんだろう？』

「いや、違う。俺は自分で自分を弁護する。だから弁護士を派は遣けんする必要はない。それが言いたかったんだ」

『……なんだと？』

　さすがの竹たけ田だも意外そうだった。

「別に違法でもなんでもないだろう。容疑者には弁護士を呼ぶ権利があるが、権利は義ぎ務むじゃない。必ずしも行使する必要はないだろう。だからいいな、誰一人として、絶対に、弁護士をここに寄越すんじゃない」

『……ふん。いい心構えだ山鹿善行。自分のケツぐらいは自分で拭ぬぐうがいい』

　電話はそこで切れた。

　これで一つの策さくは成った。もう一つを実行するのは検察庁に身柄送致されるときだ。

　けっけっけ、見てろ東ヶ崎め。ほえ面づらかかせてやる。




　　　　◆




　明けて翌よく日じつは、何なに事ごともなく終わってしまった。

　留りゆう置ち場じようから出された俺を待っていたのは、遠大ではない別の刑事による取調べだった。しかし、もはや俺に何を聞いても答えが返ってくることはないと分かっているのだろう。むしろ違法な取調べが行われたと後で難なん癖くせ付けられるのを恐おそれているのか、実じつ際さいに質問されている時間よりもぼーっと黙り込んでる時間の方が長かった。それはそれで退たい屈くつで仕し方かたないのだが。

　再び刑けい事じ部長が姿すがたを現したのは、さらにその翌日。雪奈とデートの約束をしていた日であった。




「さて山鹿。喜ぶがいい。昨日で我々の裏付け捜そう査さはほぼ終わった。今日はこれからおまえを検察庁に身柄送致する。今度は東ヶ崎検察官と二人きりでたっぷり時間を過すごしてくるがいい」

　想像するだけでも恐ろしいことを言う。

「そーか。送致されるのはいつだ？」

「今すぐだ。夕方までみっちり検察庁で取調べを受けてくるがいい」

「そーか。じゃあ俺もそろそろ次の行動に移るとするか」

　俺はニヤリと笑った。

　弁護士拒きよ否ひ作戦に続く第二弾、名づけてファイトクラブ作戦決行の時である。

「なあ、刑事部長さんよ。あんたファイトクラブって映画、見たことあるか？」

「……ああ？　なんだそれは」

　イエスともノーとも返ってくることはなかった。何を言い出すんだこいつは──という顔をしている。

「そうか、見たことないのか。そりゃいかんな、刑事といえどもう少し文化には触ふれておくべきだ。第一、見てれば少しは予よ測そくできたろうになあ」

　俺はまずニヤリと笑った。

　そして見せ付けるように軽く拳こぶしを握にぎりしめ、思いっきり殴なぐりつけるように大きく振ふりかぶった。

「きっ、貴様!?」

　咄とつ嗟さに遠大は手で顔をかばおうとする。

　だがかまわず、思いっきり殴りつける。




　自分の頰ほおを。




「うぐっ！」

　ぐわしっと鈍にぶい音がして、体を支えきれず椅い子すから転げ落ちる。どんがらがっしゃんと派は手でな音。

　想像はしていたが結構痛いな、やっぱり。

「なっ……。や、山鹿！　貴様とうとう狂くるったか!?」

　さすがにこの展開は予よ測そくしていなかったのだろう、動どう揺ようを隠かくせずに叫さけぶ刑事部長。

「別に。これも作戦のうちさ」

　続いて俺は上半身を支えるように机つくえに両手を置いた。

　こうやって見ると、机の角も結けつ構こう鋭するどく見えてくる。さすがにこれは躊ちゆう躇ちよする。ヘタしたら死にかねない。

　だがどうしても必要なのだ。男は度ど胸きようである。俺は大きく頭を振り上げ、そして、

「ふんっ！」

　ガツンと。角に額ひたいをぶつけた。

「ぐがあああああっ!!」

　やっぱやめときゃよかった……！

　猛もう烈れつに後こう悔かいした。灼しやく熱ねつの鉄てつ板ぱんでも押おし付けられたように額が熱くなり、ヘタな比ひ喩ゆなどではなく本当に目から火花が出そうだった。だが目もく論ろ見みどおり皮ひ膚ふが裂さけたらしく、ポタポタッと赤いものが垂たれる。

　脳のうが揺ゆれたのか、若じやつ干かん頭もふらふらする。だがまだだ。出血もアザもまだ足りない。

　俺は呆あつ気けに取られている二人の刑事の前で、まず自分の両りよう腕うでに爪つめを立てて、ガリガリとかきむしった。言うまでもないがとてつもなく痛い。

　そして血が滲にじんでくる腕を振りかぶり、自分の顔を何度も殴りつけた。右、左、右、左。一発殴るごとに視し界かいがゆがみ、頰ほお骨ぼねがジンジンと抗こう議ぎの悲鳴を上げる。

「くそっ、やめろ山鹿！　おい羽田、止めるんだ！」

「は、はいっ！」

　我われに返った遠大刑事部長が俺を後ろから羽は交がい絞じめにする。

　しかしもう遅おそい。これだけ殴っておけば、もう少し時間が経けい過かしただけで顔全体が真っ赤に腫はれ上がり始めるだろう。

　ただ、まだ血が足りなかった。額からの出血量は残ざん念ねんながらというべきか大した量ではなく、腕の引っかき傷も同どう様ようだ。全身に化け粧しようするには到とう底てい足りない。

　ケンカは未成年のとき腐くさるほどやった。どこを殴れば鼻血が噴ふき出だすかは経けい験けんで知っているつもりだ。

　俺は遠大と羽田の二人に体を拘こう束そくされつつ、なんとか右手だけでも自由にすると、握りこぶしを作り、そして鼻び骨こつを思い切り殴りつけた。

「あぐう！」

　強きよう烈れつ。やっぱり鼻はきつい。目から自然と涙なみだが溢あふれ出し、まるで脳のう髄ずいに針はりでも刺さされたかのようなツーンとした痛みが顔の奥おくまで響ひびく。

　間もなく、鼻の奥から熱い何かがせりだしてきたかと思うと、赤い液体がこぼれだす。

　赤い血は俺の顔を濡ぬらし、それでもまだ足りずに俺のワイシャツを赤く染めていった。

　とにかくこれで──ファイトクラブ作戦の下した準じゆん備びは整った。
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『さて、では引き続き山やま鹿しか弁べん護ご士し逮たい捕ほ関連のニュースを──え？　あ、今警けい察さつ署しよの方で動きがあったようです。どうやら山鹿弁護士の身み柄がらが検けん察さつ庁ちようへ送そう致ちされるようです。現げん場ばの小お野のさんを呼んでみましょう。小野さん？』

『はい、こちら山鹿弁護士が留りゆう置ちされている警察署の前です。たった今、警察署の玄げん関かんが急に慌あわただしくなってきました。情報によると、間もなく山鹿弁護士が出て──あっ！　来ました来ました！　今、署内から出てきました！　左右を警官に挟はさまれています、中央にいるのが山鹿弁護士だと思われます！　顔も腕も、いえ、体全体をジャンパーで隠かくされていますが、どうやらあれが山鹿弁護士のようです！

　今、玄関を出て……そして車に乗せられ──ああっ!?　今、山鹿弁護士が突とつ然ぜん暴あばれだしました！　すごいです、二人の警官を振ふり払はらい、そして顔にかけられたジャンパーを引きはがそうと──ああああっ!?　な、何があったんでしょう！　山鹿弁護士の顔が、まるで殴なぐられたかのようにアザだらけです！　出血もしているようです、ワイシャツが血で真っ赤に染まっています！　あっ、山鹿弁護士が私たちの方を向いて何か叫さけんでいます！　ちょっと聞いてみましょう！』

『──よって私は告こく発はつする！　ここにいる官かん憲けんどもは、憲けん法ぽうで禁きんじられた拷ごう問もんによって私に罪を認めさせようとした！』

『何をしてるっ、取り押おさえろ！』

『私は宣せん言げんする！　私は無む実じつであり、今回の逮捕は過か去こ幾いく度どとなく私に苦く渋じゆうをなめさせられてきた警察当局の恣し意い的てきな捜そう査さによるもので──』

『これ以上しゃべらせるな！　さっさと車に乗せろ！』

『よしっ、ＯＫだ、出せ！』

『くそっ、離はなせ暴力警官どもめ！』

『ああっ、山鹿弁護士が車に乗せられ……今、警察署を出ました！　た、大変なことになりました！　現場は大だい混こん乱らんになっています！……え？　あ、はい、では一いつ旦たんスタジオにお返しします、以上、現場の小野でした！』

『……はい、小野さんでした。さて、解かい説せつの久く麦むぎさん。大変なことになってきましたね、これは』

『ええ、驚おどろきました。確かに山鹿弁護士はこれまでにも何度となく警察機き関かんに赤あかっ恥ぱじをかかせてきたわけですが……。しかし取り調べに際さいして暴力を振るうなんて言ごん語ご道どう断だんです。今後開かれる裁さい判ばんで、この問題が取り上げられることは間ま違ちがいないでしょう。警察は追おい詰つめられる形になるでしょうねぇ』

『はい、今後の動どう向こうが注目されます。

　……さて、では次のニュースです。昨年、地元に住民登とう録ろくされたタマちゃんが球たま川がわ市長選せん挙きよに立りつ候こう補ほする意思を表明し、周囲を驚かせています。当選すれば人じん類るい史し上じよう初はつのアザラシ市長、略りやくしてアザラ市長が生まれることになり──』
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「……ふう」

　俺は車の中で一息ついた。両りよう隣どなりを怖こわい顔をした刑事に挟はさまれながら。

　さすがにちょっと暴れすぎたのか、息が上がっている。ただでさえ今は留置場という環かん境きようの狂った場所に追いやられ、飯めしも運動も満足に摂せつ取しゆできていないのだ。急きゆう激げきな運動はどうにも疲つかれる。出血もしてるし。

「なあなあ、遠えん大だい刑事部長さんよ。どうだったか、さっきの俺の演説。俺としては結けつ構こう熱の入った演えん技ぎができたと思ってるんだけどさ。そうだ、よかったら賭かけでもしないか？　今日のニュースで果たしていくつのテレビ局が『警察の捜査に疑ぎ問もんが生しようじた』って報ほう道どうしてくれるかをさ。俺としちゃ六社全部やってくれると思ってるけどな。なあ、遠大刑事ってば？」

「黙だまってろこのペテン師しめ！」

　怖い怖い。どうやらご立りつ腹ぷく中らしい。実際、俺も疲れていたので、今だけは黙っててやることにした。




　検察庁の取とり調しらべ室しつといっても、警察署のそれと大した差はない。唯ゆい一いつの違いがあるとすれば、それは取調べをする人間が警官か検察官かというだけだろう。

「いつかこんな日が来るとは思っていたがな。まさかこんなに早いとは思っていなかったよ」

　それが、わざわざ任にん地ちの東京から出で張ばってきたハイエナ検事、東とうヶが崎さきの最初のセリフであった。

「あんたも相あい変かわらず東京からご苦労なこったな。俺が逮捕されたと聞いて慌あわてて人の仕事を横取りに飛んできたってわけか？　これで何度目だよ、まったく。あんたが検察庁で孤こ立りつしてないことを祈いのっててやるよ」

「あいにくだが、すすんで君を敵に回したいと思っている検事などそういなくてな。私が担たん当とうしたいといえばどの部ぶ署しよも喜んで協力してくれるのだよ」

「ああそうかい」

　それだけ俺の存そん在ざいが恐おそれられていると解かい釈しやくするべきか。

「それにしても先ほどは見み事ごとなテレビパフォーマンスを見せてもらったよ。君もいい加か減げんどうかしてるな。まさかあんな猿さる芝しば居いのためにそこまで自分を痛めつけられるとは。案あん外がいマゾヒストなのかもしれんな、君は」

「違うね、俺は間違いなくＳの方さ。ついでに間違いのないよう訂てい正せいしてもらおうか、この怪け我がは俺が自分で殴なぐったものじゃない、警察が取調べで暴力を振るった際にできたものだ。この違い法ほう取調べの責任はきっちり取らせてやるからな、楽しみにしてろ」

「残念だがそれは無む理りだろうな。法ほう曹そう界かいにおいては君の策さく士しぶりは知れ渡わたっている。今回の件を聞いて、警察が本当に拷ごう問もんを行ったなどと考える判はん事じは皆かい無むだろう、保ほ証しようしてもいい」

「さてな。ひねくれた法曹界の連中がどう考えようと俺の知ったことじゃない。肝かん心じんなのは一いつ般ぱん視し聴ちよう者しやさ、あいつらは国家権けん力りよくを叩たたくのが大好きだからな。あんたも知ってるだろう、世よ論ろんを敵に回したい判事なんて皆無ってことをな」

「なるほど、そういう考え方もあるか。いずれにせよ安心したまえ、君が怪我を負おったのは警察署内でのできごと。遠大刑事部長一人が責任を負えばいいだけの話だ」

　トカゲの尻尾しつぽ切りってわけか。こいつにだけは詐さ欺ぎ師し呼ばわりされたくねーな。

「さてと。それでは早さつ速そくだが君の取調べをさせてもらうとするか。もっとも、君が何か自供してくれるとは微み塵じんも思ってないがね」

「そいつは賢けん明めいな判はん断だんだな。そうとも、俺はなにも言うつもりはないし、そもそもこの取調べ自体がすでに違法行こう為いなんだからな」

「すでに違法だと？　はっ、何を言い出すかと思えば」

「そうとも、これは被ひ疑ぎ者しやの人権を踏ふみにじった取調べだ。たとえここで俺が何をしゃべろうと証しよう拠ことして採さい用ようされることはない」

「ほう、その戯ざれ言ごとは新しいな。面おも白しろい、なんなら聞かせてもらえないかね、いつどこで君の人権が踏みにじられたというのだね？」

「いいとも、聞かせてやろう。俺が逮たい捕ほされた一昨日のことだ。俺は被疑者の正当な権利として、弁護士を依い頼らいするため弁護士会へ電話をかけた。ところがだ、未いまだ俺は弁護士との接せつ見けんを果はたせていない」

「────」

　東ヶ崎の顔から一いつ切さいの表情が消えた。

　たったこれだけで俺の意い図とに気付いたということだろうか？　だとしたらそれだけでも大したヤツだというべきだが。

「……まさか」

「その通りだ東ヶ崎。俺がなぜまだ弁護士と会うことができないでいるか？　それはな──」

　俺はニヤリと笑って手を振ふり上げると、スチールデスクを殴りつけた。

「俺が弁護士を依い頼らいしたにもかかわらず、警察が意い図と的てきに会うのを妨ぼう害がいしていたからだ！　これはれっきとした被疑者の人権を侵しん害がいする行為だ！　訴うつたえてやる！」

「ま、待て山鹿善行！　貴き様さま本当に弁護士会へ電話したのか!?　本当に弁護士を依頼したのか!?　そもそもだ、警察が弁護士との接見を妨害したという証拠がどこにあるというのだ!?」

「少なくとも俺が弁護士会へ電話したのは事実さ。それも警察署の電話を使ってな。警察にも電話の記録は残ってるだろ、疑ぎ問もんがあるなら調べてみるがいい。そして俺は間違いなく弁護士を一人寄よ越こすよう頼たのんだ。なんなら弁護士会副会長の竹たけ田だにでも聞いてみるがいいさ」

　弁護士とは人の権利を守るために存そん在ざいする。そのための窓まど口ぐちとして弁護士会というものが全国に存在し、いつでも困った人の元へ弁護士を派は遣けんできる態たい勢せいを整ととのえている。弁護士の派遣依頼を放ほう置ちすることなど絶ぜつ対たいにありえない。いや、あってはならない。

　ましてや竹田はその弁護士会の副会長である。俺が弁護士派遣を要求したと主しゆ張ちようする限り、あいつは間違いなく俺に口くち裏うらを合わせてくれることだろう。いや、合わせざるを得ない。何よりも弁護士会の名めい誉よのために。無む論ろん、後で二十四時間耐たい久きゆうお説教大会が開かれることは間違いないだろうが。

「……なるほど、そういうことか。いくら私の力が及およぶ前の出で来き事ごとだったとはいえ、どうやら少し甘あまく見すぎていたようだ」

　口く調ちようの苦々しさが二割ほど増ましていた。

　さすがの東ヶ崎も、自分のところへ回ってくる前に小こ細ざい工くを弄ろうされたのでは対たい処しよしようがあるまい。

「貴様への取調べは一いつ旦たん中ちゆう断だんする。しばらくそこで待ってろ」

「へっ、そいつは賢けん明めいだな。だがあんまり長く待たせるなよ？　俺としても、警察に続いて検察庁でも拷問を受けたと主しゆ張ちようするのはイヤだからな」

「……今度は当たり所が悪くて死ぬことを祈っている」




　　　　◆




　まあ警察署でも自分を殴ってきたばかりである。検察庁でも同じことをやれば、さすがに怪あやしまれるだろう。

　仕し方かたがないので、それから三十分ほど大人しく待っていた。

　すると俺はなぜか検察庁の建物内にある小さな会議室っぽいところへ連れん行こうされた。

　一体どういうことだろうといぶかしんでいると、やがてドアが開き、入ってきたのはなんと、

「首を吊つって死にさらせこの人間型カマドウマ」

　我われらが弁護士会副会長、竹田先生ではないか。

　なるほど東ヶ崎め、このために取調べを中断したのか。誰でもいいからとにかく俺と弁護士が接見する機き会かいを作りたかったってことだ。

　しかし。それにしても、なぜよりにもよってこいつなんだろう。

「なあ竹田さんよ。あんた、俺と顔を合わせる度たびに口が悪くなってないか？」

「誰だれのせいだと思っとるんだああああああ────────────!!」

　ビリビリと空気を震ふるわせるほどの雄おたけびと共に机つくえをぶったたく竹田先生。

「山鹿、貴様検察を出し抜ぬくのに我わが弁護士会をダシにするとは一体どういうつもりだ!?　答えによっては今度という今度はタダでは済まさんぞ！」

「べっつにー？　俺はいつも通り弁護士として被疑者の権利を守るべく活動しただけさ。今回は被疑者がたまたま俺だったって話でね。それにしてもこうしてあんたがここに来たってことは、ちゃんと口裏を合わせてくれたってわけだな？　俺から弁護士を派遣するよう依頼があったってな」

「見み損そこなうな、誰が貴様の悪わる巧だくみなどに乗ってやるものか！　いつでも断だん言げんしてやるぞ、貴様は弁護士を派遣する必要はないと言ったとな！」

　と、マシンガンのように怒ど鳴なりつけていたが、急にトーンを落としてこうも付け加えた。

「ええい、もうどうでもいい。我が弁護士会の名めい誉よのために、その件についてもう私は触ふれん。今後一いつ切さいノーコメントを貫つらぬき通す」

「ああそうかい。いや、それで充じゆう分ぶんだけどな」

　俺はニヤリと笑った。

「ええい、その薄うす笑いをやめろこの呼こ吸きゆうする台たい風ふうの目がっ！　とにかくだ、貴様ときたら検察をコケにするだけならまだしも、我が弁護士会を巻き込むことにもなんら躊ちゆう躇ちよがない！　そんな迷めい惑わくを撒まき散らすだけの貴様をこれ以上公権けん力りよくの及およぶ建物に閉とじ込めていても何も得るものがないという一点において、我が弁護士会と検察は完全に合ごう意いした！　よって検察は本日中に貴様を起き訴そ、同時に貴様に弁護士をつけて保ほ釈しやくを申しん請せいし、早々に野のに追おっ払ぱらうことになった！　文句はあるか！」

「いーえー、何にもございませんとも」

　そうか、そういう話になっていたのか。厄やつ介かい払いというわけか、それも大いに結構。体を張はって官かん憲けんどもをまとめてコケにしてやったかいがあったというものだ。この分ならかなり早く牢ろう屋やから出ることも可能だろう。くそう、もう少し早く事じ態たいが動いてくれれば雪ゆき奈なの誕たん生じよう日びにも間まに合ったものを。

「そういうことなら俺としても文もん句くはない。で、俺に付ける弁護士って誰なんだ？」

「む……」

　途と端たんに竹田の顔に浮うかぶ不ふ満まん度どが三割ぐらい増した。

　げ。やっぱりひょっとしてひょっとするのだろうか、この場合。

「……よく聞け山鹿善ぜん行こう、まずこれだけは言っておこう。我が弁護士会から犯罪者、しかもよりによって殺人者を出すことなどは絶ぜつ対たいに許されん。ゆえに、いかに逮捕されたといえど有罪判はん決けつが確かく定ていするまでは貴様からバッジは取り上げん」

「へっ、そいつはどーも」

　確かに弁護士資し格かくを取り上げられると選せん択たく肢しが大きく狭せばまってしまうので、その処しよ置ちはありがたい。もっとも、これは俺に救いの手を差し伸のべるためというよりは弁護士会のメンツを守るための意味合いが強いのだろう。まあいい、利り益えきで結びつくだけの方がかえって信用できるというものだ。

「それに貴様のことだ、裁判が始まったとしても自分の弁護は自分でするつもりなのだろう？」

「ああ、当たり前だ」

　これは金がかかるとか、人付き合いが煩わずらわしいとかそういう問題ではない。俺以外に刑事裁判で無む罪ざいを勝ち取れる弁護士などいないからだ。

「よかろう、自分のケツぐらいは自分で拭ふくが道どう理り、それはそれで構かまわん。しかし被告人が自分で弁護をしようとそれとは別に弁護士は付けねばならん。こればかりは法ほう律りつでそう定められているからな。しかし聞いて喜べ、我が弁護士会で貴様の弁護をしたいと進み出た弁護士は、いいか、一人も、ただの一人もいなかったのだぞ」

「結構なことだな。刑事裁判で勝ったことがないようなクソ弁護士どもに勇み足されても困るだけだ」

「黙だまれイカサマ弁護士！　それゆえ、私が貴様の弁護を務めるハメになったのだぞ！　ええい、そう露ろ骨こつにイヤそうな顔をするな！　私の方が貴様の十倍はイヤなのだからな！」

　……やっぱりか。まあそうなるんじゃないかとは薄うす々うす思ってたが。

「なあ竹田さんよ。思うんだがな、この世の創そう造ぞう主しゆってヤツはどうしてこう不公平なんだろうな。無む実じつの容疑を着せられた次は、あんたが俺の弁護士を務めると来たもんだ。俺ばかりこんな目に遭あわせやがって、差さ別べつにもほどがあるぜ」

　おかげで雪奈の誕生日まで逃のがしちまった。

「そうか、意見の相そう違いだな。私に言わせれば創造主ほど公平な存在はないと思うがね。ただし、公平に悪意を振ふりまいているという点でな。貴様のような身内の恥はじさらしを弁護せねばならぬ私の身にもなってみろというものだ」

「はっ！　安心しろ、一か月後にはいい自じ慢まん話ばなしになるさ。なにしろ有ゆう罪ざい率りつ九九％の刑事裁判で無罪を勝ち取った実じつ績せきが作れるんだからな。どうせあんたにだってまだないんだろ？　刑事裁判で勝しよう訴そしたなんて経けい験けんは」

「ふむ。無罪さえ勝ち取れれば後の司し法ほう界かいに及およぼす影えい響きようなど微み塵じんも考えない君らしい意見だな」

「お褒ほめにあずかり光栄だ。司法界への影響だあ？　バカバカしい、まあ派は閥ばつだのナワバリだのを気にするあんたらしい意見ではあるがな。群れなきゃなんにもできねえ羊どもが」

「……よかろう、もうたくさんだ。貴様と議ぎ論ろんすることの愚おろかさを今いま更さらながら思い出した、とっとと話を進めるぞ。まずは貴様を弁護するにあたってこれだけは義ぎ務むとして聞いておこう。貴様、本当に被ひ害がい者しやを殺してはいないのだな？」

「当たり前だ。どっかの誰かが俺に濡ぬれ衣ぎぬを着せやがったのさ」

「そうか。では貴様が犯人ではないとすれば、真しん犯はん人にんの目め星ぼしはついているのか？」

「ああ」

「な、なに!?」

　さすがに驚おどろきを隠かくせない様よう子すだった。

「それは本当か？　本当に真犯人の目星がついているのか？」

「本当だって。別に驚くようなことでもない。そもそも今回の事件にはこういうあらましがあるのさ──」

　俺は竹田に語った。

　江え畑ばた弘ひろしとかいう市議会議員の秘ひ書しよとやらがやってきて、内部告発の後ろ盾だてを頼たのまれたこと。

　告発の内容は、市議会議員・赤あか村むら紅こう助すけが市の役人・青あお谷たに、建設会社社長・緑ろく田だと手を組み、公共工事の丸投げをすることで不ふ当とうな利り益えきを上げているということだった。

　そして俺たちはその告発のための証しよう拠こを持ち出そうと、赤村の事務所へ行った。しかしその際さいに飲んだコーヒーのせいで俺は意識を失った。

　そして目が覚めたら、右手には血ち塗ぬれた包ほう丁ちよう、左手の先には江畑弘の死体があったこと。

「……なるほど。事の真しん偽ぎはともかくとして、死神弁護士の異い名みようを持つ貴様なら確かに有あり得えなくはなさそうな話だな。しかしなんだそのふざけた名前は。赤村に青谷に緑田？　色の三原色かそいつらは」

「まさしく、三つ混まぜたら真っ黒になっちまったわけだな」

「誰が面おも白しろいことを言えと言った。しかし貴様が殺人罪で断罪されようと知ったことではないが、公共工事で不正が行われているという件については一市民として看かん過かするわけにもいかんな。断だん片ぺんでもいい、現時点でその丸投げについて何か証拠はないのか？」

「絶ぜつ対たいにもうないだろうな」俺はケッと吐はき捨てるように言った。「なにしろ相手は警察の目を引くことを覚かく悟ごで人殺しまでやってのける連れん中ちゆうだ、もうアシのつくような証拠は何一つ残してないだろうな」

　ここで竹田は、あごに手を当てて考え込む仕し草ぐさをした。

「……ふむ。正直なところ、いささか貴様の妄もう想そうという気がしないでもない。しかしだ、腐くさっても依い頼らい人にんである貴様がそう主しゆ張ちようするのであれば、残念ながら弁護士として私はその戯ざれ言ごとを信じてやらねばならん。私としてはそんなことに労力を費ついやしたくないのだが、貴様が費ひ用ようを払はらうなら誰か人を派は遣けんして調べてやってもいいが？」

「そうしてもらおうか。ただし探たん偵ていは俺に選ばせてもらおう。俺の事務所に影かげ野のというヘボ探偵が転がってるのは知ってるな？　あいつを使ってくれ」

「分かった、手て配はいしておこう。よし、これで一通り話はまとまったな。とにかくいいか、今日の夕方には貴様も保ほ釈しやくされるだろう。だからそれまでは大人しく待っていろ。いいな、これ以上はもう何も問題は起こすんじゃないぞ」

「へいへい」




　──なりゆきはどうあれ、竹田という弁護士が間に入ったせいだろう。それからの展開は一時間刻きざみの異い例れいな速さで進展していった。

　午後四時。検察が殺人罪で俺を起き訴そ。

　午後五時。俺の保釈請せい求きゆうが通った。

　そして午後六時。事件の社会性を鑑かんがみて、これ以上世よ論ろんに影響を与あたえないため、マスコミへの接せつ触しよくを禁止することを条じよう件けんに、俺は保釈されたのであった。




　　　　一月十一日午後六時三十分　山鹿法律事務所




　これはやはりというべきなのだろうか。俺の事務所があるビルの前には、すでに幾いく人にんかの報ほう道どう屋やの姿すがたが見受けられた。とはいえ、俺がこんなにも早く保釈されるとは誰も思っていないのか、まだそれほどの数ではない。本格的な取材攻こう勢せいが始まるのは明日以降ということになりそうだ。

　それでも一いち応おうマスコミとの接触は禁止されているので、ビルの裏口に回ってこっそりと事務所に戻もどる。

「あああああ!?　ちょっと雪奈、犯罪者のご帰き還かんよ────！」

　……とんでもなく不ふ愉ゆ快かいなセリフで俺を出で迎むかえたのは、言うまでもなく皐さ月つきであった。

　なんでこう、大だい事じな場面では必ずこのクソガキが出てくるのだろう。違ちがうだろう、ここで俺を最初に出迎えるのは雪奈でなければならないのに。

　だがその皐月の声に引かれてか、雪奈もすぐに顔を出した。

「あ、善行さん！　お帰りなさい！」

　その花も恥はじらうような笑え顔がおに迎え入れられると、ようやくシャバに戻ってきた実感が湧わいてくる。

「ああ、ただいま」

「よかったあ、帰ってきてくれたってことは釈放されたってことなんですか？」

「いや、保釈だ。残念だが明後日あさつてには裁判が始まっちまうらしい」

「そうなんですか……。それにしても大だい丈じよう夫ぶですか、そのお怪け我がは」

「ああ、これか」

　俺は額ひたいに張はられたでっかいバンソーコーをさすった。

「なに、あんな非ひ力りきな警官どもに殴なぐられた程てい度どだ、大した怪我じゃないさ」

「そうですか？　ならいいんですけど……。あ、とにかく時間も時間ですし、お腹なかすいてませんか？　何か作りますよ」

「ああ、そうしてくれると嬉うれしいな。留りゆう置ち場じようの飯めしはとにかく腹が膨ふくれないしな」

「はい、分かりました。じゃあちょっと待っててくださいね」

　そういって雪奈は隣となりの部屋へ行こうとする。

「あ、雪奈。それからな」

「はい？」

「済まなかった。今日はせっかくのおまえの誕生日だったのにな」

　すると雪奈はにこっと笑って、

「大丈夫です。これでも私は山鹿法律事務所のお手伝いですよ。それぐらいの気き構がまえはいつでもできてますから」

「……すまん。この埋うめ合わせは今度するから」

「はい。期待してます」

　そういって雪奈はドアの奥おくに行ってしまった。

　でもこの分だと、また埋め合わせするときには天てん変ぺん地ち異いの一つも起きるんだろうな……。

「それにしても、あんたもよくあそこまでのうのうとウソがつけるわよね」

　わずかにではあるが幸せな気分にぼーっと浸ひたっていた俺を現実へ引き戻したのは、またこのクソガキであった。

「……なんだと？　俺がいつウソをついたんだよ？」

「よく言うわよ、あんたの成分の半分はウソでできてるくせに。どうせその傷だって自分で机にでもぶつけたんでしょ」

　……なんでこう、このクソガキは俺の言葉を素す直なおに受け止めようとしないのだろう。

「おいクソガキ。なんで俺がそんなことする必要がある？　間違えるな、こいつは警官に殴られてできた傷なんだからな」

「あのね、じゃあ聞くけど、警察の方こそなんでそんなことする必要があるのよ？　あんたを殴ったりしたら、後でどんな難なん癖くせ付けられるか一番よく知ってる連中じゃない」

　……なんでこう、このクソガキは妙みようなところで鋭するどいのだろう。

「なあ、皐月」

「ん、何よ？」

「おまえはもう邪じや魔まだから帰れ。時間も時間だろう」

「イヤよ。まだ冬休みの宿題残ってるし、雪奈と殺さつ人じん鬼きを二人っきりにしとくわけにもいかないじゃない」

「……てめえ。不ふ退たい去きよ罪ざいで警察に突つき出すぞ」

「いいんじゃない、やってみれば？　じゃああたしも通つう報ほうでもしてみようかしら。殺人罪で逮たい捕ほされた容よう疑ぎ者しやが、若い女性に手を出そうとしています──とかね。外にもマスコミがいたし、さぞかしいいニュースになるんじゃないかしら？　雪奈も守れるしね」

　……こいつこそ、これ以上変な知ち恵えをつけて成長する前にどうにかしておいた方がいいのではないかと思った。

　かくして雪奈の二は十た歳ちの誕生日というこの貴重な日は、飯を食っただけで終わってしまうのであった。地じ獄ごくに落ちろ。




　　　　一月十二日午前十一時三十五分　山鹿法律事務所




『……では、次のニュースです。山鹿弁護士が逮捕された件に関連して、同弁護士が所しよ属ぞくする弁護士会が記者会見を開き、現時点では弁護士資格剝はく奪だつ等の処分は特に考えていないと発表しました』

　明けて翌日。

　俺はやってきた影野から報告を受けようとしていたが、テレビがそんなニュースを流しだしたので、まずそちらに耳を傾かたむけてみることにした。

『記者会見したのは同弁護士会の竹田弁護士で、〝刑けい事じ裁判の被ひ告こく人にんは裁判で有罪判決が確かく定ていして初めて犯罪者とされるのが法ほう治ち国こつ家かとしての正しい在あり方であり、また山鹿弁護士は過か去こ幾いく人にんもの無む実じつの容疑を晴らしてきた経けい緯いもあることから、弁護士会としては有罪判決が確定しない限り、山鹿弁護士に処しよ分ぶんを課かさない〟と表ひよう明めいしました。以上、山鹿弁護士逮捕関連のニュースをお伝えしました。

　次のニュースです。検察庁の建物の中で、一部職員が酒さか盛もりをしていたことが発覚し、不ふ謹きん慎しんであると抗こう議ぎの声が広がっています。

　調べによるとこの酒盛りは昨晩、関東や東北の一部の検察庁で通常の業ぎよう務む時間終了後に一いつ斉せいに行われたとのことで、検察庁は〝ついパーっとなってやった。軽けい率そつだった。今は反はん省せいしている。でも後こう悔かいはしてないし問題はない〟とコメントしています。

　また、これに関連して市民団体〝何かあったらとりあえず検察を非ひ難なんする会〟の山田代表が〝某ぼう弁護士が逮捕されたことと何か関連があるのではないか〟との質問書を提てい出しゆつしましたが、検察庁は日本国憲けん法ぽう第九条を盾たてに黙もく秘ひ権けんを行こう使ししています。なお、戦争放ほう棄きを謳うたった憲法第九条と黙秘権にどのような因いん果が関係があるかはまだ分かっておりません。

　さて、次のニュースです。大おお手て航空会社のＡＮ○とＪ○Ｌが合がつ併ぺいし、新会社を設せつ立りつすると発表しました。新会社の名前はＡＮ○Ｌになるということで、業ぎよう界かいを超こえて波は紋もんが広がって──』

　……思わず電源を切ってテレビを黙だまらせる。

「あ、何だよ。消すことないじゃないか、面おも白しろいニュースだったのに」

「やかましい、黙れ」

　不満を垂たれる不良探たん偵ていを一刀で黙らせ、俺はお茶を口に運んだ。

　世の中バカばっかりだ。何が酒盛りだ？　ふざけやがって、人の不幸を酒の肴さかなにするとは許せん。こうもコケにされて黙っていられるほど俺はお人よしではないぞ。

　俺は裁判所からマスコミへの接触が禁じられているが、もう知ったことか。いっぺんガツーンとやってやらねばならんだろう。

「まあいい。とにかく報告を聞かせてもらおうか、そこの寝ねぼすけ探偵」

「……おまえな。誰のおかげで寝不足になったと思ってるんだ？」

　目の下にクマを作った影野がジト目で俺を見る。

　昨日の午後、突とつ然ぜん竹田を介かいして赤村市議を洗えと依い頼らいされたのだ。一ひと晩ばんかかったところを見ても、相そう当とう厄やつ介かいだったのだろう。

「冗じよう談だんだ、気にするな。で、何が分かった？」

「ああ。はっきり言ってこいつは難むずかしくなりそうだぞ、山鹿」

　最初の報告はそれだった。

「どういうことだ？」

「まずおまえが一番の犯人候こう補ほと見ていた赤村市議だがな。こいつには完かん璧ぺきなアリバイがあった。一月九日は一日中市議会議員が集まる新年会に出ていた。それも三次会までな。まあトイレに行くことぐらいはあっただろうが、九日の午後五時から九時ごろにかけて、十分以上姿を消した形けい跡せきはまったく見られん。目もく撃げき者しやも何十人といる」

「なるほどな、そうきたか」

　自分のところの秘書が殺されたとなれば、警察の捜そう査さの手が回ることは簡かん単たんに予よ測そくできるだろう。赤村にしてみれば、アリバイの確かく保ほは絶対に必要なところだ。恐おそらく赤村は、直接殺さつ害がいには関かかわってはいないのだろう。主しゆ導どうする側に回っただけで。

「じゃあ他の二人はどうだ？　なんつったっけ、役人の青谷と社長の緑田か」

「ああ、その二人については可か能のう性せいが高い。緑田の方は今のところ仕事もないからな、毎日何もせずぼーっと過すごしてるだけだ。青谷は役人らしく毎日午後五時の定てい時じに退勤している。市役所から事件現場まで三十分の距きよ離りだ、午後六時に駆かけつける分には何も問題はない。しかもそれだけじゃない、緑田の方は最近左腕うでに怪け我がを負ったらしく包ほう帯たいを巻いていた」

「……そりゃもう間ま違ちがいねえな。赤村市議は主導しただけで、実じつ行こう犯はんはその二人か」

「ああ、そうだろうな。しかしそのことを証明するのは骨ほねが折おれるぞ。一見したところじゃ殺された江畑とその二人には何の繫つながりも殺す動どう機きもない。手に怪我してるぐらいじゃ証しよう拠こにもならんし、警察の捜査線上に浮うかぶことはないだろう」

　まったくその通りである。だが、望みが皆かい無むというわけではない。

「じゃあ公共工事丸投げ疑ぎ惑わくの方はどうだ？　裁判でそのことを立りつ証しようできそうか？」

　ようは青谷と緑田の二人に被害者を殺害する動機があることを証明できればいいのだ。そのためには公共工事の丸投げという犯罪行こう為いで三人が繫がっていることを証明できればいい。

「あいにくだがな、そいつもかなり難しいことが分かった。俺たちの味み方かたをしてくれそうなヤツが誰もいないんだ」

「なんだと？　なぜだ、公共工事丸投げで損そん害がいを受けてる建設会社なんていくらでもあるんじゃないのか？　そいつらに頼たのめばいくらでも味方してくれそうなもんだろう」

「それがな、赤村ってヤツはただの悪人じゃないぜ。基き本ほん的てきにこの市で行われてる多くの公共工事は、赤村が主導して国から分ぶん捕どってきたものばっかりだ。おまえは気き楽らくに自じ営えい業ぎようやってるから分からんだろうが、中小企き業ぎようにしてみれば仕事一つ受じゆ注ちゆうできるかどうかは死し活かつ問題だ。連中にしてみれば、相手が悪あく魔まだろうが仕事をくれるなら神も同然ってわけさ。たとえ赤村がどんな悪人であろうと、生活のためなら進んで俺たちの敵になるだろうぜ。赤村もすべての公共工事で丸投げしてるわけでもないしな」

「……そいつはまずいな」

　この事件の真しん相そうを明らかにし、俺以外の人間──つまりは赤村だが──が江畑を殺害したと主しゆ張ちようするには、その動機を示さなければならない。そのためにも、赤村が公共工事丸投げをしていたと証明するのが一番の近ちか道みちなのだが、しかしそのための物ぶつ証しようは、恐らく取しゆ得とく不可能だ。そうなると第三者の証しよう言げんに頼たよるしかないのだが、その証人がいないとあってはどうしようもない。

「よし分かった。影野、次の仕事だ。探せ。なんとしても探し出せ、俺たちの味方をしてくれる証人をな。正せい義ぎ感かん旺おう盛せいなヤツ、首くび吊つる寸すん前ぜんでヤケを起こしそうなヤツ、誰か一人ぐらいは絶ぜつ対たいにいるはずだ」

「そうくると思ったぜ。ま、仕事ならやるけどな、とりあえず今までの分の報ほう酬しゆうを払ってからにして欲ほしいんだがな。年明け早々でサイフが厳きびしいんだ」

「ちっ」

　俺は舌した打うちしてサイフを開けた。懐ふところが寂さびしいのは俺も同じなのだ。すっかりごたごたしていたもんだから銀行にも行けてないし。

　とりあえず俺は何枚かの紙し幣へいをつかみ出して影野に渡わたした。

「なんだこれ、八千円しかないぜ!?　しかも内一枚は二千円札!?　交通費と飯代ぐらいにしかならねーじゃねーか！」

「うるさい、俺だって財ざい政せい厳しいんだよ。銀行行く暇ひまができたらたっぷり払はらってやるから、今はそれで我が慢まんしろ」

　と、そのときのことである。

　なんというグッドタイミングか。電話が鳴ったのだ。

「ああ、電話だ。ほらほら、文句はまた今度聞くから、さっさと行ってこい」

「ちっ、しようがねーな」

　影野はやはり不満そうではあったが、ない袖そでは振ふれないという言葉は知っているのだろう、仕方なくといった様子で事務所を出て行った。

　つーかあれだよな。他人の刑事弁護のために影野をこき使う分には、すべて経けい費ひとして依頼人に請せい求きゆうできる。しかしそれが自分を弁護するためとなると、すべて自じ費ひになっちまう。なるほど、裁判の沙さ汰たも金次し第だいとはよく言ったものである。

　などと考えながら、俺は受話器を取った。実は昨晩から電話はよく鳴っている。そのすべてが報道陣じんの取材と不幸の電話だったので、そろそろ電話線を引っこ抜ぬいておこうと考えていたほどだ。

「はい、山鹿法律事務所ですが」

『あの、突とつ然ぜんすいません、山鹿先生ですか？』

「ええ、そうですが、そちらは？」

　若い女の声だった。報道屋っぽくも不幸の電話っぽくもないし、はて、一体誰だろう。

『私は穀こく島しま琴こと音ねと申します。殺された弘さん……江畑弘さんの、その、恋人でした』

　脳のう裏りにびしゃーんと稲いな妻ずまが走った。

　江畑の彼女が目下のところ殺人犯とみなされている俺のところへ電話してきたということは──それはつまり英語で言うところのリベンジということか？

「そ、そうでしたか。それで、本日はどんな御ご用よう向むきで？」

『ご、誤ご解かいしないでください。私は別にあなたが犯人だと思ってるわけじゃないんです。いえ、思えないんです。あの、不ぶ躾しつけですけど、今からそちらに伺うかがってもいいでしょうか？　相談したいことがあるんです』

　……むう。

　これは奇き妙みような話になった。恋こい人びとの仇かたきかもしれない俺に相談だと？　一体何の相談だ？　そもそも江畑の恋人だったと言われても、信じる根こん拠きよすら何もないというのに。まあそんなウソをつく必要があるとも思えないが。

　さて、どうしたものか。

　本来なら罠わなを警けい戒かいする場面だろう。しかし、虎こ穴けつに入いらずんば虎こ児じを得えずが俺のモットーでもある。たとえばだ、この女が実は江畑から何か書しよ類るいを預あずかっていて、それが公共工事丸投げの証拠だったりしたら……？

　希き望ぼう的てき過ぎるかもしれない。だが、目下のところ手て詰づまりなのは確かなのだ。断ことわる理由はあるまい。

「分かりました、いいでしょう」

　俺はできるだけ目立たない格かつ好こうをして、ビルの裏口から入ってくることを条件に、その穀島という女性の訪ほう問もんを許きよ可かした。
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　──江畑って、ロリコンだったのか？

　それがその穀島という女を見たときの、最初の感想であった。

　目立たない格好をしてこいと言ったにもかかわらず、女は制服を着ていた。その見た目はどうみても女子高生である。まあ制服さえ着てなければ大学生ぐらいにも見えそうだったが。

　そうか、江畑はそういう趣しゆ味みだったのか。いや違ちがうな、五歳さいぐらい年下ならギリギリ適てき正せいと言うベきか？　って、そういう問題でもないな。

　そんなことよりも警戒しなければならない。その表情はどことなく張り詰めた様よう子すだった。まあ恋人を殺されたのならそれも仕方ないだろう。その上、俺を恋人の仇と考えている可能性もある。もしいきなりカバンの中から刃は物ものでも取り出したら問もん答どう無む用ようで逃にげだした方がいいかもしれん。

「では穀島さん、お話しいただけますか。なぜ私が江畑さんを殺したのではないと思うんですか？」

「はい……。まず申し上げなければならないのは、私は山鹿先生を犯人と断だん定ていしてるわけじゃないんですけど、かといって絶ぜつ対たいに犯人じゃないと思ってるわけでもないってことなんです」

「なるほど。ある程てい度ど疑いを持ってることには変わりないってことですか。まあもちろん構かまいませんとも、私にすれば多少でも犯人じゃないと思っていただけてるだけで充じゆう分ぶんありがたいんですからね。しかしそれにしたって、一体どういう理由でそうお考えなんでしょうか？」

「はい。あの、弘さんがとある市議会議員を告発しようとしてたことはご存ぞん知じですか？」

　疑問に対して疑問の形で答えてくる。

「はてさて。そうですね、では知っています──と言ったらどうするんですか？」

「つい一週間ほど前のことです。弘さんに聞いたんです。権力を持った人を告発するから、どうしても後うしろ盾だてが欲しい。それで地元の弁護士として有名なあなたにその後ろ盾を頼たのむんだって、そう言ってました。だから、そのあなたが弘さんを殺す必要があるとは思えないんです」

　それは確かに充分考えられる理由だった。少しは警戒を解といてもいいかもしれない。

「そうだったんですか、なるほどよく分かりました。それで、なぜここへ？　そのことを言うためだけに来たとも思えませんが」

「はい。電話したときにも言いましたけど、一つ相談したいことがあるんです。私、証人として裁判所に出しゆつ廷ていするよう命令されてるんです」

　なんだと？　もちろん俺はそんな要よう請せいはしていない。となると、当然──

「つまり、検察側の証人ってことですか？　それはまた一体なんのために？」

「分かりません。弘さんと付き合っていたことを証言してくれればいいって言われてるんですけど……」

「ふーむ」

　常じよう識しき的てきに考えれば、恐おそらくこういうことだろう。

　被ひ害がい者しやと非ひ常じように親しい立場の、それも美少女高校生を連れてきて涙なみだながらにこう証言させるのだ。

『私の大事な人を奪った極悪弁護士を死刑にして！』

　陪審員の俺への印象が悪くなることは間違いない。

「なるほど、あなたの立場はよく分かりました。それで穀島琴音さん、あなたは私に何をして欲しいんで？」

「……私が一番知りたいのは事件の真しん相そうです。あなたが弘さんを殺したのかは……今の時点ではなんともいえません。ただ、むしろ怪あやしいのは赤村って市議会議員の方だと思ってます。だから山鹿先生、もしこれまでにあなたが受け持ってきた事件みたいに真相を暴あばいてくれるんでしたら、私はあなたに協力したいんです」

　なるほど。そういう事情なら俺に協力を申し出てもおかしくはないか。

　となれば俺に否いなやもない。せいぜい利用させてもらうとしよう。

　今回の裁判の被告は縁えんもゆかりもない他人ではなく、俺自身なのだ。不ふ安あん要よう素そは極きよく力りよく排はい除じよすべきであり、検察側の証人なんて一人でも二人でも潰つぶす方がいい。

　しかし今回の場合、証言を忌き避ひさせるのは難むずかしいだろう。

　なにしろ未み成せい年ねんの高校生なのだ、仕事で出られなくなりました──と主張させるわけにもいくまい。かといってヘタに姿すがたを隠かくれさせようものなら未成年者略りやく取しゆとか監かん禁きんなどと言われかねないし……。

　……いや待てよ。一月で学生といえば……。

「穀島さん。あなたは高校生みたいですが、ひょっとして高三ですか？」

「ええ、そうですけど」

「だとしたら今は大学受験の真っ最中だったりしません？」

　受験生にとって、今は人生のかかった大事な時期のはずである。そんな理由なら、裁判所への出廷も拒こばめるかもしれない。

「いえ。私、受験はしません。専せん門もん学校に行くつもりでしたから」

　しかし俺の目もく論ろ見みは、あっさりと崩くずれ去ってしまった。

「じゃあ仕方ありませんね。とりあえず裁判には出てください。恐おそらく検察は、恋人を殺されたあなたに、私に極きよつ刑けいを下すことを望んでると証言させたいはずです。ですからあなたは、あなたが思っている通りのことを証言してください。私が犯人だとは思えないってことをね。それで結けつ構こうです」

「分かました。じゃあそのとき、弘さんが赤村市議を告発しようとしてたことも一いつ緒しよに証言した方がいいですか？」

「いや、それについては検察の尋じん問もんのときは黙だまっていてください。私が適てき切せつな時期を見て暴ばく露ろしますので」

「分かりました。じゃあそうします」

　それで穀島の話は終わりのようだったので、今度は俺から質問してみることにする。

「ところで、私からも二、三伺うかがいたいんですが。穀島さん、あなた江畑さんから何か書類のようなものを受け取ったようなことはありませんか？」

「いいえ、そういうのは何も……」

「そうですか。ではもう一つだけ確かく認にんしておきたいんですがね。もちろん私は犯人じゃないし、自分のためにも真相を暴くつもりです。ですがもし、万まんが一いち、仮の話ですけどね、私が実は犯人だったとしたらどうなさるおつもりで？」

「そのときは──」

　一いつ瞬しゆんだけ、少女の目の中に暗くらい炎ほのおが燃え上がったように感じられた。

「私が、あなたを殺します。どんな手を使ってでも」

「……そりゃ気をつけないといけませんな」

　冗じよう談だんとしても出で来きが悪すぎる言葉を、俺は口にした。

　年ねん齢れいに関係なく、復ふく讐しゆうを口にする女はこの世で一番恐ろしい存在だと思う。

「じゃあそろそろ私はお暇いとまします。先生もお忙いそがしいでしょうから」

「そうですね、ありがとうございました、おかげでずいぶんと助かりそうです」

「いえ、全然大したことはできませんでしたけど。あの、それから……一つだけお願いがあるんですけど」

「ええ、なんですか？」

「私、これからも時々こちらに来ていいでしょうか？　誰が弘さんを殺したのか、一いつ刻こくも早く知りたいんです」

　ふむ、なるほど。

　確かに裁判というものは、傍はたから見学しているだけでは分かりにくいところもある。俺の傍そばで進しん捗ちよく状じよう況きようを聞きたいという心しん境きようは分からなくもない。

　しかし、もしここで影野の報告を聞いてるときに真犯人が判はん明めいしたりしたら、その時点でこの少女は殺しに行きかねない。そうなれば裁判の展開は無む茶ちや苦く茶ちやになってしまう。

　とはいえ、ここまで協力を申し出てくれているのだ。そう邪じや険けんにはできまい。ようは情報を与あたえすぎなければいいだけの話だろう。

「分かりました、いいでしょう。ただし、私としてもすべての情報を提供するわけにはいきません。必要に応おうじて退たい出しゆつしてもらうことにはなると思いますが」

「ええ、それで充分です。ありがとうございます」

　そういって頭を下げると、では今日のところは失礼しますと穀島は事務所を後にしようとした。

　だがそのとき、ふと思い立ったことがあり、俺は彼女をもう少し引き止めることにした。

「ああ、ちょっと待ってください。ビルの外に集まってる報道陣じんがかなりの数になってます。今普ふ通つうに出て行ったら何をされるか分かりません。私が連中を引き付けておきますから、その間に裏口から出てもらえますか？」

「え？　ええ、もちろん構いませんけど」

　ついでだ。もう少しばかり警察と検察の連中をコケにしてやるとしよう。
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　俺が保釈されたという情報はすでに広まっているのだろう。ビルの正面玄げん関かんには昨日の何倍もの報道陣が大たい挙きよして詰つめ掛かけていた。

　そしてお目当てである俺が姿を現すと、途と端たんに砂さ糖とうに群むらがるアリのごとく、マイクを突つき出しながら集まってくる。

「山鹿さん！」

「今回の事件について！」

「一言コメントをー！」

　無む数すうの質問が飛んでくる。

「ちょっと皆みなさん、落ち着いて下さい。そう矢や継つぎ早に聞かれても答えようがありませんよ」

　まあまあと、場の落ち着きを取り戻もどそうと試こころみる。

　そのかいあってかどうにか会見場らしい雰ふん囲い気きが整うと、先陣を切って一人のリポーターがマイクを向けてきた。

「山鹿さん、あなたは被害者の江畑さんを殺害したんですか!?」

「その答えは明めい確かくにノーです。今はこう答えるだけで勘かん弁べんしてください。なに、二、三日もすれば法ほう廷ていですべての真実を明らかにしますよ」

　周囲はざわめいたが、またすぐ別のリポーターが質問を飛ばしてくる。

「山鹿さんが負ってる怪け我がは、取調べの際に警官に殴なぐられたものなんですかー？」

「ええ、その通りです。もちろんこの件については、後日責任を追つい及きゆうすることになるでしょう。とにかく、今回の警察の対たい応おうは明らかに違い法ほうなものばかりでした。暴ぼう力りよく的てきな取調べもそうですが、それ以外にも私は逮たい捕ほされた容疑者の当然の権利として、弁護士を呼ぶよう要求したのです。しかし検察に送そう致ちされるまで私は弁護士と面会することが出来ませんでした。警察が意い図と的てきに妨ぼう害がいし、私の権利を侵しん害がいしたのです」

　ここでまた別の記者の一人が手を上げ、

「しかし警察の発表によりますと、それはあなたが弁護士は要いらないと言ったからだということなんですが」

「とんでもないウソですね」

　俺は肩かたをすくめて即そく座ざに答えた。

「警察のやりそうなことです、あの連中はつじつまを合わせるためならどんなウソでもつきますからね。そもそも、私がそんなウソをついてなんの得とくがあるというんですか。ああ、ひょっとして警察はこうも言ってませんでしたか？　私が負っているこの怪我は、私が自分で自分を傷つけたためである、とかね」
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　　　　一月十三日午前九時五十八分　地ち方ほう裁さい判ばん所しよ第三法ほう廷てい




　この日、法廷は人であふれかえっていた。

　何しろニュースで流れるほど話題性のある裁判である。当然というべきだろう。

　驚おどろくべきことに、傍ぼう聴ちよう席せきにはテレビで見た赤あか村むら市し議ぎの姿すがたまで見受けられた。まあ被ひ害がい者しやの雇やとい主ぬしということを考えれば、それほど奇き妙みようでもないが。

　だが、そんなこととは関係なく、この日俺おれは朝から憂ゆう鬱うつだった。

　これから俺が被ひ告こくの裁判が始まろうとしていたから──というわけではない。俺にとっては裁判なんざ日にち常じよう茶さ飯はん事じ、たとえ被告が俺だろうといまさら憂鬱になる理由も緊きん張ちようを強しいられる必要もない。いつも通りの法廷戦術を駆く使しして全力を尽つくすだけの話である。

　いや、もっとも今回に限ってはいつもより多少派は手でに暴れてやる必要はあるだろう。やはり被告人が俺である以上、無む罪ざいになるとしても少しでも疑うたがいが残るような形ではダメだ。ただでさえ弁べん護ご士しという職しよく業ぎようはセイレーンケツバックであることが求められる。……違ちがうな、なんだそれは。セイレンケツバク？　ああセイレンケッパクだ、全然使ってない単たん語ごはどうも忘れやすくていかんな。

　とにかく、黒クロはもっての外ほかだが灰色の決着でも今後の弁護士業に差さし支つかえが出るだろう。求められるのは完全なる無シ罪ロ。そのためにはどうしても真しん犯はん人にんを明らかにする必要がある。

　だが、ここに問題が生しようじる。そう、俺が朝から憂鬱にならざるを得えない理由が。

　それは二人の人間に起き因いんする。

　一人はもはや言うまでもない。任にん地ちの東京で大人しくショボショボと小役人やってりゃいいものを、わざわざ俺のいるところにまで飛んできて他の検事の仕事をかっぱらい、挙あげ句くに負け犬になってトボトボ帰るのがパターン化しているハイエナ検事、東とうヶが崎さきである。しかしただのハイエナであってくれればいいのだが、あのへ理り屈くつ野や郎ろうと勝負するのは──正直なところ、かなりしんどい。

　そしてもう一人は、この裁判で裁判長を務つとめる石いし狩かり判はん事じである。

　別に石狩判事に裁判長としての品ひん格かくが欠けているとか、そういうケチをつけるつもりはない。むしろ彼は公平であり、俺に妙みような偏へん見けんを抱いだいているかもしれない他の変な判事が出てくるよりはマシというべきなのかもしれない。しかし、何しろこの判事ときたらとにかく頑がん固こで、そして理り屈くつを優先する。まあ判事という人種が理屈を優先するのは当然と言うべきかもしれないが、とにかく理屈さえ通っていれば既き存そんのルールに一いつ切さい縛しばられることがないというのはこの判事特とく有ゆうの性格と言っていいだろう。

　既存のルールに縛られることがないというのは俺にとってありがたくもあるのだが、どちらかというと俺は理屈よりも『結果よければすべてよし』の方ほう針しんのもとで策さくを弄ろうする。その辺がうまくかみ合わないと、厄やつ介かいなことになるかもしれない。

　ましてや呼吸するヘリクツ男・東ヶ崎が相手となれば、どんな化か学がく反はん応のうを起こすか分かったものではない。おかげで朝から俺の胃いは妙みようにきゅうきゅうとしているのであった。




「ではこれより本法廷を開かい廷ていしたいと思う。……が」

　石狩裁判長は、特とく徴ちようのあるギョロリとした目で法廷を見回した。

「まずその前に、弁護側に問とい質ただしたいことがある」

　裁判長は俺──ではなく、俺の隣となりに座すわってる竹たけ田だをにらんだ。法ほう律りつ上必要というだけの理由でそこにいるお飾かざり同然の竹田を。

「竹田弁護人？」

「は、なんでしょう」

「確か被告人を保ほ釈しやくするにあたり、私は報ほう道どう機き関かんとの接せつ触しよくを一切禁きん止しするよう命令を出したはずだが」

「はい、覚えております」

「よろしい、では話は早い。となると、つい昨日テレビに出ていた被告人の姿は本官の見み間ま違ちがいだったということか？」

　厳きびしい目でにらんでくる。俺の知り合いの法ほう曹そう人じんにはロクな目つきの人間がいないのはなぜだろう。

　しかし竹田も弁護士会副会長という偉えらそうな肩かた書がきを持つだけあって、その程てい度どの恫どう喝かつではピクリとも動どう揺ようしなかった。

「裁判長、まず申し上げます、私は何も言いい訳わけをするつもりはございません。ただ、どうかこれだけはご理解いただきたい。私も今回の依い頼らい人にんについては大変に手を焼いているのです。ご存ぞん知じのように被告人は資し格かくを有するれっきとした弁護士であるがために、私が弁護士の立場からいくら助じよ言げんしようと、勝手に独どく断だんで行動しやが……してしまうのです。

　そもそも、私がそんな傍ぼう若じやく無ぶ人じんな被告人の弁護を引き受けた理由は、他にやり手がいなかったという一点に尽つきるのです」

「……竹田弁護人。もったいぶった言い回しは本法廷では不ふ要ようだ。一体何が言いたいのかね？」

「失礼いたしました裁判長。では率そつ直ちよくに申し上げます。ようするに、私も迷めい惑わくしてるのです」

　ああさよか。

　それにしても人の人生がかかってる刑けい事じ裁判でなぜここまで言われなきゃならんのだろう。弁護士会に苦情申し立ててやろうか。

「なるほど、あなたの境きよう遇ぐうは理解した。ではついでに聞くが、それは何ら本官の求める答えになっていないことは理解しているか？　本官が聞きたいのは、なぜ被告人が本官の命令を破やぶって堂どう々どうと記者会見をしたかということである」

「ぐだぐだと回りくどく申し上げた非ひ礼れいは謝しや罪ざいします。しかし私としては、まずどうしてもこのあまりにも理り不ふ尽じんな境遇について理解して欲ほしかったのです。

　それを踏ふまえ、なぜ被告人が保釈の条じよう件けんを破ったかについて申し上げます。まず、私は裁判長のご命令をよく被告人に言い聞かせました。ええ、それはもうはっきりと。しかし結果はテレビをご覧らんになった通り、私の言葉は完全に無む視しされた形となりました。つまり私にしてみれば、あれは不ふ可か抗こう力りよくだったのです。私も被害者なのです。私とて被告人の行動すべてを掣せい肘ちゆうできるわけではないのですから」

　それは弁護士会の副会長まで上り詰つめた人間にしてはかなり幼よう稚ちな責任逃のがれの三さん段だん論ろん法ぽうであった。

　ところがどうだろう。東ヶ崎も傍ぼう聴ちよう人にんもそして裁判長までも、「まー、被告人があれじゃしゃーねーかー」などと言いたげに納なつ得とくしてるような顔をしているのはなぜだ？　ってか、被告人に責任転てん嫁かする弁護士なんて聞いたことねえぞ。

「……山やま鹿しか被告人？」

　鋭するどい視線が今度は俺に向けられる。

「は、なんでしょう」

「弁護人はこう申している。確かにあなたは弁護士の資格を持っており、このような状じよう況きよう下かであろうと独どく自じの考えで動くことのできる知識と経けい験けんを有している。それを踏まえて答えてもらおう。なぜ本官の保釈の条件を破り、マスコミと接触したのか？」

「お答えいたしましょう」

　視し線せんは恐おそろしいが臆おくする必要はない、俺は堂どう々どうと立ち上がった。

　それにしても序じよ盤ばんからなんてピリピリした展開だ。まあ俺のせいなんだが。

「裁判長。まず第一にご理解いただきたいのですが、私は自らすすんで報道機き関かんとの接触を図はかったわけではありません。私が事務所から出ようとしていたところを、向こうから私を取り囲むようにして接触してきたのです。ようするに、竹田弁護士の言うところの不可抗力だったのです。

　第二に、確かに私は報道機関との接触は禁止されていたかもしれませんが、憲けん法ぽうで保ほ障しようされている人々の〝知る権利〟を侵しん害がいしてもいいという許可をいただいた覚えはありません。

　そしてもう一つ、私は報道機関に接触することは禁止されていたかもしれませんが、一方で検察側はそうではありません。彼らは自分たちの好きなタイミングで記者会見を開き、あるいは意図的に情報を漏ろう洩えいすることで、一方的に私を殺人犯に仕立て上げることができるのです。これは今回の事件に限ったことではなく、刑事事件における検察の常じよう套とう手しゆ段だんともなっており、憲法で定めるところの〝法の下もとの平等〟という精神に強く違い反はんするものであると考えます。

　よって私は自らの倫りん理りに基もとづき、報道機関の〝知る権利〟を充じゆう足そくさせる上で自らの弁べん明めい機き会かいを設もうけることは、いかなるご命令、いかなる法律、いかなる憲法にも違反しないと考えたのであります。それでももしその行こう為いがなんらかの罰ばつ則そくに該がい当とうすると仰おつしやるのであれば、私は残る人生のすべてを賭かけ、徹てつ底てい的てきに法ほう廷ていでその是ぜ非ひについて争あらそい抜ぬくでしょう」

　裁判長は納なつ得とくした──というよりは呆あきれたように目を泳がせた後、ギロリと俺を見下した。ちょっと怖こわい。

「……山鹿被告人？」

「は」

「そういうのを詭き弁べんというのはご存ぞん知じか？」

「帰ったら広こう辞じ苑えんを検けん索さくしてみましょう」

「よかろう。ではついでにその広辞苑に書き足しておくのだな。本官は詭弁を振ふりかざす輩やからが大だい嫌きらいであると」

「ご教授、感かん謝しやいたします」

「まあよかろう、今回だけは大目にみるとする。本官としても命令をくだす相手をわきまえておくべきだったといささか反省している。また今回は弁護側だけではなく、検察側にもいささか不ふ謹きん慎しんな態たい度どが見られたことも考こう慮りよせざるを得ないだろう」

　検察庁での酒さか盛もりのことを言っているのだろうか。

「しかし大目に見るのはこの一度きりとする。今後、本法廷で本官の命令に違反するようなことがあれば、即そく座ざに法廷侮ぶ辱じよく罪ざいを適てき用ようする。これは弁護側検察側双そう方ほうへの最初にして最後の警告である。心しておくように」

　このときばかりは俺も東ヶ崎も素す直なおに頷うなずいた。

　そして俺は隣の竹田に小声で言う。

「よーし、これであんたの出で番ばんは終わりだ。後は俺が全部やるからあんたは黙だまって見てるがいいさ」

「よかろう。貴様の裁判だ、どうとでもするがいい。ただし──分かっているな、有罪になれば即そく除じよ名めい処しよ分ぶんだ、せいぜい死ぬ気でやるんだな」

「ふん。やる前から負けたときのこと考えてどうすんだよ。刑事裁判で負けっぱなしだからってすっかり負け犬根こん性じよう染み付けやがって」

「殺人容疑で逮たい捕ほされたマヌケに何を言われても腹はらも立たんわ。それよりも、頼たのむからくだらない言い争あらそいだけはするなよ。私まで貴き様さまと同列に見られることだけは耐たえられん」

　俺はあえて返答しなかった。たとえ憎にくき竹田が相手といえど、絶ぜつ望ぼうさせるのはできるだけ後の方がいいだろうと老ろう婆ば心しんを働かせたためである。俺にも武ぶ士しの情けはあるのだ。

　くだらない言い争いをするな？　無理に決まってる。相手はあのハイエナ東ヶ崎なのだ。

「ではあらためて開廷としよう。東ヶ崎検事、最初の証人を呼びたまえ」

「は。それは構わないのですが──」

　なぜか東ヶ崎は言いよどむと、俺の顔色を窺うかがいながら、

「実は証言者の希望により、プライバシーに配はい慮りよした証言をすることをご許可願いたいのです、裁判長閣かつ下か」

　妙みようなことをいう。プライバシーに配慮した証言？　つまり、証言台を衝つい立たてで覆おおって傍ぼう聴ちよう席せきから見えなくするアレのことか。

「それはまた奇き妙みような……。いや、無む論ろん、特別な事情があるのであれば考こう慮りよはするが」

「はい、さもなければこの場での証言によって証人の日にち常じよう生活に大きな支し障しようを来たすことになります」

「その理由は、当然証言によって明らかにされると考えていいのだな？」

「もちろんです。もし証言をお聞きになった上で、プライバシーに配慮する必要がないと閣下が判はん断だんされたのであれば、そのときはあらためてすべてを公開することに異い論ろんはありません」

「よろしい。ではその特別な事情が明らかにされることを前ぜん提ていに、必要な処しよ置ちを講こうずることを許可する」

　むう。最初の証人なんてどうせ目もく撃げき者しやか通つう報ほう者しやだろう。なぜそんなことをする必要があるのだろう。

　俺は東ヶ崎の要よう請せいを素す通どおりさせるのはイヤだという理由で、立ち上がって言った。

「裁判長！　とりあえず異い議ぎを申し立てます！」

「とりあえず却きやつ下かする」

　さいですか。




　東ヶ崎の指し示じで、傍聴人に見えぬよう証言台が白い曇くもりガラスで覆おおわれた。といっても後ろと左右の三方向だけで、俺や陪ばい審しん員いん、裁判長からは丸見えである。まあ俺たちは守しゆ秘ひ義ぎ務むで拘こう束そくされているので考慮の必要はないということだろう。

　そこにジャンパーで顔を隠かくした証人が入ってくる。なんつー入場の仕し方かただ。検察に身み柄がら送そう致ちされる容よう疑ぎ者しやじゃあるまいに。

　証人は証言台に立つと、ジャンパーを取った。ジャンパーの下から現れたのは、三十前後の男だった。

　大きな商社ビルにでも行けば何人もいそうな、比ひ較かく的てきおとなしそうな男だ。背はやや高めだが体は細め、そして角ばった頰ほおにメガネといういでたちのせいか、どこか華きや奢しやな印いん象しようを受ける。年ねん功こう序じよ列れつのシステムでなければ出しゆつ世せできそうにはないが、特に突つき出た部分もないので上司や部下にも嫌きらわれることもない、そんな感じだ。

　うーむ。なんとなくその顔には見覚えがあるような気がするのだが、どこで目にしたのかどうしてもはっきりと思い出せないのはなぜだろう。

「裁判長閣下。とりあえずこの証人を暫ざん定てい的てきにＡ氏と呼ぶことをお許しいただきたい」

「よかろう。先ほどと同じく、後々プライバシーに考慮する必要があると証明されることを前提に許可する」

「異議あり！」すかさず俺は机つくえをぶん殴なぐった。「裁判長！　Ａ氏などという呼び方はかえって呼び辛づらいです。ここは日本人らしく、山やま田だ（仮）とか渡わた辺なべ（仮）とか鈴すず木き（仮）と呼んだ方がいいと思います」

「……被ひ告こく人にん、いや、被告弁護人。それは本気で言っているのか？」

「ええ、正式に申し立てます。Ａ氏では味あじ気けがありません、山田（仮）さんの方がいいです」

　裁判長と東ヶ崎のジト目が俺を睨にらんだ。しかし効こう果か的てきな反はん論ろんを思いつくことはできなかったのだろう、ついには諦あきらめたように、

「……だそうだ。東ヶ崎検事、多少配はい慮りよするように」

「……分かりました。では山田（仮）さんと呼ぶことにいたします。ではあらためまして山田（仮）さん。あなたは良心に基もとづき、真実のみを証言すると誓ちかいますか？」

「はい、誓います」

「あなたは今回の事件を警察に通報しましたね？」

「はい」

　……あー。やっぱりそういう役割の証人か。

　それで思い出した。

　そういえば俺が江え畑ばたの遺い体たいと一いつ緒しよにいるところを不ふ思し議ぎな男たちの集団に見られたとき、その中にこいつの顔があったような気がしないでもない。

　しかし、ますます謎なぞは深まる。

　ようするにただの通報者兼けん目撃者ではないか。それがなぜこんな覆いで囲ったり、プライバシーに気を遣つかう必要があるのだろう。

「ではそのときの状じよう況きようを明らかにしていただこう。それは何月何日の何時ごろのことでしたか？」

「確か……一月十日の午後七時半ごろだったと思います」

　なぬ？　ちょっと待てよ。あれって十日だったっけ？

　俺の疑ぎ問もんを裏うら付づけるように、東ヶ崎の頰ほおがひくひくと動いたのが見えた。

「……山田（仮）さん。それは一月九日の間ま違ちがいではありませんか？」

「え？……あ、そうでしたっけ」

　それは俺にとって降ふって湧わいたチャンスであった。

「異議あり！　誰だれがどうみても誘ゆう導どう尋じん問もんです！」

「認める」

「……分かりました、では質問を変えます。山田（仮）さん、あらためてお尋たずねします。その事件があったのは何月何日のことでしたか？」

「異議あり！　その質問はすでになされました。二度尋ねる必要性を感じません！」

「い、いえ、でもそういえば！」と、慌あわてたように山田（仮）が身を乗り出した。「すいません、私の記き憶おく違いです！　あれは一月九日のことでした！」

「裁判長閣下、少しよろしいですか」と、東ヶ崎が口を挟はさんだ。「今回の事件が一月九日に発生したものであることは周しゆう知ちにして明めい白はくなる事実であります。弁護側が証人の些さ細さいな記憶違いをここまであげつらうのは、意い図と的てきに審しん理りの進行を阻そ害がいしようとする悪意があってのこととしか思えません」

「言ってくれますな東ヶ崎検事」負けずに俺もやりかえす。「その些細な記憶違いってヤツが、どれだけたくさんの人に無実の罪を着せてきたかご存ぞん知じで？」

「またお得意の議ぎ論ろんのすり替かえかね？　なぜ君は単純な問題をそう複ふく雑ざつにするのだ？」

　決まってる、俺が弁護士だからだ──

「静せい粛しゆくに！　それ以上の個人攻こう撃げきは許さん！」

　俺が答えるより早く、ガツンガツンと木き槌づちが鳴ならされる。

「このような問題でこれ以上ゴネても仕方あるまい、証言の修しゆう正せいを認める。ただし、この証人が最初は一月十日であると証言した事実についても記録から削さく除じよしないこととする」

「裁判長！　一いち応おう異議を申し立てます！」

「一応却下する」

　裁判長がかなりうんざりした様子だったので、俺は素す直なおに引き下がることにした。さすがに初しよっ端ぱなからくだらない口こう論ろんを少しやりすぎたという自覚はあったりする。女と裁判長は怒おこらせないにこしたことはない。東ヶ崎をおちょくるという目的は充じゆう分ぶん果たせたし。

「東ヶ崎検事、話を進めなさい」

「分かりました。それではその一月九日の夜、あなたはどこにいましたか？」

「はい。津つ羅ら野の河かわの河原です」

「では、最初に異い変へんに気付いたのは何時ごろのことでしたか？」

　……あれ？

　おい、ちょっと待て東ヶ崎。その質問をする前に聞くことがあるだろう？　真冬の夜の河原だぞ？　冷たい風がびゅーびゅーと吹ふきすさぶ草むらだぞ？　まずはなぜそんなところにいたのかを問とい質ただすべきではないのか？

「大体午後七時半ごろのことです」

　だが東ヶ崎に質問の順番を変へん更こうしようとする様子は最後までなかった。まったく、あいつの考えていることはよく分からん。

「ではそのとき何があったのかを、順を追ってお話しください」

「はい。河原の草むらの中にいた僕は、そのときだれかの叫さけび声を聞いたんです」

「どういった叫び声でしたか？」

「ええと、とにかくうわーって感じの声です」

「ではその悲ひ鳴めいが聞こえてから、あなたはどうしましたか」

「私は特に何もしようとはしませんでした。その、怯おびえてしまいまして。ただ、実はそのとき私は別の男性と一いつ緒しよにいまして。また、私たちの他にも周囲に結構な数の人がいたんです。それで私と一緒にいた彼を含ふくめた何人かの人が、何なに事ごとかと悲鳴がした方に駆かけ寄ったんです。仕方なく私も後に続きました」

「ではその駆け寄った先で、あなたは何を見たんですか？」

「はい。そこにはすでに十人ほどの人だかりができていて、中心に二人の若い男性がいました。一人はぐったりと倒たおれてましたが、一人は力なく座すわっていました」

「その座っていた男性というのは、今この法ほう廷ていにいますか？」

「はい」

「誰ですか。指差してください」

　ここで山田（仮）はためらうことなく俺を指差した。しかしそれは幾いく度どもニュースで流れた周知の事実である。陪審員たちにとっても今いま更さらの情報だったのか、大して感かん銘めいを受けたようには見えなかった。

「では、そのときの被告人の様子を具ぐ体たい的てきに証言してみてください」

「えーと、そうですね。まず、何より目立ったのは手に血ち塗ぬれた包ほう丁ちようを持っていたことでした。あと、気が抜ぬけた……というんでしょうか、ずいぶんとぼーっとした様子でしたね」

「なぜ自分がこんなことをしてしまったのか信じられないといった様子だったわけですか？」

　すかさず俺はドカンと拳こぶしを振ふり下ろした。

「削除願います！　誘導的かつ暗あん示じ的てき、さらに事実ではなく憶おく測そくを求める質問です！」

「認める」

「では質問は取り下げましょう。次に山田（仮）さん、倒れていた男の方はどんな様子でしたか」

「そうですね、どうも腹から出血していたようで、白いワイシャツの腹ふく部ぶが赤く染まっていました。でもとても死ぬほどの量の出血とは思えませんでしたし、最初に見たときはまだ生きてるんじゃないかと思いましたよ。ただ、胸も上下してませんでしたし、呼吸も全然してないことが分かってようやく、ああ、この人殺されてるんだな、って分かったんです」

「結構。では最後にこの質問をさせていただきましょう。恐おそらく誰もが疑ぎ問もんに思っていることです。山田（仮）さん。あなたはなぜこの寒い時期、それも夜に、あんな人ひと気けのない河原の草むらにいたんですか？」

　やはり東ヶ崎もその状況の不自然さには気付いていたようだ。まあ当然というべきだろうが。

　何かよほど後ろめたいことがあるのだろう、山田（仮）は急に落ち着きをなくし、証言台の上で頭をかきむしったり腕うでを組んだりして、無む理りに時間を引ひき延のばそうとしている。

「山田（仮）さん、お答えください、大だい丈じよう夫ぶです、あなたのプライバシーは保ほ護ごされますから」

「は、はい……。ええと、実はそのー、ですね」

　山田（仮）はなお渋しぶる様子を見せたが、段だん々だんと厳きびしくなる裁判長の視し線せんに耐たえかねてか、とうとうその驚きよう愕がくの答えを口にした。




「私は、平たく言うと……女性より男性が好きなんです」




　ぴしりっ──と音を立て、世界の壁かべが崩ほう壊かいしたような気がした。

　このとき俺が受けた衝しよう撃げきがどれほどのものだったかは、弁べん舌ぜつのプロである俺でさえ、言葉で表現する自信はない。

　そうか、それでか。それでだったのか。

　春を迎むかえた雪山のように、ずっと抱いだいていた疑ぎ問もんが氷ひよう解かいしていく。いや、実じつ態たいはそんな綺き麗れいなもんじゃないが。

　ＯＫ。まあそれはそれでアリだろうよ。

　あのクソ寒い草むらの中に、男ばかりがいた理由。なるほどそういうことか。

　なぜわざわざそんなクソ寒いところにいたのか？　違ちがうのだ。クソ寒く、人が来そうにないところであったからこそ、あいつらはあそこにいたのだ。

「ようするにこういうことですね、山田（仮）さん。あなたはゲイであり、事件現場となった場所はゲイの人々が集まる場所、つまりハッテン場だった。それゆえ真冬の河原という辺へん鄙ぴな場所であったにもかかわらず、悲鳴が聞こえたとき、その場にいた多数の男性が集まってきたと、そういうわけなんですね？」

「そ、それは微び妙みように語ご弊へいがあります！　ええ、理由はその通りですがハッテン場なんて品のない呼び方をしないでください！　あそこは僕たちがフェイバリット・リバーサイドと呼ぶ希望の地なんです！　確かに奇き数すう日びは男ばかりが集まりますが、偶ぐう数すう日びはレディースデーになってますし！」

　……へぇ。そうだったのか。なんとなくだが、そのフェイバリットなんちゃらとかいう名付け親とは一度腹を割って話し合う必要があるような気がした。

　それにしてもあの悪役三原色トリオどもめ。なぜわざわざそんなけったいな場所に俺を放ほうり投げやがったのだ？　偶ぐう然ぜん？　それとも故意？

　死体を遺い棄きするのに人気のない河原を選んだというのは別におかしくはない。だが実際のところその河原には人気がないどころかたくさんの男たちがたむろしていた。もっとも彼らも騒さわいでいたわけではないだろうし、あの草むらの中である。死体を遺棄する側も、男たちの方も、お互たがい気付いてなかったのかもしれない。

　だが、江畑を殺した連中はその容よう疑ぎを俺に振り向けようとしていたと思われる。つまり、死体の傍そばで俺が包丁を持っているところを誰かに目もく撃げきさせたかったのだ。だとすると、人ひと気けが全然ないような場所では不ふ都つ合ごうだろう。しかしなまじ人気があるところでは、こっそり俺と江畑を捨てようとしているところを見られる恐れもある。それゆえ、人気はあるだろうがお互いのことをあまり気にしないであろうハッテン場などという場所を選んだ……とも考えられるか。可か能のう性せいの域いきは出ないが、ありえそうな話ではある。

　いずれにせよ、現時点で推すい測そくできるのはここまでか。あとは反対尋じん問もんで問い質さねばならないだろう。

「質問は以上です」

「よろしい、では弁護人、反対尋問を」

「分かりました。では早さつ速そくですが……まず、あなたは悲鳴を聞いたと証言しましたね？」

「ええ」

「たとえばですよ、たとえば、仮にあなたが何らかの方法で意識を失わされたとします。そしてあなたが目覚めると、なぜかあなたの隣となりには腹から血を流している死体があり、そしてあなたの手の中には血塗れた包丁があったとします。そんな状況下で、あなたは悲鳴を出さずにいられる自信がありますか？」

「それは……まあ、確かにないかもしれませんけど」

「まさしく私はそんな状況下にあったんですよ」

「異議を申し立てる！　被ひ告こく弁護人は質問ではなく自分の考えを押おし付けているに過すぎん！」

「それは誤解ですよ検事。私は考えを述のべているのではありません、実際にあったことを述べているのです」

「検察の異議を認める、被告弁護人は黙だまれ。現時点では質問以外のことを口にすることは許されん」

　裁判長が無情な裁さい定ていをくだす。黙れはないだろう黙れは。

「……分かりました。では山田（仮）さん。次に、ええと、そのハッテン場についてですが──」

「フェイバリット・リバーサイドです！」

「し、失礼しました。ではそのフェイバリット・リバーサイドについてなんですが、そこは……有名な場所なんでしょうか？　その、地元的に」

「いえ、それはないと思います。まあネットで念ねん入いりに調べれば出てくるかもしれませんけど。僕たちとしても、地元の人にあまり偏へん見けんの目で見られるのはイヤですから常つね日ひ頃ごろから大きな声を出さないようにするとか注意を払はらってますし、男の日と女の日に分けてあるのもそのためなんです」

　そうか、なるほど合ごう理り的てき……なのか？　まあそれなら確かに、『あの河原は男ばっかり集まってるハッテン場なんだぜ』などとウワサが立つことはなさそうな気はするが。

「では次の質問です。仮にあなたがその河原にいたとします。そこに誰かが死体をこっそり運んできたとしましょう。その場合、あなたは気付く自信がありますか？」

「いやあ、ちょっと……というかかなり難むずかしいしょう。あの河原は草の丈たけも高いですしね。それにほら、あの河原って河の音はもちろんですが、草が風になびいて結構ガサガサうるさいんですよ。まあだからこそみんなに好まれてるんですけどね。だから夜にこっそり死体を捨てに来られても、まず気付けないでしょうね。悲鳴でも上がればさすがに別ですけど」

　頷うなずける話だった。

　俺もあの河原は見ている。確かに、あの草むらの中では気付けないだろう。

「それに、これはフェイバリット・リバーサイドに限ったことじゃなくて、カップルの集まるような場所なら共通の暗あん黙もくの掟おきてだと思うんですけど、パートナー以外の誰かが傍を通りがかっても、あまりそっちの方は見ないでしょう。ほら、やっぱりお互いプライバシーは大だい事じですし、パートナー以外の相手に目め移うつりするのは失礼じゃないですか」

　……なるほど、その通りである。いいこというなあ。

「結構です、ありがとうございました」

　話は分かった。しかし、俺と死体を遺棄していった連中──つまり赤村一味だが、あいつらはあの河原がハッテン場だと知ってたのかについてはやはり謎なぞのままだ。

　仮にあの場所に男たちが潜ひそんでいることを知ってて選んだのだとすると、やはり死体と俺を運んでいるところを誰かに見られる可能性はゼロではないわけで、危険が大きすぎるように思える。それにもし俺が目を覚ましてから悲鳴を上げることなくその場からこそこそと逃にげ出していれば、山田（仮）が言ったようにお互い気付くことなく終わっていたかもしれないのだし。

　逆に赤村一味がたまたま選んだ場所があの河原だったとしたら──つまり、周囲に人気がないことを前ぜん提ていにあの場所を選んだとしたら。それはそれで俺に逃とう亡ぼうの余よ地ちを与あたえることになり、殺人の濡ぬれ衣ぎぬを着せにくくなる。

　うーん、どうにも中ちゆう途と半はん端ぱな話だ。まあ連中にしてみれば、肝かん心じんなのは江畑の口を塞ふさぐことだけだったのかもしれんが。

　とにかく、これで差し当たり必要な話はすべて聞けた。

　最後に、なんとなく抱いだいていた疑問をぶつけてみることにする。

「しかし、どうでもいいんですが寒くないんですかね？　こんな真冬の河原で」

「いえ、それは確かに寒いですよ、凍とう死ししそうなぐらいに。けど……ほら、なんていうかなあ、分かりませんか？　その、温めあいますから」

「……質問を終わります」

　思わず逃げてしまった。

　そうですよネ。寒い河原でも恋こい人びとと抱だき合ってたらそりゃ温かいですよネ。




「次の証人は、岩いわ柳やなぎ邦くに夫お巡じゆん査さ部長です」

　証言台に立ったそのまともな名前の制服警官は、忘れるはずもあるまい、俺があの草むらの中、死体の傍そばで目を覚ましたとき、真っ先にやってきたあの制服警官であった。

「岩柳さん。あなたは今回の事件で、現場に最初に到とう着ちやくした警官ですね？」

「そうです」

「では、捜そう査さの始まりについてお話し願えますか」

「分かりました。まず、事件の一一〇番通報があったのが一月九日の午後七時四十分ごろのことです。その後、偶然現場近くでパトロールをしていた私が現場に駆かけつけました」

「ではそのときのことを詳くわしく話してください」




　……その後、岩柳が口にした証言にはそれほど目新しいものはなかった。

　現場に到着して遺体を発見し、すぐに殺人事件として応おう援えんを頼たのんだこと。そして応援が来るまでは現場の保ほ存ぞんに努める一方、遺体の傍で血のついた包ほう丁ちようを持っていた俺に包丁を提てい出しゆつしてもらい、任にん意い同どう行こうを求めたことなどを証言した。

　まあ所しよ詮せんは一制服警官ということか、あまり大した証言を求められるわけではないようだった。

「弁護人、反対尋問はあるか？」

「いいえ、特には」

「では東ヶ崎検事、次の証人を喚かん問もんしたまえ」




　次に東ヶ崎が証言台に立たせたのは、警察御ご用よう達たしの死体専せん門もん家か、江え星ぼし博士はかせであった。

「江星博士、あなたは被害者の遺体の司し法ほう解かい剖ぼうを行いましたね？」

「あい」

「では遺体の状じよう況きようについて詳しく証言していただきます。まず、被害者の死因はなんだったのですか」

「あい。ではまずこの写真をご覧らんください」

　江星がまず取り出したのは、二枚の大きな写真だった。

　それを見た陪ばい審しん員いんたちが一いち様ように息を吞のむ。それもそのはず、それは二枚とも被害者の腹部の傷のドアップだったからだ。

　一枚は遺体が発見されたときのまま、白いワイシャツの上から撮とったものだ。もちろんワイシャツには血が滲にじんでいる。しかし山田（仮）の証言した通り、出血量はあまり多くないように見受けられた。別に地面に垂たれたとか、そういうわけでもなさそうなのに。

　もう一枚は司法解剖のときに撮とったのか、服を除じよ去きよして傷口をモロに写しており、ぱっくりと深そうな傷がよく見えた。傷口の周辺は気味悪く黒ずんでおり、少しばかり内ない臓ぞうがはみ出していたとしても不ふ思し議ぎではなさそうな、決して直ちよく視ししたい写真ではなかった。

「これが被害者の致ち命めい傷しようの写真です。これを見ただけでは分からないと思いますが、腹部を大きめの刃物で刺さされてます。死し因いんは腹部大だい動どう脈みやくを損そん傷しようさせられたことによる出血性のショック死です」

「江星博士。腹部を刺されたぐらいで出血性のショック死に陥おちいったりするものなのですか？」

「もちろんですとも。腹というのは人間の体の中心です。そこには全身に血を送り出すため、大きな大動脈が通っています。なにしろ全身に血を送るための大動脈と言うぐらいですから、凄すさまじい血けつ圧あつです。それが損傷すればわずかな時間でもびゅーびゅーと大量に出血し、あっというまに血圧が低下して体内に血が行き渡わたらなくなり、身しん体たいの機き能のうが急停てい止しして死に至いたるというわけです。ただ、写真を見て分かる通り外部への出血は大した量ではなかったようです」

「なぜ出血が少なかったのですか？」

「いえ、出血そのものは決して少なくはありませんでした。ただ、大動脈から溢あふれ出た血液はすべて腹ふつ腔こう内ない──ようするに腎じん臓ぞうや肝かん臓ぞうが収まっている腹部の隙すき間まに溜たまったんです。そのまま血を流し続ければやがて外部にも溢れたでしょうが、その前に身体機能が停止して血流も止まってしまいましたから」

「結構です」と、東ヶ崎は裁判長に向き直った。「裁判長閣かつ下か、まず被ひ害がい者しやの傷を服の上から撮さつ影えいしたこの写真を検察側証しよう拠こ物件Ａ、傷口を直接撮影した写真を同じくＢとして提出します」

「弁護側、異議はないな？」

　こればかりは俺に異議を申し立てる余よ地ちもない。

「……とりあえず異議はありません。しかし、弁護側の当然の権利として、我われ々われにも検証用に同じ写真を頂いただきたいと存ぞんじますが」

「結構です。後ほど焼き増しして弁護側に渡すことを約束しましょう」

「よろしい、では証拠として受じゆ理りする」

「では尋じん問もんに戻もどります。江星博士、その致命傷となった傷以外に何か気になった点はありましたか」

「ええ。どうやら被害者は相当抵てい抗こうしたようです。致命傷の周辺にはいくつも小さな切り傷がありました。それらの傷には出血した痕あとがありました。死んでから傷つけられたのでは出血しませんから、これらの傷は生前のものと思われます。それと、どうも被害者は両りよう腕うでを拘こう束そくされた状じよう態たいで刺されたようなんです」

「その根こん拠きよはなんですか？」

「あい。被害者の足にも、刃物でつけられたと思われる傷がいくつも残っていたからです。その反面、手や腕には特に傷はありませんでした。つまり、被害者は刃物を持った犯人に対し、足で抵抗するしかない状態にあった、すなわち両腕を拘束されていたと考えられるわけです」

　そうか。なるほど、大いにありうる。

　今回の事件の真犯人は、間ま違ちがいなく三人組。もっとも主犯格の赤村にはアリバイがあり、直接手は下さなかったのかもしれないが、それでもほかに二人いることは間違いない。まず俺を眠ねむらせた後で、一人が江畑を後ろから拘束し、そしてもう一人が前から腹を刺した──というわけか。

「他に何か気になった点はありましたか？」

「あい。実はもう一つ、どうやら被害者の遺体は、死後に移い動どうさせられたようなのです」

「どのような根拠からそう考えたのですか？」

「人が死ぬと重力によって血液が下の方にたまっていきます。その結果、黒い斑はん点てんのような死し斑はんが現れるわけですが、その死斑の位置がどうも分ぶん散さんしているようなのです」

「具ぐ体たい的てきに言ってください、分散しているとはどういうことですか？」

「ええとですな、警察から聞いた話によれば、被害者の遺体は仰あお向むけの状態で発見されたということでした。すると当然死斑は背中や臀でん部ぶ、大だい腿たい部ぶなどに出てくるように思えますが実際には地面に直接接せつ触しよくしている背中などの部位に死斑は出ないんです。血管が圧あつ迫ぱくされてるから血液が入り込めないんですね。ところが、今回の場合はその背中や腰こしに死斑が見受けられた反面、大腿部に発はつ現げんしている死斑が非ひ常じように薄うすくなっていたんです。以上のことから、私は被害者は死後に移送されたのだと推すい測そくしたんです。恐おそらく、俗ぞくにいうお姫ひめさまだっこのような形で。そうすれば背中や腰の辺りに血がたまって死斑が出ますが、逆に大腿部には血がたまらず死斑は発現しにくくなります」

　うわ、なんかイヤだなそれは。この場合、お姫さまだっこをしてたのは被告人の俺ってことになるんだろうし。

「なるほど、よく分かりました。では最後に、被害者の死亡推すい定てい時じ刻こくは何時ごろだったと思われますか？」

「そうですな。まず私が遺体を司法解剖したのが午後九時ごろのことです。死体の体温や死斑の濃度などから推定した死亡時刻はおよそ二時間前の午後七時ごろだったと思われるのですが、何しろ被害者は死後に移動させられていたと考えられます。今回の場合は気温の高い室内から寒い外への移動だったと思われますし、そうなると死後硬こう直ちよくや体温などにも大きな影えい響きようをおよぼしていると考えられます。それらのことを総そう合ごう的てきに考えて……まあ午後六時半から七時の間とするところが妥だ当とうだと思います」

　うむ、妥当だろうな。今回の事件に限っては、少なくとも被害者は午後六時過ぎまで生きていたことを俺が知っている。死亡推定時刻は午後六時半前後と見てほぼ間違いあるまい。

「終わります。反対尋じん問もんを」

　東ヶ崎が席に着き、入れ替かわり俺は立ち上がって質問を繰くり出した。

「江星博士。あなたは確かこう仰おつしやいましたよね？　被害者は両腕を拘束された状態で腹部を刺されたと」

「ええ、そうです」

「ではお訊たずねしますが、被害者の腕には何か拘束されたような痕こん跡せきはあったんですか？　たとえば、ロープで縛しばられた痕とか」

「いえ、そういうものは特にありませんでした」

「となるとですよ、被害者の両腕が拘束されていたというのは、ひょっとして誰かに羽は交がい絞じめにされていたとは考えられませんか？」

「いえ、そうとは限らないでしょう。たとえばタオルのような柔やわらかい布で腕を縛れば、痕が残らなくても不思議ではありません」

　俺はわざとらしく肩かたをすくめてみせた。あーやれやれ。

「江星博士。失礼ながらあなたの読どつ解かい力りよくには大いに疑問の余地があるようですね」

「なっ、なんだと!?　無ぶ礼れいな！　私はちゃんと質問に答えているではないか！」

「いいえ、あれでは私の質問の答えになっていませんよ。ではあなたにも理解できるよう分かりやすく聞き直しましょう。被害者は誰かに羽交い絞めにされ、腹部を刺されたという推理を否ひ定ていする根拠を、あなたは何か提てい示じすることができますか？」

「え」

　途と端たんに江星は鼻はな白じろんだ。まあ元から肌はだ白じろいヤツだけど。

「いや、その、確かにそう言われると否定できませんが……」

「結構。ではその場合、少なくとも犯人は、被害者を拘束する人間と刃は物もので刺さした人間の、二人以上存在した計算になりますね？　すると残りの一人は一体どこにいったんでしょう？」

「異議を申し立てる！　憶おく測そくに基づいた偏へん見けんを強きよう要ようする質問だ！」

「異議を認める」

「分かりました、質問を変えましょう。江星博士、あなたは被害者は死後に移動させられたと証言しましたね？」

「ええ」

「それも、被害者は俗に言うお姫さまだっこのような形で運ばれたと証言しましたね？」

「そうです」

「それはつまり、被害者の背中や腰を下側にする形で運ばれたとおっしゃりたいわけですね？」

「ええ、まさしく」

「だとするとですよ。たとえばそれはお姫さまだっこではなく、二人がかりで両手と両足を持ち上げた形で運ばれたとも考えられるのではないですか？」

「異議を申し立てる！　偏見と憶測の強要だ！」

「裁判長、これは先ほど却きやつ下かされた質問とは性質が違います。私は偏見を強要しているわけではなく、可能性の有う無むを確かく認にんしたいのです」

「異議は却下する。証人は質問に答えるように」

「え……。それはまあ、可能性があるかどうかと言われれば、ないとは言えませんが……」

　よし。今のところはこれで充じゆう分ぶんだ。

「結構です、これで終わります」

「東ヶ崎検事、再直接尋問はあるかね？」

「いいえ、特にありません」

「では証人は下がってよろしい。次の証人を喚かん問もんするように」

「いえ、それについてですが裁判長閣下。今日の審しん理りはここまでにしていただきたいと思いますが」

　東ヶ崎の言葉に、裁判長は壁かべかけ時計に目をやると、やや意外そうに言った。

「ふむ。それは構わぬが、いささか早すぎぬか。陪ばい審しん員いん諸しよ君くんには貴き重ちような時間を提供してもらっているのだ、できる限り有効に時間を利用するのが我々の義ぎ務むであろう」

「しかし立証の都合上、やはりこのタイミングが最さい適てきなのです。今後は被告人の殺害動どう機きと、逮たい捕ほに至った状じよう況きようについて立りつ証しようしていく予定なのです。これは二つ続けて立証する必要があるのですが、それにはいささか長い時間が必要となります。今から行ったのでは時間的にも、また精神的にも陪審員の皆みなさんに負ふ担たんを強しいることとなる恐おそれがあります」

「……ふむ。では仕方があるまい、キリもいいようだし、本日の審理はここまでとする」

　裁判長は俺がとりあえず異議を申し立てる前に、とっとと木き槌づちを叩たたいて裁さい決けつをくだしてしまった。まあ仕方あるまい。

　それにしても動機か。俺は一体いかなる理由で江畑を殺害したのか？　警察も検察も、そのことだけはまったく教えてくれなかった。気にならないと言えばウソになる。

　くそ、ひょっとして東ヶ崎のヤツ。時間の都合がどうこうといった話ではなく、ただ単に俺を焦じらせるためだけに審理中ちゆう断だんを申し出たのではあるまいな……。
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　　　　一月十四日午前十時




　地方裁さい判ばん所しよ第三法ほう廷てい

「それで山やま鹿しか。調査の方は何か進しん展てんがあったのか？」

　翌日再開された法廷で、俺おれの隣となりに座すわった竹たけ田だは、開かい口こう一いち番ばんそんなことを言った。

「昨日の今日だぞ、あるわけねーだろ。ただでさえ検けん察さつ側がわの出で方かただってまだ見み極きわめてないんだからな」

「そうか、まあどうとでもしてくれ。ただ私は貴き様さまと違ちがって忙いそがしい。たまっている仕事もあるのでな、本来なら裁判どころではないのだ。悪いが仕事の方を優先させてもらう」

　そう言ってカバンから書類と筆ひつ記き用具を取り出すと、本当に裁判そっちのけで仕事を始める不良弁べん護ご士し。

　……まあいいけどな。どうせ最初からこいつに頼たよるつもりもなかったし。

　やがて裁判長が入ってきて、審しん理りの再開が宣せん言げんされた。

「本日最初の証人は、遠えん大だい有ゆう徳とく刑けい事じ部長です」

　かくして裁判は再開された。

　だがその日最初の証人として証しよう言げん台だいに立ったその刑事部長を見たとき……俺はわずかながら啞あ然ぜんとしてしまった。

　前回取とり調しらべ室で会ったとき、あの刑事部長は申もうし訳わけ程てい度どにネクタイこそつけていたものの、他の刑事と同じようにワイシャツはシワシワ、髪かみはぼさぼさと、少々の威い厳げんこそあっても人としてはどうか、みたいな格かつ好こうをしていた。

　それが今はどうだろう。髪かみはポマードでテカテカに固め、派は手で派手しい真っ青なスーツをびしっと着こなしたその様は、どうみても父兄参さん観かんで勇み足を踏ふんだオヤジである。おまけにネクタイなんて真っ赤だぞ真っ赤。

　いや、別にそのセンスをけなすつもりはない。人一人の人生がかかっている刑事裁判の予よ備び審しん問もんなのだ、多少は服装にも気を遣つかうのが当然だろう。

　ただ──中年のオヤジが青いスーツに真っ赤なネクタイというその格好は、いささか方向性を間違えたとしか思えない。誰だれか止めるヤツはいなかったのだろうか。いなかったんだろうな。部長だし。

「さて、ではまずあなたのご職しよく業ぎようについて証言してください」

「私は地元警けい察さつ署しよ刑事部の部長を務つとめております」

「つまり、刑事全員を統とう轄かつする立場にあるわけですね？」

「その通りです」

「では遠大刑事部長。まず最初にお訊たずねしますが、刑事部長というのは今回の事件のように陣じん頭とうに立って捜そう査さを指し揮きすることがあるのでしょうか」

「あるのかないのかと問われれば、ノーと答えるべきでしょう。刑事部長の役割というのは、あくまで刑事部全体を統轄することですから。しかし何しろ今回の容よう疑ぎ者しや──現在は被ひ告こく人にんですが、彼は刑事裁判の技術に長たけていることで有名な山鹿弁護士です。捜査の過か程ていでミスがあれば、それがどんな些さ細さいなことであってもとことんあげつらわれ、裁判はまともに進行しなくなるでしょう。よって完かん璧ぺきを期きすために、刑事部の最高責任者である私が捜査の指揮を執とることにしたのです」

　よく言うぜ、どうせ本ほん音ねは手て柄がらを立てたいだけのクセに。反対尋じん問もんで思いっきりその辺り突つっ込んでやるからな、覚かく悟ごしてろ。

「では、あなたが事件現場である河原かわらに到とう着ちやくしたのは何時ごろのことでしたか？」

「午後七時四十五分ごろのことです」

「ではまず、現場の状じよう況きようを詳くわしく証言してください」

「大だい体たいは昨日、山やま田だ（仮）さんが証言した通りですね。現場は津つ羅ら野の河かわの傍そば、枯かれてはいるものの丈たけの高い草くさが生い茂しげった草むらの中でした」

「あなた方はその周辺を念ねん入いりに捜査したわけですね？」

「そうです」

「その結果、何か事件に関連すると思われるものを発見できましたか？」

「いえ、それが奇き妙みような話で、特に何も、血けつ痕こん一つ見つからなかったんです。そこで我々は殺人自体はここではなく別の場所で行われたのではないかと推すい測そくしました」

「つまり、その河原に死体があったのは草むらの中に隠かくすためだった……と考えたわけですね？」

「ええ、最初はそう考えました」

「よろしい、続けてください。次に何を行いましたか」

「はい。まずは山鹿被告人が持っていたという血の付ふ着ちやくした包ほう丁ちようについて鑑かん定ていをさせました」

「結果を教えてください」

「山鹿被告人の指し紋もん、および被害者の血液が付着していることを確かく認にんしました」

「その包丁を今お持ちですね？」

「はい。これです、どうぞ」

「裁判長、この包丁を検察側証しよう拠こ物ぶつ件けんＣとして提てい出しゆつしたいと思います」

「弁護人、異い議ぎはないか？」

「……まず、その包丁をじっくり見せていただきたいと思いますが」

　俺の要よう求きゆうはかなえられ、ビニール袋ぶくろに入れられた赤黒い包丁が俺の手元に回される。

　間違いない、あの日俺が持っていた包丁だ。もっともあのとき俺の頭はかなりぼーっとしていたのでそうはっきりと覚えているわけではないが、さりとて異議を差し挟はさめそうな余よ地ちもなかった。

　結局、その包丁は検察側証拠物件Ｃとして受じゆ理りされた。

「ではその後、あなた方が行った捜査について証しよう言げんしてください」

「我々はまず被害者の身み元もとを確認しました。所しよ持じしていた免めん許きよ証しようから住所を割わり出し、また、赤あか村むら紅こう助すけという地元市議会の議員の秘ひ書しよをしていることも突き止めました。

　そこで早さつ速そく彼の家族やその赤村という市議会議員に連れん絡らくを取り、職場や自宅を捜そう索さくしたんです。その結果、自宅の方では特に何も発見できなかったのですが、職場である赤村市議の事務所ではいくつかの証拠物件を発見することができたんです」

「その証拠物件をお持ちいただけていると思いますが」

「はい、これです」

　取り出したのは、ビニール袋に入ったコーヒーカップ、そして同じくビニール袋に入った先せん端たんが赤く染まった綿めん棒ぼうが一セット。

「ではまずそのコーヒーカップについて解かい説せつしていただけますか」

「はい。このコーヒーカップは事務所のテーブルの上に置かれていました。発見時には底の方にまだわずかながらコーヒーが残っており、数時間以内に使われたと思われます。また、指紋や付着している唾だ液えきを調べたところ、山鹿被告人が使用したと思われる痕こん跡せきが残っていたのです」

　くそ、やっぱりそういう立証をするわけか。

　事務所に俺のいた痕跡を残そうと思ったのが完全に裏うら目めに出たわけである。後こう悔かい先に立たずとはこのことか。

「では次はその綿棒について解説してください」

「はい。まずこの写真を見てください」

　次に遠大は大きなパネル写真を取り出した。どうやら事務所の床ゆかを撮とったものらしい。

「ご覧らんください。少し見えにくいかもしれませんが、その事務所の床には大小いくつかの血痕が残っていました。この綿棒はそれを採さい取しゆしたものです」

　確かに、いくつかの血痕が写っている。まあ江え畑ばたは殺された際さいにずいぶん抵てい抗こうしたらしいし、血が飛とび散ちっていてもおかしくはないが。

「それらの血痕についてＤＮＡ鑑定を行いましたね？」

「はい」

「結果を教えてください」

「採取できたＤＮＡは、二人分ありました。結果から申しますと、まずこの写真に写っている小さな血痕──これが被告人の血液で、それ以外はすべて被害者のものであることが分かりました」

　ガーンと頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきがあった。

　血痕？　俺の血痕だと？　なぜそんなものが？　コーヒーカップはともかく、そんなものを残した記き憶おくはないぞ。

　いや待て。俺が残したのではないとしても、俺以外の誰かの仕し業わざということは充分考えられる。もっとも合ごう理り的てきな理由はたった一つだ。すなわち、俺の犯行であると見せかけるため、あの悪の三人組が眠ねむっている俺を傷つけて出血させたってとこだろう。

　しかしこれはまずいな。

　コーヒーカップぐらいなら誰かの陰いん謀ぼうということで誤ご魔ま化かすことも不ふ可か能のうではない。別にコーヒーを飲むなんてどこででもできるんだしな、最近俺の事務所でコーヒーカップが盗ぬすまれました、ってことにしておけばなんとかなるかもしれん。

　だが、血痕まで一いつ緒しよに見つかったとなると少々困ったことになる。ただでさえ被害者は殺されるときに抵抗したと言われているのだ、そのときに俺も怪け我がをして血痕を残したとでも主しゆ張ちようされれば──俺でも頷うなずいてしまいそうだ。カップだけならともかく、血液まで誰かに盗まれたと言っても陪ばい審しん員いんは納なつ得とくしてくれないだろうし。

「裁判長。まずこのコーヒーカップを証拠物件Ｄ、そして事務所の床に落ちていた血痕を撮さつ影えいしたこの写真をＥ、そして血痕を採取したこの綿棒をＦとして提出いたします」

「弁護側、異議はあるか？」

　そんなに一度に提出されたら覚え切れません──という理由で異議を申し立ててやろうかと思ったが、それはむしろ俺が無む能のうのように思われる恐おそれがあるのでやめておいた。

「……異議はありません。が、一いち応おう証拠物件を詳くわしく見せていただきたい」

　俺の提てい案あんは受け入れられ、間もなく三つの証拠物件が回ってくる。

　とはいえ、こんなものをよく見たからといってどうなるものではない。コーヒーカップは間ま違ちがいなくあの日赤村の事務所にあったものだったし、血のついた綿棒なんざよく見たって何か分かるわけでもない──。




　……と、そう思っていた。綿棒の先せん端たんをよく見るまでは。




　証拠物件Ｆの綿棒。その先端。

　赤く染まっている。それは当たり前だ、血液を採取したんだから。しかし、血痕自体の量りようが少なかったせいだろう、赤く染まっている部分が小さい。

　まあそんなことはどうでもいい。何よりも一番気になったのが──赤く染まった綿棒の先端、そのすぐ上の部分。そこが、うっすらとではあるが黄色くなっていたのだ。

　本当にわずかな量だ。その大きさも二、三ミリもあるまい。だが間違いなく、その綿棒は薄い黄色に染まっていた。

　なぜだろう。なぜこんなことが起こりうるのだろうか？　綿棒が汚よごれていた？　いや、刑事部長なんて大たい層そうな地位の人間が出てきて捜査してる事件だ、そんな初しよ歩ほ的てきなミスはしないだろうし……。

「弁護人、もういいか？」

「え？　ああ、はい」

　裁判長が言ったので、俺は仕し方かたなくその証拠群ぐんを返した。

　これは直ただちに反対尋じん問もんで突つっ込みたくなる事こと柄がらではあるが……まだだ。まずは裏付けが必要だ。

　こんな不ふ審しんな証拠物件をなんの臆おく面めんもなく出してきたということは、警察も検察もこのことには気付いていない、あるいは気付いているが特に大したことではないと解かい釈しやくしていると考えられる。

　証人尋問には、一つの基本テクニックがある。それは、どんな答えが返ってくるか分からない質問は絶ぜつ対たいにするなというものだ。もっとも、虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得ずということわざもある。俺はわりとそんな基き本ほん原げん則そくなど無む視ししているのだが、それも時と場合によりけりだ。この場合に限っては、あの黄色い綿棒にどんな意味があるかを知っておかなければ、なんら逆ぎやく襲しゆうする材料にはならないだろう。

　東とうヶが崎さきの尋問は続く。

「では遠大刑事部長、もう一度確認しておきます。被ひ害がい者しやの勤つとめ先の事務所には二人分の血痕が落ちており、その一つは被告人のものだったというわけですね？」

「そうです」

「ではあなたはそれが被告人の体のどの部位から出血したものであるかを確認しましたか？」

「ええ、もちろん調べようとしました。ですが、残念ながらそれは無理でした」

　……なんだと？　俺は体の傷を調べたいなどと頼たのまれた覚えはないぞ。

「それはなぜですか？」

「それを調べようとしたところ、被告人は急に自分を傷つけ始めたのです。机つくえの角に頭をぶつけ、鼻を殴なぐって鼻血を出し、さらに腕うでに爪つめを立てたり……。おかげで、どの部位の出血だったのかは今となってはまったく不ふ明めいです」

「い、異い議ぎあり！」

　このときばかりは俺もいささか興こう奮ふん気ぎ味みに叫さけんだ。

「裁判長、今の証言は完全にウソっぱちです！　私の怪我は彼らの不ふ当とうな取調べによる結果であり、決してそんないつできたかも分からないような出血をごまかすためではありません！」

「弁護人、静かにしなさい」と、裁判長はあくまで冷静であった。「裁判において、検察と弁護側の主しゆ張ちようが完全に食い違うのは当然の話である。が、その真しん否ぴを裁さい定ていするのは我々ではなく陪審員諸しよ君くんの領りよう分ぶんである。よってただ今の弁護側の異議そのものは却きやつ下かする。ただし、陪審員諸君は弁護人の異議申し立てがあったことを記憶から消去する必要は無なく、考こう慮りよの参考としても構かまわないということを付け加えておくものとする」

　くっ。まあいい、今のところはこれぐらいで我が慢まんしておくべきだろう。

　それにしてもひどいのは遠大刑事部長である。俺が証拠を誤ご魔ま化かすために自分で自分を傷つけただって？　よくもそんなウソの証言が平気な顔してできるものだ。貴き様さまには法に携たずさわる人間としてのプライドはないのかこのペテン師しめ！

　ここで東ヶ崎は、証言台ではなく裁判長の方へ体を向けた。

「裁判長閣かつ下か。立証の手順の都つ合ごう上、この証人への質問はこれで一いつ旦たん中ちゆう断だんしたいと思います」

「よろしい。では弁護人、反対尋問を行いたまえ」

「分かりました」

　くっくっく。散さん々ざん俺をコケにしてタダで済むとは思っていまい。せっかくだ、少し苛いじめてやろう。

「では遠大刑事部長に伺うかがいます。あなたは通つう常じよう、こういった事件を最前線で指し揮きすることはないんですよね？」

「ええ、まあ」

「しかし今回に限っては、より完かん璧ぺきで慎しん重ちような捜そう査さが必要であるため、あなた自ら捜査の指揮を執とったわけですね？」

「その通りです」

「と、仰おつしやるのは実は建たて前まえで──」

　ここで俺は見下すようにニヤリと笑った。

「──本当のところは、世せ間けんから多大な注目を集めているこの事件を陣じん頭とうに立って捜査することで、あなた自身が目立ちたいと考えているだけなのではないですか？」

「なっ、なんてことを！」

　効こう果かはばつぐんだ。

　遠大は着けているネクタイのごとく顔を真っ赤にして、

「失礼にもほどがあります！　私はただ自分の職しよく務むに忠ちゆう実じつたろうと、そして些さ細さいな捜査ミスで殺人者を野の放ばなしにしたくないだけです！」

「ですが遠大刑事部長。たとえば似に合あってもいない派手な真っ赤なネクタイをつけて裁判に出てるとすれば、それは人の注目を集めようとしていることの証明になるとは思いませんか？」

　傍ぼう聴ちよう人にんたちも同様の疑問を持っていたのだろう。それが俺の一言で我が慢まんできなくなったのか、ブフォッといういくつもの忍しのび笑いが生じた。

「に……似合っていないとはどういうことですか！　私はこのような裁判だからこそ失礼があってはいけないと、妻にプロポーズしたときと同じ格かつ好こうでこうして証言しているのです！」

　……そっかー。奥おくさん止めてくれなかったのかー。だからそんな真っ赤なネクタイをなんの臆おく面めんもなく着けていられるのかー。

　ってか奥さんいるのかよ、こんなオヤジに。いやまあ刑事部長なんて肩かた書がきを持ってる公こう務む員いんなのだし、いてもおかしくはないのだが、デートすらまともにできていない俺からすると、なんか不公平に思えてくる。

「しかしですよ遠大さん。私はこれまで幾いく度どもあなた方警察に苦く汁じゆうを舐なめさせてきた悪あく魔まのような弁護士です。その私をあなたがコテンパンにやっつけることができれば、素す晴ばらしい実績になるんじゃないですか？」

「異議を申し立てる！　これは証人を不当に陥おとしいれることを目的とした悪意ある質問だ！」

「いいえ裁判長。なぜ刑事部長という本ほん来らいは後方にあるべき人物が、今回に限ってわざわざ前線に出てきたのか、その目的についてはハッキリさせておく必要があると思われます」

「……検察の異議を認める。証人はこの質問に答える必要はない。しかし弁護側の質問について、陪ばい審しん員いん諸君が無む視しする必要はないことを付け加えておく」

　裁さい定ていがくだされる。

　どうも今回の裁判はこんな展開ばかりだな。まあそう仕し向むけたのは俺なわけだが。

「分かりました。では次に。あなたが赤村市議の事務所で見つけたというコーヒーカップですが、そこにはまだコーヒーが残っていたと証言しましたよね？」

「そうです」

「あなたはその残っていたコーヒーについて、何らかの調査をしましたか？」

「ええもちろん。残ざん留りゆう成分について調べさせましたが」

　なんだ、ちゃんと調べてるじゃないか。

「その結果を聞かせてください。何か分かりましたか」

「いいえ、特になにも。ただのブラックコーヒーでした」

　……何？

「ちょっと待ってください。何も検けん出しゆつできなかったんですか？」

「ええ、だからそう言っているでしょう？」

　そんなバカな。俺はアレを飲んであっさり昏こん倒とうしてしまったんだぞ。何も検出できなかったなんてことがあってたまるか。

　……いや、ありえないこともないか。よく考えれば、赤村一味がそんな重大な証しよう拠こをそのままにしておくわけがない。そういえば待てよ、確か遠大のヤツ、さっきの尋じん問もんで──

「遠大刑事部長。そのコーヒーカップにはどの程度のコーヒーが残っていたんでしたっけ？」

「ほんの少しの量ですよ。底にちょっとたまってたぐらいです」

　ちっ。どおりで何も出てこないはずだ。

　俺はあのコーヒーはせいぜい半分ぐらいしか飲んだ記き憶おくがない。考えられることは一つ、赤村たちはやはり睡すい眠みん薬やくの残っていたコーヒーカップを洗ったのだろう。恐おそらくは、別のコーヒーを注いでゆすいだのだ。そうすれば当然ただのコーヒーしか検出されなくなる。もちろん、カップに残っている俺の指し紋もんや唾だ液えきは消失しないよう気を遣つかって。

　くそっ、少しなめていたのかもしれない。こいつは思っていた以上に計画的な犯行のようだ。油ゆ断だんすると本気で俺が有ゆう罪ざいにされかねんぞ。

「……質問は以上です」




「次の証人は、穀こく島しま琴こと音ねさんです」

　検察側が次に呼んだのは、俺に味み方かたすると約束した故こ・江畑の恋こい人びとだったというあの少女だった。

　さすがに今日は制服は着ておらず、まるで会社訪ほう問もんをする学生のようなスーツを着ている。しかしあれだな、こうしてみるとやっぱり最近の女子高生は制服を着てないと高校生には見えないな。大人びてるんだか老ふけてるんだか知らないが。

「さて穀島さん。まず、あなたと被ひ害がい者しやの関係について教えていただけますか」

「ええっと……二か月ほど前にとあるボランティア活動で知り合ったんです。それからときどき会ったりしてました」

「それはつまり、お二人は付き合っていたということですね？」

　せっかくの穀島のオブラートにくるんだ表現も、東ヶ崎にかかればミもフタもない。

「え……ええ、まあそうです」

「では、そんなあなたにお聞きします。今回の事件の被害者である江畑さんとはどういう人物だったのですか？」

「とても誠せい実じつな人でした。決して人を騙だましたりせず、困ってる人を見れば手を差し出さずにはいられない、そんな人でした。だから私は彼のことが好きになったんです……」

　ここで穀島は声を震ふるわせ、目を指で抑おさえた。

「私、もうすぐ高校を卒業するんです。だから……二人でどこかへ旅行へ行こうって約束もしてたのに、なんでこんなことに……」

　涙なみだぐましい場面である。陪審員の中にはもらい泣きしてるヤツまでいる。

　ここで『未成年者と旅行なんてしていいのか』──などと考えるようではいけないのだとは思う。しかし、どうも裁判という舞ぶ台たいで涙を見せられると、それがどんな証人であっても、芝しば居いにしか見えなくなってしまうのは俺だけだろうか。

「結構です。では最後に、穀島さん。あなたは被害者を殺さつ害がいした犯人に何か言いたいことはありませんか？」

「……死し刑けいになって欲ほしいぐらい憎にくいです」

「質問は以上です」

　……終わってしまったぞ。なんだこれは。

　分からない。本当にそれだけなのか？　そんなことだけ聞いて一体何になるというのだ？

　確かにこれで陪審員の俺への印いん象しようを悪くすることはできたかもしれん。しかし、仮にそれが狙ねらいだったのだとしても、たったあれだけの証言ではどうも中ちゆう途と半はん端ぱな感じがする。用よう意い周しゆう到とうを地じで行く東ヶ崎らしくもない。それともこの証言すら何らかの布ふ石せきになってるとでも言うのだろうか？

「弁護側、反対尋問は？」

　裁判長が俺に尋たずねる。

　反対尋問か……。本来ならここは穀島に「あなたはもちろん犯人が憎いでしょうが、私が犯人だと思っていますか？」と質問すべきところだろう。そうすれば俺が犯人とは思えないと証言してくれるはずだ。

　しかし、穀島は一〇〇％俺の味方をすると公言したことは一度もない。もし俺の意い図とするものとは違ちがう答えがでてきたら厄やつ介かいなことになる。そもそも、穀島が俺を犯人ではないと思っている根こん拠きよは、江畑が赤村を内部告発しようとしていたこと、そして江畑とそれまで面めん識しきのなかった俺に殺害の動機がどこにもないということを知っているからだ。

　だが、反対尋問で尋ねることができるのは、直接尋問で触ふれられた事こと柄がらに限られる。現時点で赤村のことを話題に乗せようとしても、確実に異議を申し立てられるのがオチだろう。

　ここはひとまず様子を見るべきだ。俺は裁判長に答えた。

「現時点では特にありません」




「次の証人は、とあるビルの管理人を勤つとめておられる入いり口ぐち守まもるさんです」

　また謎なぞな証人である。ビルの管理人？　今回の事件ではビルなんてまったく出てきていない。そんな証人を呼んで何がしたいんだ、あのハイエナは。

　しかし入ってきた証人を見て、俺は妙みようなデジャブに囚とらわれることになる。こいつ、どっかで会ったような……？　いや、最近の話ではない。随ずい分ぶんと昔のことだ。

「入口さん。まずお訊たずねしますが、あなたはあの山鹿被告人のことをご存ぞん知じですか？」

「ええ知ってます。以前、私が管かん理りを勤めていたビルの二階に法律事務所を構かまえていらっしゃいましたから」

　……思い出したぞ。

　こいつは以前、俺と毎日のように会っていた。そう、まさしく俺の事務所があるビルの管理人だった男ではないか。

「それはいつからいつぐらいまでのことですか？」

「そうですねぇ。管理人をやめたのは大体半年前のことです。その前はかれこれ五年ぐらい番人をしておりました」

「ではあなたが見てきた数年間で、山鹿法律事務所には普ふ段だんどのような人が出入りしていたかご存知ですか？」

「ええ。まあ元々人の出入りの多いビルじゃありませんでしたからね。それにあの法律事務所は昔から結構有名でしたし」

「では具体的にお答えください。山鹿法律事務所に出入りしていたのはどのような人でしたか？」

「ええと、そうですねぇ。もちろん法律事務所ということで普通のお客さんらしき人がときどき出入りしてましたけど、そうしょっちゅうというわけでもありませんでしたね」

　ほっとけ。どうせウチは客がすくねーよ。

「あ、それから、毎日のように山鹿法律事務所に出入りしている若い男の方が一人いましたね。一度探たん偵ていさんだと伺うかがったことがありましたけど」

「つまり、山鹿弁護士は毎日その若い男と一いつ緒しよにいたわけですね？」

「ええ、そうです」

「質問を終わります。ありがとうございました」

　……はあ？　またかよ、なんでそんなところで切り上げるんだ？

　確かに俺の事務所には昔から影かげ野のがしょっちゅう出入りしていた。だが、それが何だというんだ？　俺の殺人罪に一体どういう関係があると？　分からん。さっぱり分からん。本当に一体何を狙ねらってるんだ？

「弁護人、反対尋問を行うか？」

「……いえ、結けつ構こうです」

「よろしい。東ヶ崎検事、次の証人を」

「分かりました。では次の証人として、また山田（仮）さんに証言をお願いしたいと思います」




　ここでまず再び証言台が衝つい立たてで覆おおわれた。

　そして容よう疑ぎ者しやよろしくジャンパーをかぶった山田（仮）が入にゆう廷てい、証言台に立つ。

　東ヶ崎め、この立証の流れでこれ以上一体何を証言させるつもりなのか。もう俺にはさっぱり分からん。

「山田（仮）さん。まずあなたが河原かわらで被ひ害がい者しやの遺体と被告人が一緒にいたのを目もく撃げきしたときのことについてうかがいます。これは我々もあなた以外の目撃者に聞き込みをして分かったのですが、あなた方は被害者と被告人を見つけても、すぐには通つう報ほうしようとはしなかったそうですね？」

「ええ、まあ」

　……そういえばそういうこともあったな。確かにあの連中、すぐさま一一〇番しようとせず、ごちゃごちゃと妙みようなことを話し合っていたような記き憶おくがある。

　確かにあれも謎の一つだ。東ヶ崎め、今その理由を明らかにしてくれるというのか？

「なぜですか？　なぜあなた方は通報を躊ちゆう躇ちよしたのですか？」

「それは……ですね。その、思わず同情してしまったからです」

　……は？

「山田（仮）さん、もう少し具体的に証言してください。同情とはどういうことですか？」

「ええとですね、こう言ってはなんですが、日本では同性愛というものにまったく理解がありません。僕たちはいつも偏へん見けんの目にさらされ、自分の好きな人のタイプでさえおおっぴらに発言することは憚はばかられます。ですから、その、そういう話はよく聞くんです。な、なんていいますかね、愛する人と一緒にこんな差別的な世界から逃にげ出そう、みたいな……」

「つまりそれは、心しん中じゆう、ということですか？」

「そ、そうです」

　ぴしりっ。

　……俺は聞いた。確かに聞いた。傍ぼう聴ちよう人にんのざわめきに混まじって、なんていうか、俺の外面を形作っていた目に見えぬ何かが、乾かわいた音を立ててひび割れる音を。

「なぜあなたは事件をすぐさま通報しなかったのか。それはつまりこういうことですね？　あなたは被告人と被害者が自分たちと同じ同性愛者のカップルだと思い、そして彼らが理解の得られぬ社会から解げ脱だつを計るため、心中したのだと思った。それゆえに二人に同情してしまい、すぐさま警察に通報するのをためらったというわけですね？」

「そ、そうです。でもこれだけは分かってください、それでもやはり犯罪は見み逃のがせないと、結けつ局きよくは通報したんですから」

「それはもちろんです。ありがとうございました、以上で質問を終わります」

「弁護人、反対尋問を行うか？」

　ぬう。ここは反対尋じん問もんしなければ俺に対する妙みようなイメージを抱いだかれてしまう可能性がある。しかしだ、「あなたは私が同性愛者だと思ったその根拠はなんですか？」などと質問するのはあまりにも諸もろ刃はの剣つるぎだろう。万まんが一いち、「いやだって同じ匂においがしたものですから」などと意い味み不ふ明めいだが攻こう撃げき力りよくの高い回答でもされれば、致ち命めい的てきなダメージを受けるのは俺である。

　……考えた末すえ、俺がくだした結けつ論ろんはこうであった。

　顔には余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべ、態たい度どは威い風ふう堂どう々どう、俺を見る陪ばい審しん員いんや傍聴人の視線などものともせず、虚きよ勢せいと言われようが余裕ぶった態度を作り、

「いえ裁判長、反対尋問は特にありません」

　どんな証言が出てこようが、平へい然ぜんと受け流す。現時点ではこれが最さい善ぜんだ。

　それにしても東ヶ崎の狙いが分からん。どうもさっきから俺が同性愛者であると立証したがっているように見えるが……。

　同性愛。どこぞの州で同性同士の結けつ婚こんが認められようが、どこぞの県で同性愛者の議員が誕たん生じようしようが、保ほ守しゆを地で行く日本でその趣しゆ向こうがおおっぴらに認められることはなく、多くは冷たい目で見られるのが現実だ。

　同性愛なるものの賛さん否ぴについてはこの際、関係ない。俺としても他人の嗜し好こうにどうこう言うつもりはないし、趣しゆ味みにしろ嗜好にしろようは他人の迷めい惑わくにさえならなければそれでいいのだ。

　ただ問題は、古こ来らい、性的スキャンダルほど個人を貶おとしめるに適てきした材料はないということだろう。それがたとえ言いがかりであったとしても。某ぼう政党の偉えらい人でさえ、コスプレ趣味の性せい癖へきをバラされた次の選挙では落選したほどだ。しかしコスプレ趣味のない男の方が少数派ということが判明した──せいかどうかは知らないが、次の選挙ではまた復ふつ活かつしていたが。

　すなわち。たとえ今回の裁判で俺が無む罪ざいを勝ち取ろうと、俺が同性愛者であるというイメージができあがっていたとなれば、今後誰かと会う度たび、妙なフィルターをかけた目で見られることになる。まさか東ヶ崎の真しんの狙いはそこにあったりするのだろうか？　そう、どうせ裁判では勝てないからって、たとえば俺と雪ゆき奈なの仲を裂さこうと……？

　いや、そんなわけはないか。東ヶ崎がそんなに単純なヤツだったら、その状じよう況きようを逆用するだけの話だ。まずは裁判に勝ち、その後で影野を出入り禁止にして雪奈と結婚でもすれば一いつ瞬しゆんですべての疑ぎ惑わくにカタがつく。それだけの話だ。

　それにしても東ヶ崎のヤツ、こんなことを立証するためにずいぶんと回りくどいことをするものだ。まず殺された江畑の彼女を呼んだかと思えば、次は俺の住むビルの管理人を呼び、最後に俺と江畑が実はデキていたのではなどと匂わせる。こんなこと、俺の名めい誉よを失しつ墜ついさせるためならともかく、殺人事件の刑けい事じ裁判ではまったく何の意味もな──




　あ。




　……待てよ。意味がない？　いや、そうはっきりと言い切れるか？

　まさか。まさかまさかまさか！

　この瞬間、俺の脳のう裏りを恐おそろしい考えがよぎった。

　今回の刑事裁判、まだ検けん察さつが立りつ証しよう責任を果たしていないことが一つある。

　動機だ。俺がなぜ江畑を殺害するに至ったのか、その理由はまだ明らかにされていない。

　東ヶ崎のヤツ、まさかこの一連の茶ちや番ばんは、すべてそのために？　まさかそんな恐ろしい理由を動機と主しゆ張ちようするつもりなのか……!?

　俺の思い過すごしならいい。

　だが、もしヤツが本気だったら……恐ろしい。背せ筋すじがぞーっとするどころではない。最悪、俺は同性愛者にされた上に、犯罪者でもあるということになってしまう……！

　恐らく、すべてがはっきりするとしたらそれは次の証人だろう。

　そしてその証人の名は恐らく──

「ではここで、もう一度遠大刑事部長を証人として喚かん問もんいたします」

　やっぱりか……！




　やがて証言台に立った真っ赤なネクタイの刑事に東ヶ崎が飛ばした最初の質問は次のようなものであった。

「さて、遠大刑事部長。この裁判で我われ々われは、まだ一つ明らかにしていないことがあります。それはなぜ被告人が被害者を殺害するに至いたったかという動機です。遠大刑事部長。あなたは捜そう査さの陣じん頭とう指揮を担になった立場の人間として、そのことについても調べたと思いますが」

「ええ、もちろんです」

「では、判はん明めいした事実について証言してください」

「まず、元々山鹿被告人には同性愛者であるという性せい癖へきがあったようです。管理人の入口氏が証言したように、山鹿弁護士が以前から若い男性とたった二人で時間を過すごすことを好んでいた過去を見ても明らかです」

　…………。もう突つっ込む気力も失うせる。

「そしてそんな山鹿被告の今のお相手は、被害者の江畑さんだったのです。そう、被害者と被告人は、お互たがいに愛し合っていたのです。しかし穀島琴音さんが証言したように、被害者の江畑さんは彼女と付き合っていました。被告人はそのことを被害者本人から聞かされたんでしょう。あるいは、江畑さん本人が山鹿被告人ではなく穀島さんの方を選ぶと宣せん言げんしたのかもしれません。それも赤村市議の事務所で。その結果、別れ話を切り出されて激げつ昂こうした被告人は、あらかじめ用意していた包ほう丁ちようで被害者を脅おどして椅い子すに拘こう束そくし、そして最後には刺さしてしまったんです。その後、被告人は遺い体たいを遺い棄きするため、あるいは心中するために、人気の少ない津つ羅ら野の河かわの草むらに向かったんですよ」

　…………。

　やりやがったあのハイエナ。

　ＯＫ。ナイスジョーク。

　こうも面おも白しろい話を聞かせてくれるとはな。東ヶ崎もサービス精せい神しんというものが分かってきたかこのクソったれ。

　そうか。まさかこの俺が、痴ち情じようのもつれが原げん因いんで人を殺すことになるとはな……！　実際に調べたのは遠大刑事部長だろうが、その路ろ線せんでの捜査を指示したのは東ヶ崎に違いあるまい。あの野や郎ろう、まさか本気でそんな筋すじ書がきを主しゆ張ちようしやがるとは……！

　ざわざわと傍ぼう聴ちよう席せきが騒さわぎだした。

　そして俺に集まる視し線せんの八割ほどに、奇き妙みような色が混じりだす。伏ふし目がちにちらちらと俺の顔色をうかがっている。目を合わせたらまずい、そんな感じだ。ちなみにどうでもいい話だが、今日の法ほう廷ていの男女比ひは八：二である。

　東ヶ崎が俺を見てニヤリと唇くちびるを歪ゆがませている。そして裁判長に向き直り、余裕たっぷりの言げん動どうで続ける。















「裁判長閣かつ下か。以上をもちまして検察側の立証を終しゆう了りよういたします。被告人がいかなる動機で、いかなる手しゆ段だんを用もちいて被害者を殺害したのか、その過か程ていについては存分にご理解いただけたと思いますので」

「そうか。それはそれで結けつ構こうだ。しかしまだ反対尋問が終わっておらぬ。山鹿弁護人、当然行うのであろう？」

「もちろんです裁判長」

「よろしい、始めたまえ」

　俺は時間を稼かせぐためゆっくりと立ち上がった。

　東ヶ崎め、なんてタチの悪い立証をしやがる。やってることは単なる状況証しよう拠この積つみ重かさねに過ぎないが、そのインパクトがあまりにも大きすぎる。よりにもよって痴情のもつれによる殺人だと？

　まずいな。俺が被告ではなく単なる弁護人の立場だったら、被告人を証言台に立たせ、力強く「私は同性愛者じゃありません」と証言させれば、多少でも陪審員を説得することもできよう。

　だが今回は俺が被告人と弁護人双そう方ほうを務めている。弁護人が証言台に立ったところでまともに耳を貸かしてくれる陪審員が何人いるだろう。くそう、東ヶ崎め、ここまで見み越こしてのことか？　くそったれめ。

　とにかく本格的な反はん攻こうは後回しだ。今は最低限の反対尋問だけでも行い、明日に繫つなげなければ。

「ではまずお尋たずねしますが遠大刑事。あなたは確かこう言いましたね？　私が赤村市議の事務所で江畑さんを殺害したと」

「ええ、言いましたよ」

「なぜ赤村市議の事務所でそんなことをする必要があったというんですか？　わざわざそんなところでなくとも、それこそ人ひと気けのない河原かわら辺りで殺害した方が安全でしょうに」

「さあ、その辺りの真実はあなたしか知らないでしょうからなんとも答えかねます。ですが犯罪の専門家としてこういう推すい理りをすることはできますよ。恐らくあなたは江畑さんから敬けい遠えんされていたんでしょう。そりゃそうですよ、江畑さんは同性のあなたではなく、穀島さんという異性の恋人を見つけたんですから。しかし未いまだ江畑さんへの想おもいを捨てきれないあなたは、なんとしても江畑さんに会いたかった。そこであなたは江畑さんの職しよく場ばを突とつ然ぜん訪ほう問もんするという手しゆ段だんをとったんですよ。しかし結けつ果かは見み事ごと玉ぎよく砕さい、思いつめたあなたは思わず犯行におよんでしまったというわけです」

　……うぐぐぐぐぐ。

　見み事ごとに筋すじが通ってる。こ、これは一体どう反はん論ろんすりゃいいんだ？　遠大は自分の考えを述のべているだけだが、それは状況証拠に基もとづいた刑事という専門家の考えでもある。こういう証言はどうにもタチが悪い。

　考えた末──俺はとりあえず当とう座ざをしのぐことを優先することにした。

　内心の動どう揺ようをなんとか押おし隠かくし、言い諭さとすように人差し指を立て、泰たい然ぜん自じ若じやくとした態たい度どで淡たん々たんと続ける。

「なるほど、あなた方警察がどう考えているかはよく分かりました。しかしですよ遠大刑事、あなたの言っていることは、すべて私が同性愛者であるという前ぜん提ていに立っているわけですよね？」

「……まあ、そうですね」

「つまり、その前提が崩くずされればあなた方の主しゆ張ちようする動機はすべて崩ほう壊かいするというわけですね？」

「そういうことは前提が間ま違ちがっていると証明してから言って欲ほしいものですな」

「仰おつしやる通りです。しかし残念ですが思い込みの激はげしいあなたにいくら反対尋じん問もんしてもそのことを証明することはできそうにはありませんからね。その件の反証は後日へ回すとして、今は次の質問へ移うつらせてもらうとしましょう。

　さて、遠大刑事部長。あなた方警察は私を逮たい捕ほした後、私は被ひ疑ぎ者しやの当然の権利として弁護士との接せつ見けんを求めました。しかし、検察へ身み柄がら送そう致ちされるまでその要求がかなえられることはありませんでした。これはあなた方が意い図と的てきに阻そ止しした結果であり、あなた方が私の持つ権利を踏ふみにじることになんら躊ちゆう躇ちよしないといういい証明になるとは思いませんか？」

「ちょ、ちょっと待ってください。それは事実と違います。あなたが弁護士を要求したという証拠は何一つ残っていません。だから弁護士は誰も来なかったのであり、接せつ見けんを我々が阻止したというのは言いがかり以外の何ものでもありません」

「ほう、そうでしょうか？　ではお尋ねしますが、私が弁護士を要求しなかったとあなたに証明することができるんですか？」

「異議を申もうし立てる！」

　と、ここで東ヶ崎が席を立った。

「弁護人は実じつ現げん不ふ可か能のうな質問をすることで証人を混こん乱らんさせようとしています！　弁護人の質問は『ＵＦＯが存そん在ざいしないことを証明しろ』と言っているようなものです！」

　俺は負けずに机つくえを叩たたき、

「裁判長！　東ヶ崎検事の発言こそ議ぎ論ろんのすり替かえです、私はあくまで遠大刑事部長の証言に合ごう理り的てきな疑うたがいを差し挟はさむ余よ地ちがあることを証明したいだけなのです！」

「……ふむ。異議は却きやつ下かする。証人は質問に答えるように」

「だそうですよ遠大刑事。さあ、もう一度お尋ねしましょうか。私が弁護士を要求しなかったとあなたに証明することができるんですか？」

「そ、そう言われればノーと答えるしかできません」

「そうでしょうとも。そもそも、容よう疑ぎ者しやとなった人間が弁護士と会う権利を放ほう棄きする必要がどこにあるというのですか？　もっとも、あなたは取とり調しらべの際さいに暴ぼう力りよくを振ふるうような刑事です、被疑者が弁護士と接見するのを阻止するぐらいなんとも思ってないんでしょうね？」

「異議を申し立てるッ！」

「失礼しました、発言は取り消します」

　俺はわざとらしく肩かたをすくめて答えた。続いて裁判長に向き直る。

「裁判長。以上で反対尋問を終しゆう了りようします。私の身の潔けつ白ぱくは、明日以降の弁護側の反証で明らかにするとしましょう」

「……結構だ。よろしい、では本日の審しん理りはこれまでとする」

　裁判長は陪ばい審しん団だんに諸しよ注意をしてから、木き槌づちを鳴らして今日の審理が終わったことを宣せん言げんした。




　　　　一月十四日午前十一時十二分　山鹿法律事じ務む所しよ




「あははははははははははは！」

　……事務所へ帰った俺を出で迎むかえたのは、クソガキのクソ笑いであった。

「あーっはははははは！　もーサイコー！　イかしてるわあの東ヶ崎って検けん事じ！　度ど肝ぎもを抜ぬかれるってこのことよね、凄すごいわ、まさかあんたが痴ち情じようのもつれの末すえに人を殺しただなんて！」

「……うるせー、黙だまれクソガキ」

　事務所には雪奈と皐さ月つき、それに影野の三人がいた。

　俺はクソガキにガンをタレながら自分のデスクへと向かった。

　だが、そのときのことである。

　ソファに座すわっていた影野が、すっと向こうに寄ったのだ。

　そして伏ふし目めがちにちらちらと俺の方を見る。奇き妙みようであった。

　俺はデスクに向かうのを中ちゆう断だんして、影野の方に一歩歩み寄った。

　すると影野はソファから立ち上がって一歩後こう退たいする。

　さらに俺が一歩近寄る。影野は一歩後退する。

　逆に一歩後退すると、影野は一歩前進する。

「……おい。それはなんのギャグだ、影野」

「いや別に。ただ山鹿、これからは当分の間俺の後ろには立たないでくれ、頼たのむから」

「…………」

　俺は無む言ごんのまま影野の後ろに回ってやろうとした。それを避さけるように歩き出す影野。

　しばし無言のまま部屋をぐるぐると歩き回る野や郎ろうが二人。呆あきれたのか声も出ない女性陣じん。

「……いい加か減げんやめないか山鹿。そういう嫌いやがらせは」

「……この場合、どっちが嫌がらせだと思ってるんだ貴き様さまは」

　ぐるぐるぐるぐる。

「で、でも善ぜん行こうさん……。お願いですから一つだけ正直に答えて欲しいんですけど」

　不ふ毛もうとなりかけた俺たちの追つい跡せき劇げきを止めたのは、雪奈であった。

「ん？　どうした、急にあらたまって。ああ、なんでも聞いてくれ」

「……本当に、そういう趣しゆ味みなんですか？」

「ち───が───う──────!!」

　……それから俺は雪奈を含ふくめた三人の誤ご解かいを解とくのに三十分も説得し続けるハメになる。

　しかしその説得が功こうを奏そうしたかは分からない。というのも、俺の説得は最後まで続けることができず、途と中ちゆうで現れた訪ほう問もん者しやのために中ちゆう断だんさせられたからである。

　それは亡なき江畑の恋人、穀島であった。




「お忙いそがしいところをお邪じや魔ましてすいません。その、やっぱり今後の裁判が気になって……」

「いいえ、お気になさらず。私としてもあなたの協力は是ぜ非ひとも必要ですから。もっとも、今のところさほどお話しできることもないんですよね。大した証拠も見つかってませんので」

「いや山鹿、そのことだがな、そうでもないぞ」

　相あい変かわらず俺に近寄ろうとしない影野が口を挟はさんだ。

「なんだと？　どういうことだ」















「協力者が見つかった」

　朗ろう報ほうである。そして現げん状じよう、朗報と言えば意い味みするところは一つしかない。

「つまり、赤村が公共工事の丸投げをしてることを証言してくれる人ですか!?」

　そう興奮気ぎ味みに聞き返したのは、俺ではなく穀島であった。

「あっ、すいません、私ったら……ちょっと興奮してしまって」

「いえ、どうぞお気になさらず」

　まあ亡き恋人がやろうとしてできなかったことを果たせるかもしれないのだ。興奮する気持ちは分からなくもない。

「で、誰なんだ影野、そいつは？」

「有限会社ダブロンの社長の嶺みね上かみってヤツだ」

「そうか。それにしても赤村ってのは地元の工事会社を片かたっ端ぱしから味方につけてるんだろ？　よくそんなヤツが見つかったな」

「ま、一枚岩ってわけじゃないってことだろ。どうする、会いに行くか？　先せん方ぽうの話によると、立場上人ひと目めのあるところじゃ会いたくないらしいんだが」

　俺は席を立った。唯ゆい一いつの希望の星である。

「もちろんだ。今すぐにでも会いに行く。そういうわけだ、穀島さん、ご足そく労ろう申し訳ないが今日のところはこれで勘かん弁べんしてもらえないか」

「あ、はい、分かってます。私が邪魔しては何にもなりませんからね。どうか気にしないでください」

「そう言ってくれると助かる。ああそれから、協力者の件がうまくいったらいよいよこっちも反はん撃げきができる。明日にでも証言台に立ってもらいたいんだが、構わないか？　江畑が赤村のことを内部告発しようとしてた件について証言してもらいたい」

「ええ、構いません」

「そうか、助かる。じゃあ明日法ほう廷ていでな。雪奈、せめて茶でも出しといてくれ」

「はい、分かりました、事務所のことは任せといてください」

「よし、じゃあ行くぞ影野」

「へいへい」

　こうして俺は女性陣じん三人を置いて慌あわただしく事務所を後にした。もちろん、その間も相あい変かわらず影野は俺の前を歩こうとはしなかった。

　おのれ東ヶ崎。ここまで予よ測そくしてのあの立証だったのか……!?




　　　　◆




　実のところ、今や俺も一いち躍やく時の人である。うかつに外へ出れば報ほう道どう陣じんがわんさかと群むらがってくる。それではその協力者の方にとっても都つ合ごうが悪いということで、仕方なく俺は影野の助じよ言げんに従したがい、サングラスをかけ、タクシーを使ってその協力者とやらに会いに行くことにした。会合の場所も喫きつ茶さ店てんなどではなく、郊こう外がいにある人ひと気けのない公園である。

　やがてやってきたその男は、壮そう年ねんと表現するにも少し遅おそすぎた感のある男だった。顔は青白く、髪かみも大部分が真っ白だ。くぼんだ下あごには無ぶ精しようひげがちらほらと見受けられる。いかにも苦労人という印いん象しようだ。

「どーもどーも。有限会社ダブロンの代表をつとめております嶺上開かい花かと申します」

　中小企き業ぎようの社長らしい腰こしの低い挨あい拶さつだった。それにしても麻雀マージヤンの役のような名前である。

「あなたが山鹿先生ですね、お話はうかがっておりますよ。赤村がダミー会社を通して公共工事の丸投げをやってることは私も憎にく々にくしく思っておりまして。私ならご協力できると思いますよ」

「それはありがたいんですが……。我々が話に聞いたところでは、地元の工事会社は総そうじて赤村から利り益えきを得ていて逆さからえないと伺うかがってます。それなのになぜあなただけご協力していただけるんでしょう？」

「いや、確かに大体の会社はそうですがね、全部がそうだと言うわけじゃありませんよ。ウチは小さいですが公共工事を受じゆ注ちゆうする資し格かくもあるんです。ところが決して多くない工事をあの連中が最低価格で持っていっちまいますからね。そういう会社が一社でもあると我々としては辛つらいんですよ、あまり大きな声じゃ言えませんがこのままじゃ談だん合ごうもできませんし」

　なるほど。確かに談合なんて入札する企業が一いつ致ち団だん結けつしていないとできまい。まあ談合は談合で問題だと思うが、今優先すべきは社会を正すことではないのである。

「つまり、我々にご協力していただけるということですね？」

「ええ、喜んで。ただ……どこまで協力できるかは分かりませんよ？　というのも、丸投げの確たる証しよう拠こを持ってるわけじゃないですから」

　それはそうだろう。そんな証拠を他よ所その会社の人間がひょいひょい持っていれば、江畑も事務所から窃せつ盗とうよろしく金庫破やぶりしようとは思わなかっただろうし。

「分かってます。なに、状じよう況きよう証拠で充じゆう分ぶんですよ。赤村がダミー会社を通して公共工事の丸投げをやってるらしいって話はこの業ぎよう界かいじゃ有名だ、みたいなことを証言してくれれば充分です」

「ああ、それぐらいでしたら簡かん単たんですよ」

　その状況証拠と、穀島琴音の証言が合わされば、江畑が何をやろうとしていたかを示しめすことができる。つまり、犯人候こう補ほとして赤村を引きずり出すことができるのだ。赤村を証言台に引ひっ張ぱり出し、厳きびしく尋じん問もんするなりすればまた新たな突とつ破ぱ口こうも開けるだろう。

「あのう、それから山鹿先生、もう一つお願いがあるんですが」

　嶺上が腰を下げて切り出した。

「何でしょう？　私にできることでしたら」

「あのですね、確かにまずいことはまずいんですよ。赤村が公共工事をぶん取ってきて地元に利益を振ふりまいてるのは確かですから、それを邪じや魔ましたことがバレると私の会社はこの業界から爪つま弾はじきされかねません。それでですね、実は私、今日の裁判を傍ぼう聴ちようしたんですけど、ほら、なんかプライベートに配はい慮りよするとかで衝つい立たてに囲まれて証言してた人がいたじゃないですか。私が証言するときもあれをやって欲ほしいんです」

「それぐらいお安い御ご用ようです。検察側もすでに一人やってますしねえ、我々が同じ事を要求したとしても断れんでしょうし」

「ありがとうございます、それならなんの問題もありませんよ」

　それから俺たちは証言の打ち合わせをして別れた。

　ようし。まったく証拠が見つからなかったときは正直背せ筋すじが凍こおったが、やはり最後には正義が勝つものなのだろう。段だん々だんと準じゆん備びは整ってきた。反撃の狼煙のろしはここに上がり始めたのだ。

　見てろ東ヶ崎め。ほえ面づらかかせてやる。
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「ではこれより審しん理りを再さい開かいする。弁べん護ご側がわ、準じゆん備びは整っておるな？」

「ええ、もちろんです」

　俺おれが言うと、裁判長は頷うなずいた。

「よろしい。では弁護側、最初の証人は誰か？」

「それでは最初に、穀こく島しま琴こと音ねさんを喚かん問もんしたいと思います」

　昨日と同じく、スーツを着た穀島が証しよう言げん台だいに立つ。

　妙みようだな。昨日とやけに違ちがう印いん象しようを受ける。なんというか、動どう作さ、顔立ちが非ひ常じように大人びているように見えるのだ。恋こい人びとの死という出で来き事ごとがいよいよ堪こたえてきたということだろうか？　それにしても、そういう面つら構がまえだといよいよ高校生には見えないな。

　まあそんなことはどうでもいい。今は尋じん問もんに集中しなければ。

「さて、穀島さん。あなたは被ひ害がい者しやである江え畑ばた弘ひろしさんとかなり親しい関係にあったんですよね？」

「はい」

「あなたは昨日、犯人には死し刑けいになって欲ほしいぐらい憎にくんでいると証言しました。そんなあなたにお訊たずねします。あなたは、犯人が私だと思ってるんですか？」

「それは……まだ分からない、としか」

　なんだよそれは！　ここははっきりと「いいえ」と答えてくれることを期き待たいしていたんだが……。そうか、やっぱり俺への疑うたがいを完全に捨すてたわけではないということか。

　まあいい、疑いの余よ地ちを残す証言をしてくれただけでも感謝すべきだろう。とにかく主題に移い行こうするとしよう。

「ところでその江畑さんですが、生せい前ぜん彼がある市議会議員を内部告こく発はつしようとしていたことはご存ぞん知じですね？」

　わずかに法廷がざわめいたのは、内部告発と市議会議員という単語の組み合わせに余あまりにも悪いイメージを感じたせいだろう。

　だがざわめくのはまだ早い。本当に驚おどろくのは穀島の答えを聞いてからにして欲しいものだ。

「……いえ、それも分かりません」

「なぬっ!?」

　なんだと!?　そんなバカな！　それすら証言しないとはどういうことだ!?

　ええい、動どう揺ようを見せてはならない。俺はとにかく平へい静せいを装よそおって裁判長に向き直った。

「ちょ、ちょっとよろしいですか裁判長。少し時間をください」

「……まあよい。早くするように」

　何が起こったのかとざわめく傍ぼう聴ちよう人にんどもを尻しり目めに、俺は証言台に駆かけ寄って小声で問とい詰つめる。

「あ、あんた。こいつは一体どういうことなんだ？　なぜ分からないなんて証言をしたんだ？」

「……すいません、ごめんなさい。私、今日ここに来るまでは証言するつもりでいたんです。でも裁判が始まる前、嶺みね上かみさんって人とお話しする機き会かいがあって、それで分からなくなっちゃったんです」

「……なに？」

　あいつと話をした？　だがなぜそれでこんなことになるんだ？

「私、あなたが犯人じゃないと最初は思ってたんですけど……もうダメです、分からなくなっちゃったんです、どうしてもあなたが絶ぜつ対たいに犯人じゃないって思えなくなっちゃったんです。だから、今いま更さらこんなこといえた義ぎ理りじゃないと思うけど……どうか私抜ぬきで無む罪ざいを勝ち取ってください。お願いします」

　なんだそれは。

　一体何が起こった？　この後、赤あか村むらにトドメを撃うってもらうはずの嶺上と話をしたというだけで、一体なぜそこまで考えが変わっちまったんだ？

「弁護人、まだかかるのかね？」そうほざいたのは裁判長ではなく、東とうヶが崎さきであった。「どうやら証人との意い思しの疎そ通つうがうまくいっていないようだが、君はひょっとして人との付き合い方になにか問題があるのではないのかね？　私が思うに、君に接せつ見けんしようとした弁護士がいなかったのは、その辺に問題があったのではないかと愚ぐ考こうするが」

　傍聴人がくすくすと笑う。くたばれ愚ぐ民みんども。

「東ヶ崎検事、慎つつしみなさい」

「はい、失礼しました。もうしません」

　東ヶ崎をたしなめた裁判長ではあったが、俺に向けられるその目は「とっととしやがれこのウスノロめ」と言いたげであった。

　くそっ、仕方がない。俺は穀島にだけ聞こえるよう小声で言った。

「考えを変えてくれる気はないんだな？」

「……はい。すいません」

「くそっ、分かったよ。じゃあ好きにしろ。ただし、俺にも立場というものがある。あんたがどう答えようと勝かつ手てだが、一いち応おう一通りの質問はさせてもらうからな」

「…………」

　穀島はうつむいたまま答えようともしなかった。

　俺は裁判長に向き直って言った。

「失礼しました裁判長。しかし今話をして分かったのですが、どうやらこの証人はもともと検けん察さつ側がわの証人だったということもあり、我われ々われ弁護側に対し敵てき意いを抱いだいているようです。というわけで誘ゆう導どう尋じん問もんすることの許可をいただきたいと思います」

「まあ仕し方かたあるまい。許可しよう」

「ありがとうございます」

　とにかく、このまま何もせず証人を帰してしまうようなことになればイメージ的に相そう当とうなダメージを食らうことになる。なんとしてでも問とい詰つめねば。

「さて穀島さん。あなたはこの裁判が始まる前日、私のいる山やま鹿しか法律事務所に来ましたね？」

　わずかな躊ちゆう躇ちよの後、穀島はこう答えた。

「……覚えてません」

　そこまで否ひ定ていする気か。ええい、まあいい。

「結構です。しかし私の事務所があるビルには防ぼう犯はんカメラがあります。それを見ればすぐ事じ実じつと分かるんですよ。あなた、天てん井じように設せつ置ちしてあるカメラを見ましたか？」

「……いいえ」

「なるほど、それはうちのビルには来たけれどカメラは見なかったということですね？」

「……あ。いえ、そういうわけじゃ……」

　苦し紛まぎれに言う。ちなみに、俺も防犯カメラが取り付けられたなどという話を聞いたことがないのは内ない緒しよである。

「これであなたがうちの事務所に来たことが証明されました。さて、さらにそのとき、あなたは私にこう言いましたよね？　私を犯人だと思っているわけではない、なぜなら江畑さんを殺す動どう機きを持った人は、他にいるからだと」

　わずかに法ほう廷ていがざわめいた。

「……いいえ、記き憶おくにありません」

「そうですか？　でも私はあなたの恋人を殺した容疑で逮たい捕ほされたのですよ？　そんな私のところまでやってきたということは、復ふく讐しゆうが目もく的てきか、さもなくば何かよほど言いたいことがあったからとしか考えられないじゃないですか？」

「異い議ぎを申し立てる！　これは誘導尋問でもなく、ただ被ひ告こく人にんが一方的に考えを押おし付けているだけだ！」

「却きやつ下かする。しかし弁護人、もう少し注意するように」

「分かりました」

　ちっ、うるさい連中だ。

「では質問を変えましょう。あなたはそのときこう言いましたね？　殺された江畑さんは、実はこの市内で行われているある不ふ正せいについての内部告発をしようとしていた。だから、告発されることによって不ふ利り益えきを被こうむる連中こそが、真の犯人だと思っていると」

　ざわ……ざわ……。

　さすがにこんな話を聞かせられては傍聴人たちも黙だまってはいられないようであった。裁判長の眉まゆがピクリと動く。

「……記憶にありません」

「では思い出させてあげましょう。市議会議員の赤村紅こう助すけという人物が、ダミー会社を使って公共工事の丸投げを行い、不正な利益をあげている──それがあなたの教えてくれたことですよね？」

　ざわざわざわざわざわざわ！

「ええい静せい粛しゆくに、静粛に！　そこでしゃべっている二人！　そう、今自分を指差してるあなた方だ。あなた方二人は、静粛にという当法廷からの命令を無む視しし、審しん理りの進行を妨ぼう害がいした。廷てい吏り、引ひっ張ぱり出しなさい。……よろしい、静かになったようだ。弁護人、続けなさい」

「お待ちください裁判長閣かつ下か！」

　と、ここでハイエナ検事が席を立つ。

「被告弁護人は本件とはまったく関かん連れん性せいのない、また一いつ切さい根こん拠きよも提てい示じされていない妄もう想そうとも言うべき作り話を用い、審理の進行を不ふ当とうに妨害しております！　一連の被告弁護人の発言はすべて記録から削さく除じよするよう要求します！」

　ここは俺も引けない。

「お言葉ですが東ヶ崎検事。根拠もなにも、これはその証人が私に言ったことですよ。私はそのことを持ち出しているに過すぎません」

「ふん、ものは言いようだな！　貴様は過去にも幾いく度どとなく妄もう言げんをでっちあげて審理を妨害し、さらに根拠がないと言われれば証しよう拠こさえも平気で捏ねつ造ぞうした男ではないか！　議ぎ論ろんをすり替かえてごまかすのも大たい概がいにして欲ほしいものだな！」

「はっ、それは面おも白しろい！　そこまで人の名めい誉よを毀き損そんなさるのでしたら、まずはっきりとお教えいただきたい！　証拠の捏造ですと!?　私がいつそんなことをしましたか!?　何月何日何時何分何秒、地球が何回まわったとき!?」

「ガキか貴様は！　ならば答えてやろう！　先月の十二月二十七日午前二時十五分三十秒！　地球が四八億九五八三万六八六一回回ったときだッ！」

「はっ！　どうやらあなたには妄想癖へきでもあるようですな！　一体何を根拠にそんなデタラメな数字を口にしてやるのやら！」

「面白い！　デタラメ呼ばわりするならばまず地球が四八億回まわっていないということを立証してみせろ！」

　と、議論が白熱し始めたその瞬しゆん間かんであった。




「黙らんか貴様ら────────ッ!!」




　……大気が震ふるえた。

　今、確かに大気が震えたぞ。

　思わず言葉を失い、恐おそる恐る裁判長の方を見る俺とハイエナ。

　そこには、いつの間に地ち殻かく変へん動どうが起こったのだろう、今にもマグマが噴ふき出そうな活かつ火か山ざんができあがっていた。

「貴様ら、よくもそこまでくだらぬ言い争いができるものだな。いい加か減げん、呆あきれるを通り越こして感心するわ」

「……お褒ほめいただき光こう栄えいです裁判長」

「誰も褒めとらんわ────!!」

「し、失礼しました！」

　しまった。つい沈ちん黙もくに耐たえきれず口を出してしまった。

「ええい、もうよい。もはや貴様らに法廷侮ぶ辱じよく罪ざいを宣せん告こくする時間すら惜おしいわ！　裁さい決けつをくだす。まずは先ほどの検けん察さつの異議申し立てについてだが──」

　と、なぜかここで言葉を濁にごらせる裁判長。

「ついて、だが……」

　そのまま数秒が過ぎる。なんとも居い心地ごこちの悪い沈黙が続く。

　だがその間もまったく仏ぶつ頂ちよう面づらを崩くずさない裁判長。

　だが、やがてガツンと木き槌づちで机つくえを殴なぐりつけた。

「ほらみろ！　貴様らが関係ない話ばかりするから、何の異議が提てい出しゆつされていたか忘れてしまったではないかっ!!」

　八つ当たりだろそれ!?




　……裁判長が記録を読み直す一分間、完全なる沈黙が場を支配した。

　もう今度あいつが裁判長を務つとめる時は絶ぜつ対たい忌き避ひの申し立てをしてやる。理由はモーロクしてるからだ。

「……よろしい、思い出したぞ。山鹿被告弁護人に尋たずねる。その公共工事の丸投げの件についてだが、それは今回の事件と密みつ接せつな関係があるのだな？」

「もちろんです閣下」

　東ヶ崎をマネして閣下呼ばわりしてみる。

「あなたは個人の名前までこの場で口にした。その関係が示しめせぬようなら、名誉毀損で訴うつたえられる可能性もあるだろう。それをわきまえてのことだな？」

「ええ、覚かく悟ごの上にございます」

「ならば当然、その根拠も示せるのだな？」

「それは今後喚かん問もんする証人の証言を聞いてご判はん断だんいただきますよう」

「ならばよろしい。では検察側の異議申し立ての裁決についてはそれまでの間保ほ留りゆうとする」

「ありがとうございます。では、この証人への尋問はこれで終しゆう了りようします」

「よろしい。検察側、反対尋じん問もんするかね？」

「いいえ裁判長」

　と、東ヶ崎はわざとらしく優ゆう雅がに腰こしを折おった。

「ただいまの弁護側の質問は、根拠なき妄想を証人に押し付けようとしているだけだと私は確かく信しんしております。その証拠に、証人は何一つ覚えていないと証言しました。よって私としてはいまさら反対尋問をする必要をまったく認めませんので」

　こいつはこいつでネチネチとやかましい。ええい、たまには皮ひ肉にくの一つも言ってやる。俺は腰に両手を当て、正面から東ヶ崎に向き直って言った。

「失礼ですが東ヶ崎検事、〝私は良心に従したがい真実のみを証言する〟と口にしていただけませんか？」

「……なんだと？　どういうことだ？」

「証人の代わりにあなたが意見を述のべるなら、まず宣せん誓せいしてからにして欲しいんです」

　この試こころみはうまくいき、東ヶ崎の頰ほおを歪ゆがませることには成功したが、裁判長の怒いかりをさらに買ったことは言うまでもない。

　何はともあれ、とりあえず当とう座ざはしのぎきった。どうにか赤村という悪の親玉の名前を持ち出すことには成功した。

　しかしだ。まずは赤村が公共工事の丸投げを主しゆ導どうしているという根拠を示さなければ、すべての証言は記録から削除されてしまうことになる。

　となると、問題は次だ。

「次の弁護側証人として、嶺みね上かみ開かい花かさんを喚問します」




　やがて証言台に嶺上が立つ。プライバシーに配はい慮りよするよう頼たのまれていたが、もう俺はそれも無視した。それに対し、嶺上の方ももはや顔を見られることなど気にしていない様子で証言台に立った。それは嶺上が裏切り者であったことを証明しているようなものだった。

　ただ、嶺上にはずいぶんと動どう揺ようしている様子が見られた。俺の方を何度も見て申し訳わけなさそうに視し線せんを逸そらしたりしている。所しよ詮せんは小さな会社の社長、人を騙だますことには慣なれてないということか？　あるいは俺を裏切ることに対する後ろめたさからの動揺か。これはもうどちらに転ぶか分からないな。

　とにかく現時点で穀島より問題なのは嶺上コイツの方だろう。

　穀島はこの男に何かを吹ふき込まれたという。その結果、あんな無む残ざんな証言になったのだ。つまり、嶺上は俺たちの味方ではなく、敵だったということになる。

　残念ながらありえないことではあるまい。俺は味方をしてくれる証人捜さがしに固こ執しつしすぎたのかもしれない。その動きを察さつ知ちした赤村一いち味みが何か画かく策さくした可能性は充じゆう分ぶんにある。埋まい伏ふくの毒というヤツだ。

　そんな男を証言台に立たせては何を証言されるか分かったものではない。しかし、虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得ず。俺にはどうしても腑ふに落ちない点がある。俺だって幾いく人にんもの証人と論ろん戦せんを繰くり返してきたのだ。多少はウソも見み抜ぬけるようになったつもりだが、昨日こいつと会ったとき、こいつはそんな素そ振ぶりは微み塵じんも見せなかった。つまり、まだ俺に協力してくれる余よ地ちがあるのかもしれないのだ。

　いや、それすらも協力者を追い求めるあまり、俺の目が曇くもってしまったという可能性もあるが……。

　まあいい。目下のところ俺にはこいつから証言を引き出す以外、公共工事丸投げ疑ぎ惑わくの根こん拠きよを示す手しゆ段だんはないのだから。

「さて。では嶺上さん、まずは自己紹しよう介かいをお願いできますか」

「はい。有限会社ダブロンの代表取とり締しまり役やく社長、嶺上開花と申します」

「あなたは市議会議員を務つとめている赤村紅助という人物が、公共工事の丸投げという不正を主導していることを知っていますね？」

「いいえ、知りません。というか……ですね、あの方がそんなことをしてるわけなんて、ないと、思います、ええ。い、言いがかりもはなはだしいですよ」

　くそ、やはりダメか。完全に敵対してやがる。

　しかしその口調には明らかな動揺が見られる。もしかしたら、まだ少しぐらい良心が残っているのかもしれない。

「しかしですよ。あなたは昨日、確か私に赤村市議が公共工事を丸投げしていると、はっきりそう言いましたよね？」

「ええと、ええまあ、確かに。でもすいません、それはその、ウソなんです」

「な、なぜそんなウソをつく必要があったんですか」

「そ、それはですね、あなたは一つ勘かん違ちがいを、して、いるんです。赤村先生は、ですね、素す晴ばらしい人なんですよ。そんな不正をするどころか、たくさんの公共工事を国から引き受けてくれ、私たちに仕事を与あたえ地元を潤うるおわせてくださってるんです。私はですね、あなたがそんな赤村先生のことを、悪人、に仕立て上げようとしているという話を聞きつけましてね、それでまあ、いてもたってもいられず、こういう形ですが陰かげながら協力してあげようというわけでして、はい」

　なんてことだ……！

　こいつはもう完全に敵に回ってる。穀島と違い、事実に反することでさえ平へい然ぜんと言ってのけるだろう。たとえ昨日会って打ち合わせをしたときの会話を録ろく音おんしたテープがあったとしても、『あれはあなたを騙だまして信用させるためのデタラメだったんですよ』と反はん論ろんしてみせるだろう。

　もうダメだ。塞ふさがれた。現時点で赤村が公共工事の丸投げをしていたとする根拠はもう何も提てい示じすることはできない。

　こうなっては俺に残された手段はたった一つしかない。

　俺は黙だまって裁判長に向き直った。

「あの、裁判長閣かつ下か、一つよろしいでしょうか」

「……なにかね？」

「その、今日の審理はここまでにするというのはいかがでしょうか？」
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　あんなことになったせいだろう。

　事務所にはさすがにもう穀島琴音の姿すがたはなかった。いるのは雪ゆき奈なと皐さ月つき、そして、

「…………山鹿、おまえに言いたいことがあるのは分かる。だから後ろに立ってじーっとにらむのだけは勘かん弁べんしてくれ」

　……俺は黙って影野の正面に回り込んだ。

「くそう、やい影かげ野の！　おまえのせいだぞ。おまえがあんな証人を連れてくるからこんな窮きゆう地ちに立たされたんだ！」

「ああ分かったよ、俺だって少しは責任も感じてるさ。しかしな、俺としてはまだ信じられんのだ。俺はおまえに雇やとわれてるわけだからな、基本的にはおまえと同じ方ほう針しんで動くようにしてる」

「俺の方針？　なんだよそれ」

「つまり、人を見れば泥どろ棒ぼうと思えってことだよ」

　ほっとけ。いや、まあ間違ってないんだが。

「……何が言いたい？」

「こういうことだよ、俺は当然のように嶺上の身しん上じよう調ちよう査さもやったんだ。あいつが社長を務つとめてるダブロンって会社の経けい営えい状じよう況きようも調べた。あいつのところは間違いなく赤村主導の公共工事丸投げで大きな被ひ害がいを受けてるはずなんだ。俺たちの味方をすることになってもまったくおかしくはなかった」

「だが、実際にあいつは俺を裏切ったんだぞ？」

「……ああ、分かってる。会社は破は産さん寸すん前ぜんだ、だからそこを逆ぎやくに利用されて俺たちを裏切って赤村の側についたのかもしれん。とはいえ、そんなところまで俺に責任を追つい及きゆうされてもどうしようもないんだがな」

　ち、開き直りやがった。

「くそっ、そうかよ」

　俺は苛いら立だたしげに髪かみをかきむしった。

　確かにここで影野の責任を追及しても何の解かい決けつにもならない。

　一いち応おう、俺だって影野の調査に手て抜ぬかりがあるとは思っていないし、嶺上と会ったときも到とう底ていウソをつけるタイプではない、芝しば居いの下へ手たな人間だと思った。とても俺たちを騙だましているようには見えなかった。

　しかし嶺上はあっさりと裏切った。なぜだ？

　……いや、そうか。俺は一つ誤ご解かいしていたのかもしれない。嶺上は最初から俺たちに敵対するつもりだったのではなく、昨晩から今朝にかけて態たい度どを急変させただけなのかもしれん。でなければ昨日会ったときのあの態度の説明がつかない。

　所しよ詮せん、人間なんて欲望で簡かん単たんに左右どちらにでも転がる生物だ。ましてや自分の会社が火の車となれば、モラルなど二の次で利益を優先するだろう。

　嶺上が俺の味方について公共工事の丸投げを暴ばく露ろしたところで、必ず利益に繫つながるとは限らないのだ。それよりはむしろ、俺の味方になったフリをしておきながら、『条件次し第だいで裏切ってやってもいいですぜ』と赤村の方に身売りした方が確かく実じつに儲もうけになるだろう。

　とどのつまり、嶺上が裏切る要よう素そなんざいくらでもあったというわけか。つまるところ信用した俺がバカだったということだな。

「でも善ぜん行こうさん、これからどうするんですか？　公共工事丸投げのことを持ち出せなくなったら、もう赤村って人を法ほう廷ていに引きずり出すことも難むずかしくなるんじゃ……」

　雪奈が不安そうな表情を隠かくせないでいる。

　別に俺が窮地に立たされるなんて毎度のことなのだから、そう不安になられては俺としても少し態度に困る。

「そうだな。だがもう仕方ない。できることなら赤村を法廷に引ひっ張ぱり出して、尋じん問もんで公共工事の丸投げと江畑殺さつ害がいの両方をいっぺんに認めさせたかったが……そういうわけにもいかなくなっちまった。こうなったら丸投げの件は一いつ旦たん後回しだ。まずは裁判で勝つ方法を考える」

「ああそっかっ」と皐月が勢いきおいよく手を叩たたいた。「そうよね、とにかくあんたが無罪になりさえすれば、江畑の仇かたき討うちなんてどうでもいい話だったもんね！」

「やかましい」

　しかし皐月の言っていることは正しい。赤村を引っ張り出せずとも、とにかく俺が無罪であるという証明ができれば当とう座ざはしのげるのだ。

　赤村のことはひとまず忘れて、現在の問題を整理してみる。

　今日で検察側の立りつ証しようは終わり、検察が俺を犯人だとする根拠はすべて明らかになった。それは大きく分けて三つ。遺い体たいの傍そばに俺がいたこと、そのとき俺は血ち塗ぬれた包ほう丁ちようを持っていたこと。そして赤村市議の事務所に、俺と江畑の二人の血けつ痕こんがあったということである。動どう機きについてはとりあえず放ほう置ちだ。まともに考えるのもばからしい。

　一つ目と二つ目はまだどうにかなる余よ地ちがある。ようは俺が陰いん謀ぼうに陥おとしいれられ、目が覚めたらそういう状況であったと証明できればいいのだ。遠えん大だい刑けい事じあたりを証人として呼び出し、

『実はあのとき私は薬で眠ねむらされており、目が覚めたら遺体の傍だったということはご存知ですか』

　などと質問するという手がある。ただ問題なのは、それを証明する手立てがないってことだ。俺が薬を飲まされた痕こん跡せきでも見つかればよかったんだが……。このままでは単なる戯ざれ言ごとと解釈されるのがオチだ。とにかく何か裏付けがなくては。

　むしろ問題なのは、殺害現場に落ちていたという俺の血痕だ。あれがある限り、『薬を飲まされて濡ぬれ衣ぎぬを着せられました』なんてことを主しゆ張ちようしたところで、追い詰つめられた犯罪者の都合のいい言い訳である。

　逆に言えば、あの血痕さえどうにかなれば、合ごう理り的てきな疑いを差さし挟はさむ余地が大いに出てくるということでもある。しかし何よりも厄やつ介かいなのは、なぜあの事務所に俺の血痕があったのか、その理由を俺も知らないということである。そんな証しよう拠この存在意い義ぎを、一体どうすれば失わせることができるのか……？

　……いや、待てよ。

　そういえば色々あって忘れかけていたが、一つだけ気になったことがあったじゃないか。検察側証拠物ぶつ件けんＦ、俺の血痕を採さい取しゆしたという綿めん棒ぼうについていた黄色い液体。怪あやしいといえばあれが怪しい。が、問題はそれがどう怪しいのか俺には分からないということだ。

　仕方がない。ここは専せん門もん家かに助じよ言げんを請こうべきだろう、あいつの出で番ばんだ。

　こう毎回のようにあいつに頼たよるのはいささか不ふ本ほん意いではあるが、この際さい利用できるものは利用せねばなるまい。

「雪奈、ちょっと出かけてくる。留る守すを頼たのむ」

「分かりました。でも、一体どちらに？」

「困ったときの神頼みに行ってくる」




　　　　◆




「……で、俺のところに来たわけか。いい迷めい惑わくだな、娘むすめの教育に支し障しようが出るだろがこの呼吸する不ふ健けん全ぜん図書め」

「……人を猥わい褻せつ物ぶつみたいに言うんじゃねえ」

「なんだおまえ、自覚してなかったのか？」

「…………」

　東ヶ崎か竹たけ田だ並みに口が悪いこの男の名は、氏うじ神がみ功く徳どくと言う。職業は監かん察さつ医いで、生きてる人間よりも死体に関する知識の方が豊富というヤブ医者である。

　と、そのとき。おんぎゃあおんぎゃあと、火がついたように氏神の腕うでの中から泣き声が上がった。

「ほらみろ、娘も泣き出したじゃないか。おまえのせいだぞ」

「……俺のせいなのか？」

「ったく、もうおまえはあっち行ってろ。ほーら伊い織おりちゃん、怖こわくないでちゅよ～、変へん態たいさんはもういないでちゅよ～、ほーらべろべろべろば～」

「…………」

　思わず頭を抱かかえそうになる。最後の望みをあんなのに託たくさねばならないとは。

　やがて氏神は、まったく泣き止やまない娘の世せ話わを妻に押おし付け、俺の元へ戻もどってきた。

「それにしても、おまえみたいな殺人者が知り合いとは俺は悲しくてしょうがないぞ。そもそもなぜ今俺の家に来た？　近所の人に見つかったら変な目で見られるだろうが」

「ええいうるさい、判はん決けつが確かく定ていするまで人を犯罪者呼ばわりするんじゃねえ」

「分かった分かった。で、今日は一体どういったご用件ですかなこの将来の殺さつ人じん鬼き」

　……一応は俺の話を聞く態たい勢せいになったようなので、俺は語った。

　まだどこにも公おおやけにはしていない事件のなりゆきを。江畑が内部告こく発はつの後うしろ盾だてを頼むために俺の元を訪おとずれ、その後色々あって俺が目を覚ましたら右手には血塗れた包丁、左手の先には死体があったということを。そしてこれまでの法廷で知り得た検察側の立証ポイントを。ついでに、みやげ代わりに検察側から巻き上げた死体の写真一式も渡わたす。

「ふーん。今回は刺し殺さつか、相あい変かわらずバリエーションが豊ほう富ふで結構なことだ。おまえといれば法ほう医い学がくの資料には事こと欠かきそうにないな」

　氏神は興きよう味み深そうに写真に見入っていた。

　死体の写真がみやげ代わりになるのは世界広しといえどこいつだけではなかろうか。

「で、どうなんだ？　俺の話を聞いて何か気になったことはないのか？」

「あるぞ、一つ二つな」

「あるのか!?　二つも!?」

　困ったときの氏神頼みとはよくいったものである。

「おまえの話だと、被ひ害がい者しやは包丁で刺さされたって話だったよな？」

「ああ、何しろ被害者の血が付いた包丁を俺が持ってたぐらいだしな」

「そいつはおかしいんだ。見ろよ、この写真」

　そういって氏神が俺に示したのは、江畑の致ち命めい傷しようとなった腹の傷をアップで写したものだった。内ない臓ぞうでも飛び出てきそうな一番きついヤツである。

「これがどうかしたのか？　どこがおかしいんだ？」

「その傷口の周辺だ。なんか黒ずんでアザみたいになってるだろ？」

「んー？」

　なるほど、確かに氏神の言った通り黒くなっている。

「おまえの言うとおりみたいだが……。でも死ぬほどの傷をつけられたんだろ？　よく分からんがこれぐらいの痕あとはつくんじゃないのか？」

「いや、包丁みたいな鋭えい利りな刃物で刺されたんだとしたら、こんな黒くはならない。いいか、この傷口の周りにある黒いのは紛まぎれもないアザだ。恐おそらく凶きよう器きは包丁じゃない、もっと横よこ幅はばの広い刃は物ものだ。長くて重量のあるナイフってところだろうな。そういう横幅のある刃物で人間の皮ひ膚ふを刺すとな、傷口の周辺が痛めつけられてアザみたいになるんだよ」

「な……なるほど」

　イメージ的には分かる。包丁は細いので肉を切り裂さくだけだが、ナイフのような横に厚さのあるものだと、肉を切り裂くと同時に傷口の周辺を圧あつ迫ぱくすることになる。それで皮膚内の毛もう細さい血けつ管かんが圧迫・破は裂れつし、アザになるということか。

「……おい、ちょっと待てよ」

　そのとき、俺はとんでもないことに気付いた。

「そりゃあ穏おだやかじゃないぞ。つまり何か？　俺が目を覚ましたとき持ってた包丁は、凶器じゃなかったってことだよな？　つまり、江畑を殺した凶器が別にあるってことじゃないか！」

「おい、早はや合が点てんするなよ。そういう可能性があるというだけの話だ。たとえ包丁で刺したって、被害者が暴れれば刃先が揺ゆれて傷口の周辺にアザをつけることも考えられるだろ。現げんに、検察は包丁が凶器だと断だん定ていしてたんだろ？　それなりの根こん拠きよがあってのことじゃないのか？」

「なーに、検察の主張を鵜う吞のみになんぞする必要はないさ。とにかく俺としちゃ合理的な可能性を差さし挟はさむ余地さえ作れればいいんだからな」

　とはいえ、すぐさまこの話を法ほう廷ていに持ち出すのは難しいな。

　被害者である江畑はかなり抵てい抗こうしたとされている。氏神の言うとおり、包丁で刺してもアザがつくという可能性はすでに提てい示じされているというわけだ。

　ただ、もしその別の凶器とやらが見つかれば、俺の無む罪ざいは確実になるんだが……。

「まあおまえがそれでいいならいいが。そんなことよりもう一つ、おまえの話を聞いて気になっていることがあるんだが」

「そういえば二つ気付いたことがあるっつってたな。教えろよ、なんだ？」

「薬を飲まされて意識を失い河原かわらに放ほう置ちされてたってことさ。おまえ、それでよく生きていられたな」

「なんだ、そんなことか。あいにくと悪運だけは強うございましてね。なんとか凍とう死しもせずにこうして生き残ってやったさ」

「そうじゃない。凍死も確かにありうるが、それより恐おそろしいのは薬の方だ。ドラマの中じゃともかく、十分やそこらで意識を失う薬なんて医者の俺でさえぱっと思いつかんぞ？」

　意外な言葉に、俺は目をしばたかせた。

「……そうなのか？」

「そうなんだよ！　注ちゆう射しやかガスか、あるいはアルコールと一いつ緒しよに摂せつ取しゆしたならまだ分かる。だがその薬はコーヒーに入ってたんだろ？　口から摂取して十分でコテンといくなんてなあ。ま、恐らくは抗こう鬱うつ剤ざい系のクスリでも飲まされたんだろうが、それでも十分程てい度どで寝ねちまうなんて普ふ通つうはありえん。よほど強力だったのかも知れんが、そうなるとおまえ本当によく生きていられたな。昏こん睡すい状じよう態たいになってそのまま死んでたっておかしくなかったんだぞ？　もう薬じゃないな、毒だと言った方がいい」

　……医者の資し格かくを持つこいつが真顔で言うものだから、俺もさすがに寒さむ気けを感じた。

「……そう言われるとちょっとゾッとしてきたな」

「ああそうだろう。ましてやその後、外に放置されたんだろ？　このクソ寒い一月に。それで凍死もせずに一時間ぐらいで目が覚めたなんて俺に言わせれば奇き跡せきも同然だ」

　……そうか。俺はそこまで危険な状態だったのか。

　ドラマや漫まん画がの中ではいつもあっさり人が眠ねむらされていたものだから、まったく疑問にも思っていなかったんだが……。

　まあこれも日ひ頃ごろの行いのせいだろう。恋れん愛あい運はいつも最低のようだが、そのマイナスの分が他の運に回されているに違ちがいない。

「それにしても──」と、氏神は続けた。「そういうことなら尿にようでも採取しておくべきだったな、そうすれば薬を吞のまされたってことは立証できたはずだ。しかも命にかかわるほどの量のな」

「……なんてこった」

　そいつは惜おしいことをしたと、心しん底そこ思った。

　俺が殺されるところだったという証しよう拠こだって？　もったいない。あまりにももったいない。

「なあ氏神。あれから時間は経たったが、今尿検査したら何か出てこないか？」

「あん？　それはまあ薬によっては長期に影えい響きようを残すものもなくはないが……。だが十分で効こう果かを発はつ揮きするような即そつ効こう性せいのある薬が、何日も経たった今でも残ざん留りゆうしているとは考えにくいな。そもそも、裁判のプロのおまえらしくもないな。ブタ箱の中ならまだしも、保ほ釈しやく中の今ならいくらでも薬を服用する機き会かいはあるってことだろ？　今いま更さら検査したって誰も信じちゃくれないんじゃないか？」

「……まったくその通りだな」

　と、諦あきらめかけたがすぐ思いなおす。

　そうだ、確かに尿は採取されていない。しかし、

「じゃあ血けつ液えきならどうだ？　俺は河原で目覚めてから警察に連れて行かれたんだが、そこで血液を採取されたんだ。そこになら薬物の反応が残ってるんじゃないか？」

「ふむ。それはまあありえないことはないだろうが……。おまえが寝てたのってどれぐらいの間だ？」

「一時間ぐらいだな。午後六時半から午後七時半ぐらいのはずだ」

「血液を採取された時じ刻こくは？」

「ほとんど日が変わる直前だったから……十一時ごろだな」

「そうか……。そいつは微び妙みようなところだな。いいか、目が覚めたってことは薬の効果が切れたってことだ。薬ってのはな、口から摂取しようが必ず血液に取り込まれて患かん部ぶに効力を発揮するようできている。だから血液に成分が残ることは充じゆう分ぶん考えられるわけだが、その成分は時間とともに化学変化を起こして最後には体外に排はい出しゆつされる。薬の効果が一時間で消えて目が覚めたってことは、その時点でかなり成分が変化してると考えた方がいい。それからさらに三時間が経ってたってことは……なんとも言えんな。何かしら血中に残ざん渣さはあったと思うが、そもそも何の薬を摂取したのかも分からんのだからな」

　どうやら望みは薄うすい様子だった。

「そもそも、おまえは痴ち情じようのもつれの末に殺したことになってるんだろ？　それじゃあ睡すい眠みん薬やくの成分が出たところで、心しん中じゆうしようとしてたと思われるだけじゃないのか？」

「うぐ。そ、そうか……」

　それは充分考えられることだった。愛する江畑をこの手で殺し、そして睡眠薬を飲んで心中しようと思った──東ヶ崎の好みそうな論ろん法ぽうである。いや、冗じよう談だん抜ぬきであいつならそう主張するだろう。

　ええい、薬の件はまあいい。まだ望みがすべて絶たたれたわけではないのだ。

「なあヤブ医者。もう一つ血液について聞きたいことがあるんだがな。血けつ痕こんって空気にさらして放ほう置ちしたらどうなる？」

「ネバネバになるな、凝ぎよう固こして。で、さらに時間が経てば最後には乾かん燥そうしてパリパリになる」

「じゃあその血液を綿棒で採取したときにだな、綿棒が黄色くなる可能性って考えられるか？」

「ああ？　なんだそれは、血は赤いもんだろうが」

「そりゃ分かる。だがな、検察が提てい出しゆつした証拠に、俺の血を採取した綿棒ってのがあったんだ。そいつは先せん端たんは赤かったがその少し上の部分がわずかに黄色くなってたんだ。そういうことはありうるのか？」

「なるほど。まあそうだな、考えられんこともない。たとえばだ、血液を採取して何もしないで放置しておくと、やがて血けつ餅ぺいと血けつ清せいの層そうに分ぶん離りする。上うわ澄ずみの方が血清の層なんだがな、その部分は黄色く見えないこともない。だからそれかもしれんな。もっとも、目に見える形で血液を分離させるには空気中で二時間ぐらい放置しないとダメだ。その血痕とやらがどれだけの量かは知らないが、普ふ通つうなら分離する前に乾かわくと思うがな」

「つまり、綿棒で採取した程てい度どじゃ黄色くなることなんてないと考えていいのか？」

「ああ。もともと血清の層なんてそう分ぶ厚あつくもないしな。綿棒で吸すい取れば、黄色い以前に真っ赤になるだろう」

「妙みようだな……。でも実際、検察が提出した綿棒には少しだけ黄色い染みみたいのがあったぞ？」

「ふむ……」

　氏神はあごに手をあてて考え込んだ。

「それはひょっとしてＥＤＴＡでも入ってたんじゃないか？」

「……専門用語を使うのはよせ。聞き返すのもめんどくせえだろが」

「ＥＤＴＡ、エチレンジアミン四し酢さく酸さん……っつっても分からんだろうな。ようするに抗こう血液凝ぎよう固こ剤ざいのことだ、殺人事件専門を謳うたうならそれぐらい知っとけ。いいか、普通血液を採取するときはＥＤＴＡが入ってる試し験けん管かんを使うんだ。そうしないとすぐ凝固してドロドロになるからな。だが抗凝固剤が入ってれば、血液は放置しても凝固せずに血けつ漿しようと血球の層に分離する。下半分は血球の層で黒いぐらい赤くなるが、上半分の血漿の層は黄色がかった透とう明めいになる。この場合は目に見えて黄色いと分かるからな、綿棒で採取しようとすれば黄色い部分もできるだろう」

「……そうか。そういうことか」

　血漿だの血餅だのと言われてもなんのことか分からんが、少なくともこれだけは分かった。

　ようするに血液に抗血液凝固剤ＥＤＴＡが混まじると、上の方は黄色くなるということである。

　一本の糸が繫つながりつつあった。面おも白しろくなってきたぜ。

「つまり、事件現場に落ちていた血痕にＥＤＴＡが混じっていたとしたら、綿棒が黄色くなる可能性もあるってことだな？」

「そうだな、可能性はゼロじゃないだろうが……しかし、そんなこといくらなんでもありえないだろう。なんで落ちてる血痕にＥＤＴＡなんかが入るんだ？」

　そういった氏神はしかし、すぐに気持ちの悪いものを見るような目で俺を見た。

「……おい、俺の家でそのニヤリと笑う顔はするな。娘むすめの目に入ったら教育上よくないだろうが」

　失礼なことをほざく。

　だが、それでも俺はニヤリと頰ほおが歪ゆがむのを止めることはできなかった。

　なぜ事件現場にあった血痕にＥＤＴＡが入っていたのか？

　そうではない、逆なのだ。なぜＥＤＴＡ入りの血痕が事件現場にあったのか？　そう考えれば、導みちびかれる答えはたった一つしかない。

　見てろ東ヶ崎め。ほえ面づらかかせてやる。




　……って、あれ？　なんか昨日も似たような決意をした覚えがあるが……。
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　　　　一月十六日午前十時　地方裁さい判ばん所しよ第三法ほう廷てい




　この日も傍ぼう聴ちよう席せきは満まん員いん御おん礼れいであった。

　今どき、毎回傍聴席が満席になる裁判なんてそうはないだろう。それもたかが殺人事件で。すべては俺おれのカリスマ性ゆえであろう。今度から俺が裁判にかかわるときは入場料でも取ってくれないものだろうか。それだけでもいい収しゆう入にゆうになりそうなものだが。

　とはいえ、今は最前列のプレミアチケットの価格はいくらにすべきか、などと考えている場合ではなかった。俺にはやっておくことがあった。まずは昨日『赤あか村むら市議の不ふ正せいを証明してみせます』──などと宣せん言げんしたことを忘れたかのように、堂々と振ふる舞まっておかねばならない。今日俺が立りつ証しようすることは、すべて赤村とは関係のないことばかりなのだから。

　というわけで、今日も早さつ速そく自分の仕事の準じゆん備びを始めやがった形だけの弁べん護ご人にんに、俺はこう頼たのみこむことになる。

「おい竹たけ田だ。今日はあんたに弁護士らしいことをしてもらう必ひつ要ようがあるんだが」

　竹田はもちろんいい顔はしなかったが、腐くさっても弁護人であることは自じ覚かくしているらしく、頭から断ことわろうとはしなかった。

「……何をしろと？」

「俺を証言台に立たせろ。で、ここに書かれていることを尋じん問もんしてくれ」

　メモ用紙を一枚取り出す。

　竹田はメモに一いち瞥べつをくれると、不ふ承しよう不ぶ承しよう受け取った。

「まあ仕し方かたあるまい、乗りかかったなんとやらだ。これぐらいのことはしてやろう」




　存そん在ざいだけでも堅かた苦くるしい裁判長が入にゆう廷ていし、審しん理りの再開が告げられたのはそのすぐ直後のことであった。

「では弁護人、証人を呼びなさい」

「分かりました裁判長」

　と、そう言ったのは俺ではない。先ほど俺が頭を下げて頼んだ竹田である。

「まず弁護側本日最初の証人として、山やま鹿しか被ひ告こく本人に証言台に立っていただくこととします」

　竹田が被告人たる俺を証言台に立たたせるという展てん開かいに、早速傍聴人どもがざわつき始める。

　そんな雑ざつ音おんをＢＧＭに、俺は証言台に立った。

　それにしてもこの俺が殺人罪の被告になった上に、証言台にまで立たされるとはな。人生色々とはよく言ったものである。

「さて、山鹿さん。あなたは今回の事件が発生する前日の一月八日に、被害者である江え畑ばた氏の訪ほう問もんを受けましたね？」

「はい」

　まったく新しい事実の登場に、また法廷がわずかにざわめいた。

「江畑氏はどういった用向きであなたの元を訪おとずれたのですか？」

「彼は市議会議員の赤村という人物の秘ひ書しよを務つとめていました。ところがある日、江畑氏は赤村市議が公共工事の丸投げを主しゆ導どうして不正な利り益えきを上げていることに気付いたのです。そこで誠せい実じつな江畑氏はそのことを内部告こく発はつしようとしました。しかし相手は地元に多大な影えい響きよう力りよくを持つ市議会議員です、徒と手しゆ空くう拳けんでは不安を感じたのでしょう。そこで彼は私に後うしろ盾だてを頼みにきたというわけです」

「あなたはそれを引き受けたわけですね？」

「そうです」

「では、それから具ぐ体たい的てきにどうしたのですか？」

「翌日、私は江畑氏の求めに応じ、彼の職場──つまり赤村市議の事務所に赴おもむきました。そのとき事務所にいたのは江畑氏ただ一人でした。そこで弁護士である私の監かん視しの下もとに、公共工事丸投げの証しよう拠こを事務所から持ち出すことにしたのです」

　ここで法廷のどよめきが少し大きくなり、裁判長が一度注意を飛ばした。

「なるほど。それでその試みはうまくいったのですか」

「いえ、失敗でした。そのとき、私は事務所に私がいたという証拠を残した方がいいという判はん断だんから、コーヒーを一いつ杯ぱいごちそうになっていたのですが、これが厄やつ介かいな事じ態たいを引き起こしたのです」

「つまり、検けん察さつ側がわ証しよう拠こ物ぶつ件けんＤのコーヒーカップにあなたの指し紋もんと唾だ液えきがついていたのはそのためだったということですね？」

「その通りです」

「では、その厄介な事態とはどのようなものだったのですか？」

「コーヒーを口にしてから十分ぐらい経たったときのことです。油ゆ断だんしてましたね、あらかじめ何者かがクスリを仕込んでいたのでしょう。私は急きゆう激げきな眠ねむ気けに襲おそわれ、間もなく意い識しきを失ってしまったんです」

「再び目が覚めたとき、どうなっていましたか？」

「それはもうびっくりですよ。私が目を覚ましたのは事務所ではなく野や外がいの草むらの中でした。音で河の近くだということが分かりましたけどね。しかもそれだけじゃありません、なぜか私の右手には血ち塗ぬれた包ほう丁ちようが握にぎられており、その上隣となりには腹ふく部ぶから血を流している江畑氏の遺い体たいがあったんですから」

「質問は以上です」

　いつの間にか法廷は静まり返っていた。

　初めて公こう言げんされた、この事件の真実。

　もちろんそれを直ただちに信じてくれる都つ合ごうのいい陪ばい審しん員いんなどいないだろう。しかし筋すじが通っている以上、完全に否ひ定ていすることもできないだろう。その迷いゆえの沈ちん黙もくといったところか。

「東とうヶが崎さき検けん事じ、反対尋問を行いなさい」

「はい、では一つだけ」

　この場でただ一人平へい静せいを装よそおっていた東ヶ崎が腰こしを上げる。

　あのハイエナに俺が反対尋問されるなど生せい理り的てきにはゾッとするが、今回に限っては質問される内容は簡かん単たんに予よ測そくできる。専せん門もん家かの俺を前にして東ヶ崎も長々と尋問するような愚ぐはおかすまい。ここは反対尋問であることを利用して、俺が何と答えようが関係なく陪審員たちになんらかのイメージを植え付けられるような誘ゆう導どう尋問をするだけで終わるだろう。

「山鹿被告人。なかなか興きよう味み深い証言でしたが、あなたと江畑氏が一月八日に面会したということをあなたの証言以外で証明することはできますか？　もちろん、あなたと親しい人を連れ出して証言させるのはなしにしてもらいたい」

　ほらきた。ここで俺がイエスと答えれば充じゆう分ぶんな根こん拠きよがないくせにと罵ば倒とうし、ノーと答えればもちろんこのウソツキめと罵倒するわけである。誘導尋問のイヤなところだ。他人にする分にはストレス解かい消しようになるのだが。

　とにかくこういうときは逃にげの一いつ手てを打つに限る。

「東ヶ崎検事。私がイエスと答えることは簡単ですが、そういう堂どう々どう巡めぐりになりかねない質問はもうよしましょうや。その判はん断だんはすべて陪審員に委ゆだねるべきです」

「む……」

　このとき、東ヶ崎は俺ではなく裁判長の顔色をうかがった。

　東ヶ崎とてさらに反はん論ろんをすることは容よう易いだろう。しかしくだらない言い争いになってこれ以上の不ふ興きようを買うことを恐おそれたのだろう。

「結けつ構こう。反対尋問を終わろう」

「よろしい、弁護人、次の証人は？」

　かくして竹田は用済みとなり、再び俺が弁護人として証人を喚かん問もんする。

「次の証人として、事件を捜そう査さした遠えん大だい刑けい事じ部長を」




　まだ止めるヤツがいないのか、相あい変かわらず真っ赤なネクタイを着けた中年刑事が証言台に立つ。

「では遠大刑事部長。あなた方は被害者である江畑氏の勤つとめ先、つまり赤村市議の事務所こそが殺さつ害がい現場であると推すい理りしてるわけですよね？」

「ただ推理してるだけではありません。現にそれを裏付ける証拠や法医学者の見けん解かいもあります」

「そしてその事務所内には私の指紋や唾液のついたコーヒーカップ、それに私の血けつ痕こんがあり、それによって私が犯人だとされているわけですね？」

「それだけではありません、あなたが遺体の傍そばで凶きよう器きと思われる包丁を持っていたことももちろん──」

「その先は言わなくて結構ですよ。しかし根拠になっていることは間ま違ちがいないわけですね？」

「まあそれはそうです」

「ですが、私はなぜ現場に私の使ったコーヒーカップがあったかについてはすでに証言しました。となると、もしその血痕が私を陥おとしいれることを目的として、何者かに偽ぎ装そうされたものだったとすれば、あなた方の主張は簡単に崩くずれるというわけですね？」

「はっはっは！　やっぱりそう仰おつしやると思ってましたよ！　ええ確かにその通りですとも。まあ百歩譲ゆずってコーヒーカップの件は置くとしても、血痕についてはどう説明するおつもりで？　被害者には殺されるときに抵てい抗こうした痕こん跡せきが残っています。そのときあなたも怪け我がをして血痕を残した、それが真実でしょう。それとも、その血液は誰かに盗ぬすまれたものだとでも主張するつもりですか？」

　俺はニヤリと笑った。

「ええその通りです。助かりますよ、あなた自ら解答をお示しめしくださるとは」

「……なに？」

「遠大刑事部長。一つ思い起こしていただきたい。確かあなた方は私の血液を採取したことがあったと思いますが、まだ覚えておいでですと大変嬉うれしいのですが」

「……まるで私に記き憶おく力りよくがないとでも言いたげですな」

「いえいえ、とんでもございません。記憶力だけでなく理り解かい力りよくの有う無むについても疑ってますよ。あと服装のセンスもね」

　遠大は顔がひきつるのを意思の力で押おさえ込んだようだった。

「異い議ぎを申し立てる！」

「認める」

「発言は撤てつ回かいします」

　そんなお決まりのやり取りの後、

「では聞き直しましょう。遠大刑事部長、あなたは私から血液を採取しましたね？」

「ええ、確かに採取しましたが、それが何か」

「結構です。では、こんな推理はいかがでしょう。あなたはこれまで何度も警察に苦く渋じゆうを舐なめさせてきた私を、なんとしても殺人罪で断だん罪ざいしたかった。そのために、本来なら後方から全体の捜そう査さを統とう轄かつすべき立場にあるあなたは自ら陣じん頭とうに立って捜査を指し揮きしました。

　そして捜査が進み、私が遺体の傍で凶器と思われる包丁を持っていたところを目もく撃げきされるなど、状じよう況きよう証拠は揃そろいました。しかしまだ決定的な証拠が不足している。そこであなたは、鑑かん定ていのためと称しようして私から血液を抜ぬき取ったんです。もちろんその血液は実際の鑑定にも使われたのでしょう。しかし全部ではなかったんです。血液の一部は、あなたが私に無実の罪を着せるために利用したんです。そう、事件現場と思われた赤村市議の事務所にあなたが垂たらしたんですよ！」

「い、異議を申し立てるッ！」

　傍ぼう聴ちよう人にんがざわめくのと、東ヶ崎が怒ど鳴なり始めたのはほぼ同時であった。

「裁判長閣かつ下か、これは何ら根拠のない妄もう想そうをそれらしくでっち上げ、審しん理りを妨ぼう害がいしようという弁護人の企たくらみであることは疑いありません！　検察側は断だん固ことして、ただちに記録から削さく除じよされるよう要求します！」

「それはつまり東ヶ崎検事──」

　俺は腰こしに手を当て胸を張はり、即そく座ざに言い返した。

「我々弁護側がその根拠を示すことができれば、あなたには何の異議もないということですね？」

　俺があまりにも堂どう々どうとしていたせいか、さすがの東ヶ崎も少し鼻はな白じろんだ様よう子すだった。

「ほう、面おも白しろい。そのような証拠があるというのであれば私からもお願いしよう、是ぜ非ひ見せて頂いただきたいものだな」

「いいでしょう、ではただちにそのことを証明するための証人を喚問──」

　と、そのときである。

　俺と東ヶ崎は、ほぼ同時にあることに気付いた。

　自分そっちのけで審理を進められ、こめかみの辺りをひくひくとさせている、賢けん明めいにして頑がん迷めいなる裁判長のことを。

「さ、裁判長。検察側の異議に応こたえるため、ひとまず遠大刑事への質問はこれで終えたいと思います」

　慌あわててフォローする。それが功こうを奏そうしたのか、あるいは裁判長もすでに諦あきらめが入っていたのかは分からないが、今回に限ってはそれ以上の不興を買うことはなかった。

「……まあよろしい。検察側、反対尋じん問もんを行うか？」

「いいえ裁判長閣下、弁護側が次に提出するとしている証しよう拠ことやらが提出されるまで、我われ々われ検察側には反対尋問を保ほ留りゆうする権利があると思います」

「分かった。では弁護人、次の証人は誰か」

「江え星ぼし博士はかせに伺うかがっておきたいことがあります」




　間まもなく証言台に立つ江星。

　俺はまず裁判長に申し出てある証拠物件を受け取ると、即そく座ざに質問を切り出した。

「江星博士。まず、これに見覚えはありますよね？」

　俺が示したのは、俺の血痕を採取した綿棒の入ったビニール袋ぶくろであった。

「ええ、検察側証拠物件Ｆのようですが」

「その通りです──」

　俺は証言台に歩み寄り、江星の顔に証拠物件Ｆを近づけた。

「ではまずこれをよく見てください」

「はあ。よく見ましたが、何か？」

「見ての通り、その綿棒の先せん端たんは赤くなってますよね？」

「ええ、そりゃ血液を採取したものですから」

「ところが、その赤い先端より少し上の部分は黄色く染まっているように見えませんか？」

「え？……むう。言われてみるとまあ、確かにそう見えなくもないかもしれませんが」

「でしょうね。ところで江星博士、あなたはＥＤＴＡとは何かご存ぞん知じですか？」

「そりゃ知らないわけがありませんよ。色々な効こう能のうのある薬品です」

「抗こう血けつ液えき凝ぎよう固こ剤ざいとしても使われている薬品ですね？」

「その通りです」

「血液を採取するときなどには、凝固しないように必ずＥＤＴＡの入った試し験けん管かんに採取するそうですね」

「ええ、そうですが」

「ところで、ＥＤＴＡと血液を混まぜて長時間放ほう置ちした場合、どのような変化が起きるかご存知で？」

「それはもちろん、抗血液凝固剤という名の通りの変化が起きますよ。通つう常じよう、血液を空気中にさらしておくと、凝固してベタベタになりますが、ＥＤＴＡをくわえておけば凝固しなくなります」

「つまり、検査するために採取された血液には、必ずＥＤＴＡが混こん入にゆうされるわけですよね？」

「そうです」

「その際血液は、血けつ漿しようと血球という上下二つの層そうに分ぶん離りしますよね？」

「ええ、そうです」

「またそのとき、上の層、つまり血漿の層は薄うすい黄色をしていますよね？」

「そうです」

「と、いうことはですよ──」

　俺はにっこりと微笑ほほえんだ。

「殺害現場に残っていた私の血痕を採取したこの綿棒は、一部が黄色くなっています。これはその血痕が血漿と血球の層に分離していたこと、すなわちその血痕にＥＤＴＡが混入されていたことの証明になるのではありませんか？　いえ、もう少し分かりやすく言い直しましょう、自然に落ちた血痕にＥＤＴＡが混じるわけがありません。つまり、私に罪つみを着せたいがために、功こうを焦あせった警察が私から採取した血液を事件現場に落としたという証明になるのではありませんか？」

「い、異議あり異議あり！　異議を申し立てるゥゥウウウウ────！」

　ついに東ヶ崎が狂った。

「裁判長閣かつ下か、これは悪あく辣らつなる三さん段だん論ろん法ぽうです！　耳を貸かす必要などありません！」

「落ち着きなさい東ヶ崎検事。ことはそれほど複ふく雑ざつなことではない。江星博士？」

「あ、あい、なんでございましょうか」

「直ただちに、事件現場に落ちていたという被告人の血痕を鑑かん定ていするよう命じる。もちろん、ＥＤＴＡが含ふくまれているかどうかを調べるためだ」

「い、今すぐでございますか？」

「直ちに、と言ったはずだ。どれぐらい時間が必要か？」

「そ、そうですね。一時間ほどあればなんとか……」

「よろしい、五十分でやりたまえ。ではこれより本法ほう廷ていは五十分の休きゆう憩けいに入る」

　ガツン、と一度木き槌づちを鳴らし、とっとと出て行く裁判長。

　ムチャクチャである。まあ俺にとってはありがたいんだが。

　江星は助けを請こうように東ヶ崎を見たが、当のハイエナ検事は諦めて走れとでも言いたげに、あごをしゃくるだけであった。仕し方かたなくドスドスと法廷を後にする。

　これでいい。俺の血痕からＥＤＴＡが出てくることは間ま違ちがいないだろう。でなければあの黄色い綿棒と、なぜ事務所に俺の血液が落ちていたのかという理由が説明できない。

　これで警察が陰いん謀ぼうを用もちいて俺を断罪しようとしたという印いん象しようを強く与あたえることができる。そうなれば後の審しん理りはもうこっちのものだ。

　そのことは東ヶ崎検事も分かっているのだろう。反論のための準じゆん備びか、俄が然ぜん忙いそがしそうに動き始める。

　無む駄だだ無駄。後でどんな反はん証しようをしようと、そのころには陪ばい審しん員いんも俺を不ふ当とうな罪に陥おとしいれようとする陰謀だとみなすようになっているだろう──。




　　　　◆




　そして五十分後。

　証言台には真冬だというのに汗あせだくでぜえぜえと息を荒あらくしている江星博士の姿があった。

　その顔が蒼そう白はくになっているのは、酸さん素そ不ぶ足そくだからではあるまい、俺の主張が裏付けられたからだろう。

　それは喜ぶべきことである。

　しかし……なぜか俺の心は晴れなかった。どうもおかしい。肝かん心じんの東ヶ崎の顔には、動どう揺ようや焦しよう燥そうといった感情が一いつ切さい浮うかんでいないのだ。それどころか、さっきにも増まして余よ裕ゆうが生じているかのようでもあった。

　なぜだ？　なぜああも余裕ぶっていられる？　これでＥＤＴＡの痕こん跡せきが証明されれば、どれほど苦く境きように立たされるかは分かっているはずだ。

　それとも、まさか……まさかとは思うが、ＥＤＴＡが検けん出しゆつされなかったのではあるまいな？

　そんなことはないとは思う。が、よく考えればすべて俺の推すい測そくでしかないことも確かなのだ……。

　マズイな。ちょっとぞーっとしてきたぜ。

「江星博士、結果は出たのか」

「ええ、まあ」

　裁判長の問いに、江星は動揺を隠かくせない態たい度どで答えた。

「では証言せよ。現場に残っていた被ひ告こく人にんの血痕に、ＥＤＴＡは含まれていたのか？」

　緊きん張ちようの一いつ瞬しゆんである。

「イ、イエスです」

　ほっ。俺は思わず安あん堵どのため息を吐ついた。

　そして傍聴席は一気にざわめき始め、例によって裁判長が槌つちを振ふるい、退たい廷てい者しやを何人か出すまでその騒さわぎは続いた。

　やっぱり俺の推すい測そく通りだったというわけだ。すべては警察の、恐おそらくは遠大有ゆう徳とく刑けい事じ部長の陰謀だったのだ。

　そのはずなのだが……おかしい。ことここに至いたっても、薄うすら笑いを浮かべた東ヶ崎の態度に変化がない。なぜだ？　開き直ったのか？　それとも諦あきらめた？　いや、それだけは絶対ありえないだろう。ハイエナの異い名みようを持つ──というか俺が付けたんだが──あのしつこい検事がこの程てい度どで諦めることは有り得ない。

　と、そのときである。

「裁判長閣下！　一つよろしいですか」

　突とつ然ぜんヤツが動き始めたのだ。

「何かね、東ヶ崎検事？」

「ただいまの証言によって、事件現場に残っていた被告人の血痕にはＥＤＴＡが含まれており、それによって不本意ながら証拠の真しん贋がんについて大いなる疑問を抱いだくという事態に陥りました。しかしなぜ被告人の血痕にＥＤＴＡが含まれていたかについて、我々検察側は合ごう理り的てきな回答を示す用意がございます。つきましては証人を一人喚問する許可をいただきたい」

　うげげ。

　おいおいおい！　まさかそんな手を用意してやがったのか!?

　東ヶ崎のあの余裕を崩くずさぬ態度の根こん拠きよが分かったぜ。あいつがあそこまで自信をもっているということは、よほど何か恐ろしい奥おくの手を用意してあるに違いない。先ほどまでの俺の余裕はどこへやら、今は逆にぞーっとしてきたぞ。

「ほう。それは聞かぬわけにもいくまい。よろしい、認めよう。で、誰を喚かん問もんするのかね？」

「株式会社コカペブシボトラーズの公式ホームページ上にて『教えてドクター吉よし男おくん相談室』のコーナーを担たん当とうしていらっしゃいます細ほそ田だ吉男さんです」

　…………誰それ？




　出てきた証人は、ドクターという名前に似ず、ただの若いサラリーマンだった。着ているものも白衣じゃなくてスーツだし。まあ細田という苗みよう字じに反して、ちょっと太ってるあたりがドクターっぽい印象を受けないではないが。

「細田さん。まずあなたのお仕事について詳くわしくご説明願えますか」

「分かりました。私は先ほどご紹しよう介かいされましたとおり、コカペブシボトラーズの宣せん伝でん部ぶに所しよ属ぞくしておりまして、仕事の一いつ環かんとして我わが社の公式ホームページ上でいわゆるＱ＆Ａコーナーを担当しております。そこで消しよう費ひ者しやのみなさんから頂いただいた我が社への素そ朴ぼくな疑問について、色々と受け答えしているというわけです」

「つまり、コカペブシボトラーズの商品についてはあなたほど詳しい人はいないということですね？」

「そうですね。まあ詳しい方だとは思いますが」

「結構です。では、ＥＤＴＡとは何かご存知ですか」

「ええ、知っています。エチレンジアミン四し酢さく酸さんですね」

「まずそのＥＤＴＡの効能について教えてください」

「分かりました。まず抗こう凝ぎよう固こ作用ですが、これについてはもう知ってるというお話でしたね。それ以外にも、食品の味や品質を守るための安定剤、保ほ存ぞん料りようとして使用されています」

「まずお尋たずねします。ＥＤＴＡというものは、決して体に害のあるものではないんですね？」

「もちろんです。たとえば水すい銀ぎんや鉛なまり、ヒ素そなどの有害な金属が体に蓄ちく積せきしているときなどは、ＥＤＴＡに総そう合ごうビタミン剤ざいを加えたものを患かん者じやに点てん滴てきします。そうすると有害な金属を除じよ去きよすることができるんです。そんな使われ方をするぐらいですから、決して害のあるものではありません」

「なるほど、大変よく分かりました」

　相手は世界に名な立だたる大だい企き業ぎようである。訴うつたえられたら大変なのか、今回は東ヶ崎の言葉遣づかいも丁てい重ちようであった。いやまあ俺だって東ヶ崎の立場だったら同じ対たい応おうをするだろうが。

「ところで、あなたの会社の新製品であるコカペブシブルーにもＥＤＴＡが入ってますね？」

「はい。風ふう味みを保ほ持じするために使用しています」

「質問は以上です」

　……は？

　な、なんだって？　今の質問に一体なんの意味があるんだ？　ってか、コカペブシブルー？　どっかで聞いたぞその名前。それもごく最近……。どこだったっけか？

「弁護人、反対尋じん問もんを行いますか？」

「……いえ。少なくとも我々には、検察側の立証の主しゆ旨しが明らかになるまで反対尋問を保留する権利があると思いますが」

「よかろう。では東ヶ崎検事、次の証人を呼ぶかね？」

「ええ、もちろんです。次の証人は、同じく株式会社コカペブシボトラーズでアルバイトをしている平ひら岡おか進すすむさんです」




　……いよいよ審しん理りの行方ゆくえは混こん沌とんとしてきた。もはや俺にあった余裕は完全に消えうせ、後ご手てに回ってしまっている状態である。

　次に出てきた証人は、スーツすら着ていない二は十た歳ち前後の若い男だ。学生かフリーターだろう。この証人もまたどこかで見たことがあるような気がしないでもないのだが、いつどこで見かけたのかはまったく思い出せなかった。

「平岡さん。まず今回の事件が起こった今月九日の夕方、あなたがどこで何をしていたか証言してください」

「はあ。ええとですね、どうぞーどうぞーって言いながら駅前で試し供きよう品ひんを配くばってました」

「試供品とは何ですか？」

「コカペブシブルーです。最近発売になったばかりの」

　……思い出した。赤村の事務所へ行く時、皐月クソガキと一いつ緒しよにジュースを配ってたあいつか。そりゃ見覚えがあったとしても思い出せるわけがない。本当にすれ違っただけというのと同どう義ぎだもんな。

「では、あなたが試供品を配った中に、この法ほう廷ていで見覚えのある人はいませんか？」

「ええ、います。まあ僕が直接配ったわけじゃなくて、バイト仲間のコが渡わたしたんですけどね」

「それはどなたですか」

「山鹿弁護士です。地元じゃ有名な方でしたから覚えてますよ」

「彼はその後、もらったコカペブシブルーを飲みましたか？」

「はい。駅のベンチに座すわって飲んでるところを見ました」

「ありがとう、質問は以上です」

　そこで東ヶ崎は裁判長に向き直った。

「閣かつ下か。これでご理り解かいいただけたと思います。なぜ事件現場にあった被ひ告こく人にんの血けつ痕こんに、ＥＤＴＡが含ふくまれていたのか？　遠大刑事部長はその地位に見合ったモラルの持ち主です。弁護側が言うような証しよう拠この偽ぎ造ぞうなどする方ではありません。しかし現実に、血痕にはＥＤＴＡが含まれていました！　それはなぜか？　もはやお分かりでしょう、事件が起こる前、被告人がＥＤＴＡの含まれた飲み物を摂せつ取しゆしていたからなのです！」

「ぬぅわにぃぃいいいいいいい!?」

　やりやがった！　東ヶ崎の野や郎ろう、本気でやりやがったぞ、そんなありえねえ主しゆ張ちようを！

「さ、裁判長！　こ、こんなのは検察の茶ちや番ばんです、デタラメです、根拠無なき妄もう動どうです！」

「面おも白しろい。では山鹿弁護士、どこがどう根拠無きデタラメなのか説明してもらえますかな。コカペブシブルーにＥＤＴＡが含まれているということ、そしてあなたがそれを摂取していたことは証明されました。これほど根拠のある話はないと思いますが」

　うぐぐぐぐ。まさしくその通りだ。ってか、それって俺が一番好きな論法だよな。

　だがこのままではまずい。せっかく組み上げた俺の反論がすべてパアになってしまう。

「さ、裁判長、少しお待ちください。よく考えたら私はまだ反対尋問の権利を保留しております。しかしどうも事が専門的になり過すぎています。こういったことへの反対尋問はそれなりに準備が必要です。こちらも専門家の助じよ言げんを聞いてきますので、十分間ほど時間をいただけませんか」

「それは公平な要求というべきであろう。良かろう、では十分休きゆう憩けいとする」




　　　　◆




　俺はすぐさま控ひかえ室に戻もどると、自じ称しよう法医学者の氏うじ神がみに電話をかけた。

「……というわけだ！　検察の野郎、とんでもない反論をしてきやがった。何とかしてくれ！」

『……最近の検察ってな凄すごいなおい。どっからそんな情報集めてきたんだろうな』

「んなことはどうでもいい！　何か反論する糸口をよこせ！　このままじゃ俺は牢ろう獄ごく行きなんだぞ！」

『その方が社会が平和になりそうじゃないか。うちには小さい子供もいるしな、危き険けん分ぶん子しは一つでも減へらしておく必要が……分かった、待て、冗じよう談だんだ、そう怒おこるな。危険分子の恨うらみを買うのも恐おそろしい。ヒントになるかは分からんが医者なら誰でも気付くことを教えてやろう』

　……その後、俺は氏神の言葉をほんの十秒ほど聞くだけで、目からウロコを落とすことになったのである。

「くそっ、そんな簡かん単たんなことだったのか！　よし、サンキュ！」

　バタンと携けい帯たいを折りたたみ、法廷へ一直線。




　　　　◆




　そして法廷へ戻った俺は、

「裁判長！　ここであらためてコカペブシボトラーズ宣伝部の細田吉男氏を反対尋問する権利を行こう使ししたいと思います！」

「……もう、お好きになさい」

　やがて出てきた証人に、俺は矢や継つぎ早ばやに質問を飛ばした。

「細田さん。仮かりに人間がコカペブシブルーを飲んだとしても、体中の血液すべての凝固作用を抑おさえるほどの濃のう度どのＥＤＴＡが摂取されることはないのではありませんか？」

「ええ、それはそうですよ。人間の血液は三リットル……でしたっけ？　それに比くらべてコカペブシブルー一本が三五〇ミリリットル、それに含ふくまれているＥＤＴＡなんてたかが知れてますし」

「それが聞きたかったんです。ではもう一つ。仮にＥＤＴＡを摂取したとしても、長期に亘わたって体内に残ざん留りゆうすることはありませんよね？」

「そうですね。ＥＤＴＡは決して長い間残留するわけではありません。やがて体内で処しよ理りされ、排はい泄せつされます」

「ありがとうございました、質問は以上です」

　俺は満足して裁判長に向き直った。

「弁護側の主張は以上の通りです。私は確かにＥＤＴＡの含まれたジュースを飲みました。しかし実際に摂取したＥＤＴＡの量などたかが知れているというわけです。すなわち東ヶ崎検事の主張は、事実を都合のいいように解かい釈しやくし、不ふ利りな点をごまかそうとした戯ざれ言ごと以外の何ものでもないのです！」

　しかし、ここでまたヤツが立ち上がりやがったのだ。

「裁判長閣下！」

「……今度は何かね、東ヶ崎検事」

「我々には弁護側の主張を否ひ定ていする証人の用意が、」

「……もうその先は言わんでいいからとっとと証人を喚かん問もんなさい」




　東ヶ崎が再度呼びつけたのは、コカペブシブルーの試供品を配っていたという平岡進であった。

「平岡さん。あなたはバイト仲間が山鹿被告人に試供品のコカペブシブルーを渡わたし、そして被告人がそれを飲むところを見たと証言しましたね？」

「ええ、そうですけど」

「ではそのとき、被告人がコカペブシブルーを飲もうとしたときのことを、詳しよう細さいに証言してください」

「はあ……。ええと、そうですね、確か彼は僕らから試供品をもらった後、駅の構こう内ないにあるベンチでそれを飲もうとしたんです。でも、ちょっと申し訳ないことになりました。コカペブシブルーは炭たん酸さん飲いん料りようです。その上試供品なんてそう冷えてませんし、なにしろ配るときに結けつ構こう揺ゆらしたりしたもんですから、まあその、後は想像がつくと思いますけど、彼が缶かんを開けた瞬しゆん間かんに、パシュッと……」

「中身が飛とび散ちったというわけですね？」

「ええ。彼の手がぐっしょりと青く濡ぬれてましたよ」

「ありがとうございます。裁判長、続いて江星博士に証言したいことがあるんですが」

「……もうお好きになさい」

　裁判の順じゆん序じよもクソもあったもんじゃない。




「江星博士。確かに経けい口こうからコカペブシブルーを摂取しても、体内の血中に取り込まれるＥＤＴＡはたかが知れてますね？」

「ええ、その通りえす」

「しかしですよ、たとえば手にコカペブシブルーをこぼした後、その手を伝わり血液が垂れたとしたら、血けつ痕こんにはそれなりの量のＥＤＴＡが含まれることが考えられるのではないですか」

　ぬぅわにいいいいいいいいいいい!?

「な、なるほど！　それは確かに。元々血液採取用の試験管に入っているＥＤＴＡの量なんて相そう当とうたかが知れてますが、それでも充じゆう分ぶん効果を発はつ揮きしますからな。垂れる程てい度どの血液しかないのであれば、ごくわずかなＥＤＴＡがあれば事こと足たります。血痕にＥＤＴＡが含まれることも充分に考えられるでしょう」

　ひでえ！　そこまでやるのか!?　鬼おにかあいつは！

　ああ確かに俺があの日、もらったコカペブシブルーを手にこぼしたのは事実だ！

　だからといってそんな些さ細さいなことを持ち出し、警察による証しよう拠この偽ぎ装そうを隠かくそうとするなんて！　紛まぎれもない、あの野郎は頭に角つのの生えたハイエナだ！　鬼ハイエナだ！

　……いや、でも待てよ。まさか、本当にありうることなのだろうか。遠大刑事部長が意い図と的てきに血液をこぼしたのではなく……犯人が意識を失っている俺の手を傷つけただけだったりするのだろうか？　そしてコカペブシブルーに濡れていた俺の手から血液が垂れるとき、偶ぐう然ぜんＥＤＴＡが含まれたと……？

　いや。いやいやいや！　そんなことがありえるのだとしても、認めるわけにはいかない。断だん固ことして拒きよ否ひしなければ、冗じよう談だん抜ぬきで俺の命が危ない。

「裁判長！　異議を申し立てます！　こ、こんな推すい論ろんばかりの証言が認められては審しん理りそのものが成り立ちません！」

「ならば言わせてもらうが山鹿被告人」答えたのは東ヶ崎であった。「君の主張こそ推論にばかり基もとづいてはいないと言えるのかね？」

「少なくとも血痕にＥＤＴＡが含まれていたのは確かだろう！」

「しかしその理由について私は合理的な証言に基づいて反証して見せたぞ？」

「あれのどこが合理的な証言だああああああ!?」

「静せい粛しゆくに！　静粛に！」

　木槌が盛せい大だいに打ち鳴らされる。

「両名に告げる。これはもっと早くに警告すべきだったが、貴様らには自らの考えを述べる権利はまだ与あたえられていない。証人の証言、提てい出しゆつされた証拠をどう取しゆ捨しや選せん択たくするかは陪ばい審しん員いんが決めることであり、貴様らがお互たがいを個人攻こう撃げきすることは、それ自体審理を妨ぼう害がいする以外の何ものでもない。とにかく黙だまれ、もう余よ計けいなことは口にするな」

　そこまで言われたのでは俺も東ヶ崎も立たつ瀬せがない。とりあえず黙る。

「よろしい、ご理り解かいいただけたようだな。ここであらためて陪審員諸しよ君くんに申し上げる。何度も言うように、証拠の取捨選択をする権利は諸君らにある。しかしすべての証拠が出で揃そろうまでは、諸君らはいかなる意見を表明することも、また他人の意見を聞くことも許されていない。本日提出された証拠は、そのことを踏ふまえた上で吟ぎん味みするようお願いする」

　嘆たん願がん、というよりは脅きよう迫はくしてるとしか思えない顔つきで陪審員に語る裁判長。当の陪審員たちは、当たり前だがこくこくと神しん妙みような顔をして頷うなずくことしかできないでいた。

「さて。しかしどうも弁護側検察側双そう方ほう共にいささか冷静さを欠いているようだ。このままではスムーズな審理が続ぞつ行こうできるとは思えぬ。よって、裁判長権限をもって今日の審理はこれまでとしておきたいと思うが、どうか？」

　……このとき、東ヶ崎は異議を申し立てたが、最大の切り札を失った俺はもちろん賛さん成せいした。

　そして被ひ告こく側に配はい慮りよすべきだという理由で異議は却下され、今日の審理は中ちゆう断だんとなった。




　　　　一月十六日午後零時十分　山鹿法ほう律りつ事務所




「ねー善ぜん行こー。なんかこないだも同じこと言ったような気がすんだけどさー、これってどう見てもヤバイんじゃないの？」

　事務所へ着くなり、俺を出で迎むかえたのはやはりそんなクソガキの言葉であった。

「うるせえ。おまえに指し摘てきされなくても分かってらあ」

「あ、ふーん。もう一言も否定しないってことはほんとーにヤバイってことなのね」

　目め障ざわりなクソガキである。

　言われるまでもない。確かにマズイ。これはマズ過ぎる。最大の切り札であったＥＤＴＡが、あのような形で封ふうじられることになるとは。

「で、でも善行さん、まだもう一つあるじゃないですか。あの包ほう丁ちようが真の凶きよう器きじゃないって主張する手が」

　俺の雰ふん囲い気きを察さつしたのか、雪ゆき奈なが励はげますように言った。

「んー、あれはまだ裏づけが足りねえんだよな。ホンモノの凶器さえ見つかれば言うことはないんだが、どこにあるのか見けん当とうすらついてないしな。だからまずはＥＤＴＡの件で警察が俺に無む実じつの罪つみを着せようとしていたことを陪審員に納なつ得とくさせることが必要だったんだ。その上で凶器のことを突つく。それでようやく裁判長や陪審員を──」

「誤ご魔ま化かすことができるってわけか」

　影かげ野のが余よ計けいな口を挟はさむ。

「人聞きの悪い事をいうな。納得させると言え」

「善ぜん行こーにとっては同どう義ぎ語ごじゃないの？」

　……ええい、どいつもこいつも。

「でもその結果が今日のアレでしょ？　もうその方法も無む理りよね？　これはもう、いよいよあんた牢ろう屋や行きなんじゃないの？」

「いや、あいにくだがまだ一つだけ方法がある。確かにもうどの証人を呼ぼうがどんな証拠を提出しようが、勝てる可能性は低い。だがそれは法ほう廷ていの中の話だ。法廷がダメなら他を攻せめる」

「え？　どーゆーこと？」

「ふん、分からんか。つまり、あの色の三原色トリオの誰か一人を脅おどすかして犯はん行こうを自じ供きようさせればいいんだよ」

「あー、なるほど」

　納得したようにぽんと手を叩たたくクソガキ。

「できれば取りたくない手しゆ段だんだったんだがな。法廷の中なら裁判長のお墨すみ付つきさえ出ればなんだって許される。しかし外だとそういうわけにもいかんだろうしな」

「で、でも今回の一件って工事の丸投げっていう犯罪を隠すために行われた殺人なんでしょう？　今いま更さら自供してくれる人がいるんでしょうか……？」

　皐月が邪じや魔まをし、影野が茶ちや々ちやを入れ、そして雪奈が俺の代わりに心配する。雪奈らしいといえばらしいが、そう女を心配させてばかりでは男がすたるというものだ。ここは一つ希望を示して安心させてやるとしよう。

「ま、確かにその通りさ。でもな、まだ俺にとって、有ゆう利りな点が一つだけある。赤村紅こう助すけ、青あお谷たに蒼そう太た、緑ろく田だもえぎって三人もの容よう疑ぎ者しやがいて、しかもその三人は堅かたい絆きずなで結ばれているわけじゃないってことだ。連中は既き得とく権けん益えきという利益、つまり欲よく望ぼうだけで結ばれてる」

「なるほどな。欲望に駆かられた結けつ束そくなんてたかが知れてるからな」

　影野が率そつ直ちよくな感想を口にする。

「おまえの狙ねらいは分かった。で、三人のうち誰をたぶらかすんだ？」

「ああ、それは決まってる。緑田ってヤツだ。あの三人の場合、現げん状じようで一番立場が弱いのは間ま違ちがいなくダミー会社の社長って立場に成り下がってる緑田だからな。赤村は公共工事を国からかっさらってくることができるし、役人の青谷は予定落札価格を知ることができる。だがその二人と違って、緑田だけは絶ぜつ対たいに必要な人間ってわけじゃない。いくらでも代わりがいる。となればターゲットは緑田しかありえない。あいつを追おい詰つめて、すべてを自供せざるを得ないよう工作するんだ」

「なるほど、やっぱりなんだかんだで悪どいはなしになってきたわね。で、どういう工作をする気なの？　あんたのことだから、絶対もう考えてあるんでしょ？」

「ああ、もちろんだ」

　言いながら俺はまず携けい帯たいを取り出した。

　計けい略りやくに取り掛かかる前に、一つだけ確かく認にんしておきたいことがあった。とある番号を呼び出す。

『はい？』

　何度かの呼び出し音の後、聞き覚えのある若い女の声が聞こえてくる。

　俺に味み方かたすると言っておきながら結局味方らしいことをしてくれなかった江畑の恋人、穀こく島しまである。

「ああすまん、俺だ、山鹿だ」

『や、山鹿先生……？　ど、どうしたんですか？　なぜ今いま更さら私に電話なんか……』

「ちょっと聞きたいことがあってな。あんた、緑田ってヤツのことを何か知らないか？　赤村と組んで不正をしてたヤツらしいんだが」

『え？　ええと……そうですね、そういえば江畑さんからそんな名前を聞いたような覚えはありますけど』

「そうか。じゃあそいつの性格は、小しよう心しん者もので臆おく病びようだって聞かされたことはないか？」

『さ、さあ。そこまではちょっと……』

「そうか、ならいいんだ。すまん、邪じや魔ましたな」

『いえ、あの、それはいいんですけど。でもそれが何か関係あるんですか？』

「ああ。実はな、そいつが俺に協力を申し出たんだ。罪に問われないのなら、公共工事丸投げのことも殺人のこともすべて暴ばく露ろしてくれるってことだな。でも昨日の裁判であっさり裏切りやがった嶺みね上かみの例もある。まずはそいつの身しん上じよう調ちよう査さをしてみようと思ったってわけさ。小心者の性格だったら確かに罪の意い識しきに苛さいなまれて俺のところへ駆かけ込むって可か能のう性せいはあるだろ？」

『そ、そうだったんですか……』

「明日は法廷へ来るといい。あんたが俺にまだ抱いだいてるって疑ぎ惑わくも明日には解とけることになるかもしれないぜ？　じゃあな」

　まあ摑つかみとしてはこんなものだろう。

「……ちょっと待ってよ。変じゃない、なんでもう緑田が協力してくれることになってんのよ？」

　また皐月がいいところに気付いたようだが今回はスルーしておく。

　ではいよいよあのトリオを絡からめとる策さく略りやくをしかけるとしよう。

「おい影野、仕事だ。新聞記者でもなんでもいいから、マスコミを装よそおって赤村に接せつ触しよくしろ。今すぐだ」

「……はあ？」







[image: ]











「赤あか村むら先生。お客さまが見えておりますが……」

　その日の午後、市議会議員である赤村紅こう助すけは、青ざめた顔をした女性秘ひ書しよにそう告げられることになる。

「客？　ああそうか、さっき新聞記者がインタビューに来ると言っていたな」

「いえ、その人じゃないんです。その……弁べん護ご士しの山やま鹿しかって人です。江え畑ばたさんを殺さつ害がいした容よう疑ぎで逮たい捕ほされた……」

「……なんだと？」

　山鹿善ぜん行こう。あの男だ。秘書にしてやった恩おんも忘れて裏うら切ぎった不ふ忠ちゆう義ぎ者ものの江畑と組んで、自分を陥おとしいれようとしたあの身みの程ほど知らずの弁護士。

　最近の裁さい判ばんでも幾いく度どとなく自分の名を挙あげ、工事の丸投げをしているなどとうそぶいてみせた。

　今のところ確かくたる証しよう拠こも提てい出しゆつされていないことから、策さく略りやく好きな山鹿の戯ざれ言ごととして受け止められているが、政治家としてはそういう疑ぎ惑わくが出てくること自体が致ち命めい的てきになりかねない。慌あわててあちこちに金をバラまき、主しゆ要ような工事会社にも新たな公共工事を斡あつ旋せんすることを約束したおかげでどうにか口くち封ふうじには成功したものの、それによる損そん害がいはバカにならない。ただでさえ公共工事の丸投げというやり方はもう当とう分ぶん使えないだろうし、おまけに他の人間の自分を見る目にも若じやつ干かんの変化が生じている。次の選せん挙きよも近いというのに、まったく頭の痛い問題であった。

「どうしましょう？　お帰りいただきましょうか？」

「……いや構かまわん、通せ」

　その頭痛の種たねをまいた張ちよう本ほん人にんがここへやってきたというのだ。

　一体何をしに来たのか興きよう味みもあったし、もし脅きよう迫はくらしいことを一言でも口にすれば、即そく座ざに知り合いの警けい官かんに訴うつたえることもできる。追おい返す道どう理りはこれといって見つからなかった。

　秘書に案内された山鹿が、敵てき地ちであるにもかかわらず、まったくひるむ様よう子すも見せずに入ってくる。

　やがて秘書を下がらせて二人だけになると、赤村はドスのこもった声で言った。

「まさか貴き様さまがのこのこ顔を出すとは思わなかったな」

「いやなに。俺を陥れやがったあんたと、まだ一度も顔を合わせたことがなかったからな。こうして挨あい拶さつに来てやったのさ」

「ほう、数日後には牢ろう屋やに叩たたき込まれる運命にあるというのにずいぶん余よ裕ゆうだな。いや、牢屋行きというだけではないぞ。貴様は法ほう廷ていでわしの名めい誉よを毀き損そんしたのだからな。公共工事の丸投げだと？　誰だれがそんなことをするものか、デタラメを抜ぬかしよってからに。この礼はキチンとしてやる。近いうちに民みん事じ裁さい判ばんを起こして財ざい産さんもすべて巻き上げてやるからな、覚かく悟ごしてるがいい」

「ほう、それはそれは、わざわざ教えてくれてありがとよ。お礼に一つだけ忠ちゆう告こくしてやろう。牢屋に入るのは俺じゃなくてあんたさ。財産を巻き上げられるのもな」

「なるほど、ウワサに違たがわずハッタリは得とく意いのようだな」

　ここで山鹿は突とつ然ぜんニヤリと笑った。

　それは明らかに人を見下すような笑いだったので、たとえ赤村でなくとも気に障さわっただろう。

「あいにくと今回ばかりはハッタリじゃねーさ。あんたが仲間とつるんで不正をやっていることは江畑から聞いた。忠告してやる、選挙に備そなえて地じ盤ばんを固めておくのもいいが、まずは手て下したの手た綱づなもきっちりしめておくべきだな」

「……なんだと？」

　やはりこちらのやっていることをすべて知っている。赤村もさすがにわずかながら不安を抱いだいた。

　その上この目の前の若造は、仲間の誰かが裏切ると言っているのだ。

「ふん！　またわけのわからぬハッタリを言いよって。このわしがそんな戯れ言に騙だまされると思っとるのか！」

「おや、戯れ言だと本気で思うのか？　あんたらが仕組んだ江畑の殺人計画に、あんたの仲間全員が心から賛さん成せいしてたと思ってるのか？　そうだとしたら、あんたはよっぽどの楽らく天てん家かだぜ」

　赤村の背せ中なかを冷ひや汗あせが伝った。

　江畑を殺すと言い出したとき、一人だけ渋しぶった男がいたことを思い出す。

（ま、まさか緑ろく田だが……？）

「お、いいな、その不安そうな顔」

　山鹿のバカにしたような声にはっと我われに返る。

「や、やかましい！　これ以上貴様の戯れ言に付き合っている暇ひまはない、もう失うせろ！」

「おや、もう帰らなくちゃならないのか？　惜おしいな、ほら、あんたが牢屋に入っちまったらもう二度と話す機き会かいもないだろ？　できればもう少し話をしておきたかったんだがな」

「うるさい！　とっとと消えろ！」

　半なかば追い立てるようにして小うるさい弁護士を追つい放ほうする。

　それにしても、と思う。自分を裏切ろうとした忌いま々いましい江畑が選んだ弁護士だけのことはある。類るいは友を呼ぶというが、なんと始し末まつに負えない弁護士か。

　その弁護士が言い捨てていったことが今いま更さらながら気になった。

　市役所に勤つとめている青あお谷たにが裏切るとは思えない。あの男は江畑を殺すことにも最初からかなり前向きだったのだ。

　だが、緑田の方はそうではない。思えばあの男は最初からこの計画には後ろ向きだった。

　その緑田が、決して裏切ることはないと誰に断だん言げんすることができようか。

「……少し見み張はっておく必ひつ要ようがあるかもしれんな」

　幸い、山鹿の裁判は佳か境きように入りつつある。あの口うるさい弁護士も、殺さつ人じん者しやとしての烙らく印いんが押おされてしまえば、もう誰もその言葉を信じる者はいなくなるだろう。そうなればほとぼりを冷ました後、また公共工事の丸投げもできるようになるかもしれない。

　となれば、せめて山鹿の裁判のカタがつくまでの間は、なんとしても緑田の口を封ふうじておく必要があった。

　と、そのときだった。

　再びドアがノックされた。

「どうした？」

「赤村先生、お客さまです。アサーヒ新聞の崖がけ野のさまというお方が」

「ああ、やっと来たか。通してくれ」

「はい」

　入ってきたのは、山鹿と同じぐらいの若い男の記者であった。

「君がアポのあったアサーヒ新聞の──」

「ええそうです。アサーヒ新聞の崖野と申します」

　そういってその男は名めい刺しを差し出した。確かにアサーヒ新聞のマークが入っている。

　赤村個人としてはアサーヒよりヨミウーリ新聞の方が良かったが、アサーヒも日本屈くつ指しの大きな新聞であり、有ゆう権けん者しやに多大な影えい響きよう力りよくを持っていることは疑うたがいない。その大新聞の取材を受けることは赤村の自じ尊そん心しんを大きく満足させることでもあった。

　先ほどあった不ふ愉ゆ快かいな出で来き事ごとを忘れ、政治家としての態たい度どと顔を作り上げる。

「ああ、お待ちしてましたよ。ささ、こちらにお座すわりください」

　秘書を呼んで茶の用意をさせながら、ソファに誘ゆう導どうする。

　それにしても、目つきの悪い記者だった。背が高くその分威い圧あつ的てきで、おまけに長ちよう髪はつだ。

　まあ目つきが悪いというのは鋭するどいとも置き換かえられるが、それにしても新聞記者でこの長髪はないと思う。

「さて、では早さつ速そくインタビューさせていただきたいんですが──」

　崖野は胸ポケットから細長い何かを取り出した。デジタルレコーダーだ。

「この会話、録ろく音おんしていいですかね？　もちろん後で内容は確かく認にんしてもらっても構かまいませんから」

　相手は記者なのだから、レコーダーを使うことぐらい当然なのだろう。

　赤村がそう思ったのも無む理りからぬことだった。

「ええ、構いませんよ」

「すいません、では……」

　レコーダーのスイッチがＯＮになる。

「それでは赤村先生。まず先生の考える財ざい政せい方ほう針しんについてお聞かせください。先生は市議会議員として、市の財政健けん全ぜん化かにむけて色々と尽じん力りよくされているとうかがっておりますが」

「その通りです。世せ間けんでは景けい気きは上向きだとか言われてますが、今の時代どこの地方も決して財政はよくありませんから」

「なるほど。あ、ええとすいません、先生は今期で五期目でしたよね？」

「ええ、そうです」

「しかしずいぶん長いキャリアをお持ちですよねえ」

「ええ、おかげで私も色々と勉強させてもらいましたよ。政治のあり方をね」

「なるほど。では今現在、どこの地方自治体も赤字にあえいでいますが、財政を健全化するにはまず何をすべきだとお考えですか？」

「やはりなんと言っても公共事業です。今は全国的に公共事業費が削けずられている傾けい向こうがあるようですが、それはいけません。やはり自じ治ち体たいの財政はもちろん、地元の経済を回かい復ふくさせるには多た額がくのお金を循じゆん環かんさせることが大事なんですよ」

「しかし、公共事業は一部の人間しか利り益えきを受けられず、しかも短期的な回復効こう果かしかないとも言われていますが」

「お言葉ですが、公共事業によって地元企き業ぎようが利益を上げ、それによって市の税収が回復しているのもまた事実なのです。一部の人にどう思われようと構いません。私はこれが最適な手段だと信じていますから」

「なるほど──」




　その目つきの悪い長髪の記者は、態度こそどこか横おう柄へいに感じられたが、インタビュー自体はよどみなく、赤村にとってもわりといい記者という印いん象しようを受けた。

　何より、今日の裁判で山鹿が口にした公共工事の丸投げ疑ぎ惑わくについて一言も触ふれなかった点が評ひよう価かできた。

　赤村としてはこのインタビューが記事になるのが楽しみでもあったが、しかしこのときの会話は赤村が意い図としていたものとはまったく違ちがった形で利用されることになる。




　　　　◆




　株式会社アタマハネの社長・緑田もえぎの住むボロアパートに電話があったのは、その日の夕方のことであった。

「あーはいはい、今出ますよ」

　一人暮らし特とく有ゆうの独ひとり言ごとを口にしながら、受じゆ話わ器きを取ろうと右手を伸ばす。

　しかし包ほう帯たいが邪じや魔まになっていることに気付き、舌打ちしながら左手で取った。

「もしもし、緑田ですが」

『あんたが緑田さんだな？　アタマハネの社長の？』

「……そうですけど、そちらはどなたで？」

　聞き慣なれぬ声であった。堂どう々どうとした、自信に満ち溢あふれた若い男の声だ。

　緑田が知る由よしもなかったが、それはとある弁護士の知り合いのヤブ医者を二千円で雇やとったような声であった。

『俺が誰なのかはどうでもいい。ただ、一つあんたに耳みみ寄よりな情報を買って欲ほしくてな』

「……はあ？　何をわけのわからんことを言ってるんですか、もう切りますよ」

『待て、切るのはもったいないぞ。何しろあんたらがやった江畑殺しの一件にかかわることなんだからな』

「なっ──」

　緑田は息を吞のんだ。

（なぜそのことを知っている……!?）

　緑田と殺された江畑には、面めん識しきがない。警察がいかなる捜そう査さをしようと、自分が捜査線上に浮うかぶことはありえないはずなのだ。

『ほう、やっぱり図ず星ぼしのようだな。なに、そう怯おびえることはない。俺は味み方かただ』

「あ、あんた……。一体何者なんだ？」

『検けん察さつ庁ちように勤つとめる一職しよく員いんだ。なあ、山鹿善行って男が今裁判の被ひ告こくになってることは知ってるだろ？』

「ああ。私も暇ひまだったから傍ぼう聴ちようしてたぐらいだ」

『そうか。なら話は早い。じゃあ最近の裁判で、赤村って市議会議員が公共工事の丸投げって不ふ正せいをやらかしてるという話が出てきたことは知ってるな？』

「……あ、ああ」

『それさ。それについて市民から一いち応おう捜査すべきではないかという声があがってな。検察も重い腰こしを上げ始めたんだ』

「な、なんだって……？」

『そしたらいざ捜査が始まると、意外なことが起こってな。疑ぎ惑わくの渦か中ちゆうの悪人、赤村がウチまで来て司し法ほう取とり引ひきを申し出たんだとよ。すべてを告白する代わりに刑けい事じ責任は問わないでくれってな。その代わり、首しゆ謀ぼう者しやの名前を教えるってな』

「しゅ、首謀者？」

『分かるだろう？　あんたのことだよ』

「バ、バカな！」

　あの件の首謀者は赤村その人のはずだった。自分は単なる三さん下したに過ぎない。

　それがすべてを自分に押おし付け、赤村一人だけが罪つみに問われない？　そんなバカげた話はない。

「デタラメだ！　そんなことあるわけがない！」

『デタラメだと思うか？　そもそも俺があんたにこんな話を持ってきてるって時点で真実も同然だろう？』

　確かにそうだった。赤村が裏切ったとでも考えない限り、自分の名を知られるわけもない。

『な？　いい情報だったろ？　これであんたには逮たい捕ほされる前に夜よ逃にげするなり味方を作るなりする時間ができたってことさ。もっとも、夜逃げするなら気をつけろよ。今のあんたに逃げられちゃ赤村の面めん目もくが立たないからな。監かん視しぐらいつけられてるかもしれんぜ？』

「ま、まさか……」

　このとき緑田が窓まどの外を見たのは、たまたまそこに窓があったからに過ぎない。

　もちろんこんな怪あやしい情報など信用する気にはなれなかった。しかしその可か能のう性せいをすべて否ひ定ていできるかと言われれば、当然ノーと言わざるを得ない。

　それゆえに、

「あ……。ああああああああああ！」

　何気なく見た窓の外に、総そう合ごう政せい策さく部ぶ財政課課長・青谷蒼そう太たの姿すがたを見つけてしまったとき、すべての疑惑は確かく信しんに変わり始めてしまった。

　隠かくれているつもりなのだろうか、電でん柱ちゆうの陰かげに隠れてこっちをうかがっている。入って来る様子もない。それはどうみても自分を監視しているようだった。

『な、どうだい、お得な情報だっただろ？』

「あ……ああ」

『あんたに信用してもらうために、今回は後あと払ばらいってことにしてやる。だが今後もこういう情報が聞きたかったら、いいか、俺がこれから言う口こう座ざに二十万ほど振ふり込むんだ。こんなお得なチャンスはもうないぜ？　口座番号は──』

　ほとんど機き械かい的てきに言われた番号をメモする。

「わ、分かった。今からでも振り込みに行く」

『毎度あり。せめてあんたが逮捕されないよう祈いのっといてやるよ、こいつはサービスだ』

　そういって電話は切れた。

　緑田は髪かみをかきむしりながら部屋をうろつき回った。

「信じられない！　あれだけ人を利用した挙あげ句く、裏切るなんて！」

　だが赤村の性格を考えれば、決して有り得ないことではない。市民の血けつ税ぜいを平気で自分のものにし、人を殺すことさえためらわないような男なのだ。単なるダミー会社の飾かざり物に成り果てている自分など、簡かん単たんに斬きり捨てられるだろう。

「どうする？　どうするどうする……!?」

　あんな男の罪を着せられるのはゴメンだ。

　たった一つだけ、これは赤村も知らないことだが、たった一つだけ首しゆ謀ぼう者しやが自分ではないと証明できる証拠のテープがある。だが、赤村は五期き連続当とう選せんの市議会議員である。警察への影えい響きよう力りよくも相そう当とうなものだろう。何の権力もない税ぜい金きん泥どろ棒ぼうの自分がそんな証拠を持っていったところで握にぎりつぶされるのが関せきの山だ。人殺しさえ躊躇ためらわない赤村だ、それぐらいのことは簡単にやってのけるだろう。そもそも、たとえあのテープを持ち出したとしても共きよう犯はんとして自分が逮捕されることに変わりはないのだ。

　では逃げるか？　それも考えられなかった。逃げるアテも資し金きんもない。その上、外にはどういう意い図とかは分からないが青谷の監視の目まであるのだ。

　孤こ立りつ無む援えん──そんな四よ字じ熟じゆく語ごが頭をよぎり、思わず絶ぜつ望ぼうしかけた、そのときのことであった。

　ピンポーンという音がした。

　誰か来たようだ。まさか青谷が──と思いつつ、のぞき穴あなから外をうかがう。

「あっ！」

　驚おどろきを隠せなかった。

　なんということか。外に立っていたのは、あの山鹿善行だったのだ。

　その顔を見忘れるはずもない。意識を失っているところを苦労して赤村市議の事務所から運んだこともあるのだ。

　本来なら間違いなく自分と敵対する側にいる人間である。居い留る守すを使うべきかという考えが頭をよぎった。

　しかし、すぐに考え直す。もし赤村が自分を裏切ったのなら──

（……そうだ、むしろこの人なら味方になってくれるかもしれない！）

　決心してドアを開ける。

「よう。実際に顔を合わせるのは初めてだな。あんたが緑田だな？」

「そ、そうだ」

「立ち話もなんだ、中に入れてくれないか？」

「……分かった」

　山鹿が自分の部屋に入ってくる様よう子すは、外にいる青谷にも見られているだろう。

　彼はこれをなんと思うだろう。いや、疑ぎ問もんの余よ地ちなく裏切ったと思うに違いない。

　もう覚かく悟ごを決めるべきなのだろうか。そんな思いに駆かられながら、六ろく畳じよう間まの畳たたみ部屋に座ざ布ぶ団とんを敷しいて山鹿と向き合う。

「緑田。あんたに耳寄りな話がある」

「な、なんだ？　どういう話だ？」

「いや、そうだな。その前にちょっと面おも白しろい話をしてやろう。なあ、あんたはなぜ俺が世界に名立たる日本の検察を相手に、連れん戦せん連れん勝しようを続けてこられたか分かるか？」

「い……いいや」

「実は検察庁の内部にスパイがいてね。そいつが色々と情報を流してくれるのさ」

　それはさっき電話をくれたあの謎なぞの人物のことだろうか。そうだとすれば、世界に名立たるという検察の能力もたかが知れているようにも思える。

「……それで？」

「あんた、赤村って市議会議員を知ってるよな？……いや、答えなくてもいい、そのまま話を聞いてくれ。実はな、ついさっきその赤村ってヤツが、検察に来たんだとよ。何のためか分かるか？」

「…………」

　その後、山鹿が語ったのは先ほどの電話で聞いたものとほぼ同じことだった。いわく、検察が公共工事丸投げ疑ぎ惑わくについて捜そう査さを始め、そのことを知った赤村が司法取引を申し出た。自らの免めん罪ざいの代わりに、首謀者の名と証しよう拠この書類を引き渡わたすことを条件に。

「ほ……本当なのか、それは？」

「ああ、本当だ。証拠もあるぞ？」

「な、なんだって!?」

「こいつを聞かせてやろう。赤村が検察庁に来た時の会話を録ろく音おんしたデータだ。おっと、どこから入にゆう手しゆしたかは聞くなよ」

　山鹿は不ふ敵てきな笑えみを浮うかべて内ポケットからデジタルレコーダーを取り出し、スイッチを押した。

『確かく認にんさせてもらおう。おまえは司法取引のためにここへ来たんだな？』

　声が聞こえてくる。

　あの東とうヶが崎さきとかいう検けん事じの声ではない。しかしその芯しんの通った低い男の声は、検事のものであると言われても疑うたがう余地がないほどに、奇き妙みような威い厳げんに満みち溢あふれていた。

　緑田が知る由よしもないが、それはとある弁護士の知り合いのヘボ探たん偵ていを三千円で雇やとったような声だった。

『その通りです』

「……！」

　緑田の背せ筋すじを冷たい何かが伝った。

　聞こえてきた声は、間ま違ちがいなく赤村のものだった。

『おまえが公共工事を丸投げし、ダミー会社から資金を吸すい上げているということは我々も摑つかんでいた。その件について、おまえの罪を免めん除じよする代わりに、すべてを告白するというわけだな？』

『ええ、そうです』

『なるほど。確かにこの件については、内部からの告発がなければ検けん挙きよは難むずかしい。

　だがまず聞いておきたい。貴様は民みん意いを得て市し議ぎとなった身だろう。それが地元にとってマイナスにしかならない公共工事の丸投げを行っていたとはな、役人の風上にもおけぬ。恥はじと思ったことはないのか、おまえは』

『人にどう思われようと構かまいません。私はこれが最適な手段だと信じていますから』

『金かね儲もうけの手段としては、か？』

『ええ』




　ここで山鹿はテープを止めた。

「ま、これだけ聞けば充じゆう分ぶんだろ？　赤村のヤツは本気で司法取引をするつもりさ。あんたを生いけ贄にえに差し出してな」

　テープという物ぶつ証しようを示されれば、もう信じるしかなかった。

　そして今の自分に頼たよれる人がいるとすれば、それは目の前で不敵な笑みを浮かべているこの弁護士だけだった。

「や、山鹿弁護士……。お、お願いです、あんなヤツの身代わりにされるなんてまっぴらごめんです！　どうか私を助けてください！　私にできることでしたらなんでもしますから！」

「そう言われてもなあ。司法取引ってヤツは基き本ほん的てきに先せん着ちやく順じゆんだ、今更あんたの入る余地はないだろうしな」

「そんな……！　じゃ、じゃあ私は一体どうすれば……」

　あまりにも理り不ふ尽じんな仕し打うちだった。自ら経けい営えいしてきた会社を倒とう産さんさせ、家族には逃にげられ、市民の血税を吸すい取る悪あく事じに加か担たんした。その悪事が露ろ見けんしないよう、さらなる犯罪にも手を染めた。

　その挙句、すべての責任を自分だけに背負わされるなどあまりにも理不尽だった。

　絶望のあまりがっくりとひざをつき、たたみの上にうずくまる。

　だがそんな緑田の頭上から、かけられる声があった。

「だがたった一つだけ──連中に一いつ矢し報むくいる手段がある」

　まさしくワラをも摑むような心しん境きようで、最後の希望を持って緑田は顔を上げた。

「そ、それは……？」

　山鹿弁護士が、ニヤリと笑みを浮かべていた。
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　　　　一月十七日午前十時　地方裁さい判ばん所しよ第三法ほう廷てい




　この日も懲こりずに法廷は満まん席せきであった。

　しかし奇き妙みようなことに、昨日までいたはずの赤あか村むら市し議ぎの姿すがたがなかった。

　察さつ知ちして逃げたのかもしれない。だがもはやそんなことは関係がなかった。どうとでもあがくがいいさ。

　相あい変かわらず竹たけ田だは自分の仕事に熱中し、東とうヶが崎さきはもはや俺おれに逆転の手などないと思っているのか、いつも以上に余よ裕ゆうぶった態たい度どを崩くずさない。

　もっとも、今日に限ってはそういう態度を取ってくれることが嬉うれしくて仕し方かたがない。すぐにその顔を敗はい北ぼく感かんで歪ゆがませてやることができるのだからな。

「山やま鹿しか被ひ告こく弁べん護ご人にん、準じゆん備びは整ととのっておるかね？」

「ええ、もちろんです裁判長」

「よろしい、本日最初の証しよう人にんは誰だれかね？」

「では弁護側の証人として──緑ろく田だもえぎさんを喚かん問もんいたします」

　東ヶ崎の顔に不ふ審しんの二文字が浮うかんだ。

　緑田と殺された江え畑ばたに直接面めん識しきはない。である以上、東ヶ崎がこいつの存そん在ざいを知らなかったのも無む理りはないだろう。




　緑田にとっては人生最後となるかもしれない晴はれ舞ぶ台たいである。

　一いつ張ちよう羅らと思われるスーツを身に付け、精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張はって証言台に立った。

「さて、緑田さん。まずあなたのご職しよく業ぎようについてお話しください」

「はい。株式会社アタマハネという小さな建設会社の代表取とり締しまり役やく社長という身分をやっています」

「率そつ直ちよくにお訊たずねします。あなたは市議会議員である赤村氏、市役所に勤つとめる総そう合ごう政せい策さく部ぶ財ざい政せい課か課か長ちよう青あお谷たに氏らと共きよう謀ぼうし、公共工事の丸投げという不ふ正せいに手を出していましたね？」

「はい、仰おつしやるとおりです」

「なっ、なにいいいいいいいいいい!?」

　真っ先に悲ひ鳴めいを上げたのは東ヶ崎であり、その後を追うように法廷は傍ぼう聴ちよう人にんたちの驚きよう愕がくの声で包つつみ込まれた。

「静せい粛しゆくに！　黙だまらんか貴き様さまら！　法廷侮ぶ辱じよく罪ざいは傍聴人にも適てき用ようできるのだぞ！」

「い、異い議ぎを申もうし立てます裁判長閣かつ下か！　この証人は弁護人に騙だまされ、審しん理りを妨ぼう害がいするための証言を強きよう要ようされているのです！」

「却きやつ下かする。弁護人、とにかく続けなさい」

「ありがとうございます。では緑田さん、どのように不正を働いていたのか、その詳しよう細さいについてお教えください」

「もともと私の経けい営えいしていた会社は多た額がくの負ふ債さいを抱かかえ、破産寸前にまで追い詰つめられていました。しかしその負債をすべて押おさえた赤村市議が、私にこう持ちかけてきたのです。もし公共工事丸投げのために会社の名めい義ぎを貸かしてくれるのであれば、毎月いくらかの謝しや礼れいを払はらうと。もはや首を吊つるか夜よ逃にげするしかなかった私は、その話を受け入れるほか道はなかったのです。赤村市議にはもう一人味方がいました。それが市役所に勤める青谷さんで、彼は公共工事の予定落らく札さつ価格を教えてくれる役割を担になっていました。こうして私たち三人は公共工事を受じゆ注ちゆうし、その落札価格から一割ほどのマージンを抜ぬき取り、工事自体は他の業者に丸投げするという悪事を繰くり返してきたのです。抜き取ったお金の大部分は、裏うら金がね化かして赤村市議の懐ふところに入っていました」

　それは亡なき江畑が俺に話したものとまったく同じ内容であった。たった一人でそこまで調べ上げていた江畑には、まったく頭が下がる。

　せめて敬けい意いをしめし、仇かたきだけでもこの俺が取ってやるとしよう。

「結構です。では次に、あなたは江畑弘ひろしという人物を知っていますか？」

「はい、知っています。なぜなら、彼は私たちが共きよう謀ぼうして殺さつ害がいした人物だからです」

「な、なんだとおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

　いよいよ東ヶ崎がおかしくなってきた。

　そして再び法廷を怒ど号ごうが包つつむ。

「さささ裁判長閣下！　とりあえず異議を申し立てます！」

「とりあえず却下する。弁護人、まずは続けなさい」

「はい裁判長。緑田さん。あなたは江畑さんを殺したと言いましたね？　それはどういう経けい緯いで、どうやって殺害するに至ったのですか？」

「彼が赤村市議の秘ひ書しよをしていたことはご存ぞん知じかと思います。その彼が、私たちを告こく発はつしようとしていることをひょんなことから知ったのです。そして、そのための後うしろ盾だてをあなたに頼たのんだことも。そこで赤村市議が彼を殺すことを提てい案あんしたんです。彼と共きよう謀ぼうしていた青谷さんはすすんで協力を申し出ましたが、私は賛さん成せいできませんでした。ですが私は赤村市議の悪事に手を貸かすことでしか生きることのできない小こ物ものです。結局は賛さん同どうせざるを得なかったのです」

「では実際にどうやって江畑さんを殺害したのですか？」

「あなたと江畑さんが不正の証しよう拠こを取りに赤村市議の事務所を訪おとずれることは分かっていました。そこで江畑さんと直接面識がない私と青谷さんが密ひそかに事務所に忍しのび込み、あなたが薬の入ったコーヒーで眠ねむるのを待ってから、江畑さんに襲おそい掛かかったんです。私が彼を後ろから羽は交がい絞じめにし、そして青谷さんが正面から大きなナイフで突つき刺さしました。しかしこのとき江畑さんが抵てい抗こうしたため、青谷さんの持っていたナイフの手て元もとが狂くるい、私の腕うでを傷つけてしまったのです」

　緑田は包帯に包まれた右手を軽く上げ、証言の通りであることを示しめしてみせた。

「その後、私たちは江畑さんと山鹿さんを車で河原かわらまで運びました。そこで山鹿弁護士に罪を着せるべく、彼の手に凶きよう器きとなったナイフを握にぎらせておく計画だったんですが……そのナイフには私の血が付いています。そこで仕方なく途と中ちゆうの店で包ほう丁ちようを買い、それに江畑さんの血を付けた後、山鹿弁護士の手に握らせたのです……」

「そのことを裏うら付づける証拠はありますか？」

「はい……」

　緑田はスーツの内ポケットからあるものを取り出した。

　ビニール袋ぶくろに入った血ち塗ぬれたナイフであった。刃は渡わたり二十センチはあろうかという凶悪なフォルムのナイフである。

「これが実際に江畑さんを刺したナイフです。江畑さんと私の血が付いてます。手袋をしてましたから指し紋もんは出ないはずですが」

「ありがとうございました、質問は以上です。裁判長、このナイフを弁護側証拠物ぶつ件けんＡとして提てい出しゆついたします」

「……受じゆ理りしよう」

　法廷はシンと静まり返った。

　ただ一人、「あがががが」という東ヶ崎の奇き妙みようなうなり声だけが静かに響ひびいている。いいね。俺にとっては最高の瞬しゆん間かんだ。

「さて、裁判長。たった今明らかになったように、これがこの事件の真しん相そうだったのです。もはや審しん理りをする必要は何もありません。つきましては直ただちに陪ばい審しんを解かい散さんし、検けん察さつ側がわに起き訴そを取り下げるよう勧かん告こくしていただければと思いますが」

　バンと、机つくえを叩たたく音があった。東ヶ崎である。

「さ、裁判長閣下！　とにかく異議を申し立てます！」

「とにかく却下する。裁判長権けん限げんにより、無む期き限げんで審理を延えん期きすることを決定する。東ヶ崎検事に命令する、今日中に弁護側証拠物件Ａを鑑かん定ていし、この証人の証言の裏付けを行うように。夕方五時までに報ほう告こく書しよを提出しなさい」

「しかし裁判長閣下、それではあまりに──」

「東ヶ崎検事！　本官の命令を理り解かいしたのか!?」

「え……あ、はい」

「よろしい。では本日の審理はこれまでとする」

　カンッと、乾かわいた木き槌づちの音が鳴り響ひびく。




　同時に、東ヶ崎の肩かたががっくりと崩くずれ落ちた。




　　　　一月十七日午後一時　山鹿法ほう律りつ事務所




「ふう。これでようやく落ち着いてここに座すわれるぜ」

　座りなれた椅い子すに腰こしをおろし、俺はようやく一息ついた。

「本当に今回はお疲つかれ様でした」

　と、早さつ速そく雪ゆき奈ながお茶を運んできてくれる、

「それにしてもびっくりしましたよ。本当に緑田さんがすべての真相を話してくれるなんて……。東ヶ崎検事、完全に呆ほうけてましたねえ」

「ま、無む理りもないだろうな。あれだけ気き合あい入れてた裁さい判ばんだし」

　緑茶をすする。裁判を終えてからすする雪奈の緑茶は格かく別べつだ。このときほどほっとする瞬間はないな、まったく。

「それにしても、よくあの緑田ってのを言いくるめられたわねえ」と、お邪じや魔まムシのクソガキが口を挟はさむ。「だって緑田にしてみれば、証言したって結けつ局きよく自分が罪つみに問われるわけでしょ？　黙だまってれば犯人にされてたのは善ぜん行こーだったはずなのに、なんであんなことになったわけ？　まあ昨日影かげ野のがインタビューしにいったことと何か関係があるんだろうけど」

「ま、そういうことだ。そのときのインタビューをちょっとばかり改かいざんして、緑田を脅おどしてやったのさ──」




　昨日、緑田の家を訪おとずれたときのことである。

　俺は影野が赤村にインタビューしたときの会話を改ざんし、赤村が司法取引しようとしていると見せかけ、緑田を脅した。

　すべての企たくらみはうまくいき、緑田は力なくうずくまった。

　そしてこのとき俺はこう言ったのだ。

「だがたった一つだけ──連中に一いつ矢し報むくいる手段がある」

　わずかな希望の灯ともしびがともったのか、緑田の顔が上がった。

「そ、それは……？」

　俺はニヤリと笑って続けた。

「いいか、検察は俺の裁判が終わるまでは司法取引のことを公おおやけにしないつもりだ。そりゃそうだろう、もし公共工事の丸投げなんてことが表ざたになれば、俺は陰いん謀ぼうに巻き込まれただけだという主しゆ張ちようを裏付けるだけだからな。そうなれば俺を逮たい捕ほした警けい察さつも、俺を起き訴そした検察の面めん目もくも丸つぶれだ。

　ここに最後のチャンスがある。緑田、おまえ明日の裁判で弁護側証人として証言台に立て。そこで先手を取っておまえの口から公共工事の丸投げから江畑を殺したことまですべてを明らかにしてやれば、少なくとも赤村の司法取引は阻そ止しできる。首しゆ謀ぼう者しやがあんたじゃないってことも示しめせるぞ」

「ちょ、ちょっと待ってください！　でもそれじゃ私まで罪に問われるってことじゃないですか……！　私は何もしていないんです……！」

　その反はん論ろんは当然俺も予よ測そくしていた。丸投げはともかく、江畑殺しについては何か証拠があるわけでもない。当然、誤ご魔ま化かしにかかるだろう。

　だからこそ──俺は顔に怒ど気きをめぐらせ、大きく息を吸すって一気に怒ど鳴なりつけた。




「黙だまれこの鬼き畜ちくがッ！」




　思わず緑田は鼻はな白じろんだ。それほどの怒鳴り声だった。

「会社を潰つぶし、地元を潤うるおすはずの公共事業で私し腹ふくをこやし、挙あげ句くに未み来らいある男までも殺した悪あく党とうめ！　そんな外げ道どうに今いま更さら都つ合ごうのいい逃にげ道などあるものか！　貴様にわずかでも良心が残っているのなら、せめて男らしく自白して果てやがれ！」

「そ、そんな！　ま、待ってくれ。丸投げの件は認めます、でも私は人なんて殺してない！」

「ウソをつけ！　分かってるんだ、おまえ、右手に怪け我がをしてるだろう。被ひ害がい者しやを刺さすとき、誤あやまって自分の手を怪我しちまったんだろ？　本来の計画では俺にその刃は物ものを持たせておくはずだったが、自分の血が付いたものを持たせるわけにはいかない。だから遺い体たいを捨てにいく途と中ちゆうで別の包ほう丁ちようを調ちよう達たつし、被害者の血を付けて俺に持たせたんだ。だがあいにくだったな、凶きよう器きが別のモノだったってことは遺体の写真から立りつ証しようできるんだよ。さあ、あんたと被害者の血が付いてる本当の凶器はどこへやった？　なんなら裁判所の許可を取ってこの部屋を隅すみから隅まで捜そう索さくしてやろうか!?」

「なっ……そ、そこまで……」

「もう諦あきらめるんだな。たとえおまえが証言せずとも、もう逃げる道はないんだよ」

　緑田は糸の切れた操あやつり人形のように呆ぼう然ぜんとしていた。無む理りもない、ここまで真実を言い当てられれば逃げ道などないことを悟さとらざるを得ない。

　さあ、最後の仕上げである。ムチで叩たたいた後はアメをくれてやるのがお約束だ。

「ああそうだ、一つ助じよ言げんをしてやろう。おまえは青谷と二人がかりで江畑を殺やったんだろう？　俺の考えじゃ、青谷が江畑を後ろから羽は交がい絞じめにして、前からおまえが刺したはずだ。このままじゃおまえの罪つみの方が重くなる。だから、自白するときは刺したのはおまえじゃなくて青谷だったってことにしちまえ。俺はそこまで関かん知ちしない」

「…………！」

「もうおまえに選せん択たくの余地はないぞ。むしろここでおまえが罪の重さを悔くいてみずから自白したということであれば、検察はともかく世よ論ろんがヒーロー扱あつかいしてくれるさ。罪も多少は軽くなる。とにかく赤村より先に行こう動どうすることが肝かん心じんだ」

　緑田はがっくりと肩かたを落とした。

「分かり……ました……」




「──ま、そんなところだ」

「……もう誰だれも弁護しようがないほど鬼き畜ちくね」

「知ったことか。元はといえば江畑を殺害した上に俺を巻き込もうとしたあいつらが悪いんだからな」

　かくしてすべては俺の思い通りに運んだというわけである。

　ちなみに赤村は、昨日俺が緑田のところへ赴おもむき、一いつ緒しよに安アパートを出たという報ほう告こくを青谷から聞いたらしく、即そく座ざにケツをまくって逃げ出そうとしたらしい。それで今日の法ほう廷ていでも姿を見なかったのだ。挙句、例によって俺に面子メンツを潰つぶされた警察の最後の意い地じを賭かけた非ひ常じよう線せんに捕つかまり、警察へ連れん行こうされてしまったそうな。逮たい捕ほ状じようが出るのも時間の問題だろう。

　それにしても惜おしいことをしたな、昨日のうちに緑田の裏切りに気付いたのであれば、その足で検察庁へ行って今度は本当に司法取引でも申もうし出ておけばもう少し罪は軽くなっていただろうに。まあ緑田と違ちがって罪の大小にかかわらず、犯罪者呼ばわりされるのはイヤだったということだろう。

　青谷は市役所にいるところを逮捕された。当の緑田ももちろん逮捕されたわけだが、はっきり言ってもはや連中がどうなろうと知ったことではない。

　興味深い点がまだあるとすれば、取とり調しらべで俺を殴なぐり、弁護士との接せつ見けんを拒こばみ、さらには事件現場に俺の血液を落とすという証しよう拠この偽ぎ造そうまでやらかした遠えん大だい刑けい事じ部長が今後どうなるかということだが、身み内うちに甘あまい警察に迅じん速そくな行動を求めるのも酷こくだろう。

　と、そのときのことである。俺は時計を見て、約束の時間が近づいていることに気付いた。

　というわけでまず自分の仕事は終わったとばかりに、人のソファで横になっている影野を叩き起こすことにする。

「おい影野、今日はそこで寝ねるな。金をくれてやるから今日のところは漫まん画が喫きつ茶さでも行って寝ててくれ。いや、影野だけじゃない、済まないが雪奈と、あとそこのクソガキも少し散さん歩ぽでもしてきてくれないか」

　雪奈と皐さ月つきが驚おどろいた顔で俺を見る。

「……ん？　ああそうか、あいつが来るのか」

　例外は影野だけだった。まあヤツは事情を知っているので当然か。

「それは構かまいませんけど……」と、雪奈。「この後何かあるんですか？」

　俺はニヤリと笑って答えた。

「ああ。客を一人呼んでるんだ。大だい事じな大事な客を、な」




　　　　◆




　そしてその客が一人でやってきたのは、十分後のことである。

「素す直なおに来てくれて助かるぜ。今日の法廷じゃあ意い図と的てきにあんたのことは緑田にも触ふれさせなかった。どういうことか分かるか？　赤村も青谷もすでに警察に捕つかまってる。あんたが逮捕されるのも時間の問題だろう。だがどうしてもあんたが逮捕される前に、色々と聞いてみたいことがあったんでね。なあ穀こく島しま琴こと音ね、いや、赤村のスパイと言った方がいいか？」

「…………」

　その女──穀島は、無む言ごんで俺を見つめた。

　やがて、小さくため息を吐つく。

「……緑田さんが裏切った以上、私もこうなることは分かってましたけどね。彼から教えてもらったってことですか？」

「確かに、緑田の口からも確認したさ。もっとも、俺はその前から気付いてたがな」

「……まったくそんな素そ振ぶりは見せてくれませんでしたね。いつから気付いてたんですか？　その根こん拠きよは？」

「あんた、制せい服ふくさえ着てれば女子高生に見えなくもないが、実じつ際さいのところ相そう当とう年ねん齢れいサバ読んでるだろ？」

「…………それが何の関係があるんですか？」

　その声にはさすがにわずかばかりの怒ど気きが混まじった。女に年齢のことを指し摘てきしてはいけない。

「いやなに、最近俺はやることなすことことごとく裏うら目めに出てな。おかげで人を見たら泥どろ棒ぼうと思えってのが信しん条じようになっちまった」

「……なんて人生送ってるのかしらこのイカサマ弁護士」

「ほっとけ。で、あんたのことも一いち応おう影野に調べさせた。それが昨日のことだ。そうしたらすぐ分かったよ。あんたの名前は穀物の穀じゃなくて黒いと書く黒こく島しまで、年ねん齢れいは二十五歳さいだったってことがな」

「……別に、漢字をどう書いたって人の自由でしょう。年齢だってそうです」

「高校生だと誤ご魔ま化かすのはさすがにやりすぎだと思うがな。まあ江畑に近寄る分にはその方が有ゆう利りだったというのは分かる。まさかあんな真ま面じ目めなヤツが制服フェチだったとは俺も知らなかったぜ」

「…………」

　これも影野の調ちよう査さである。江畑のベッドの下にはそういうＤＶＤがあったそうな。

　別に制服フェチ自体は珍めずらしいことじゃない。俺だって雪奈のセーラー服姿とか見てみたいと思ったことは一度ではない。しかし江畑はその趣しゆ味みを利用され、黒島の接せつ近きんを許してしまったというわけである。

「それからな、数日前に俺の知り合いの弁護士が何なに気げなくこんなことを言ったんだ。赤村、青谷、緑田。赤、青、緑だ。色の三原色だよ、三つ混まぜたら黒になる。だからあんたが黒幕じゃないかと疑うたがったのさ」

「…………」

「そう怖こわい顔をするな、今のはさすがに冗じよう談だんだ。ま、些さ細さいなことがきっかけだったことには間違いないな。考えてみりゃ今回の一件じゃあまりにもこっちの情報が敵側に流れすぎてた。江畑と赤村の事務所に忍しのび込んだ日時も筒つつ抜ぬけだったし、裁判で俺の味み方かたをしてくれるはずだった嶺みね上かみってヤツがいただろ？　ところがあいつは味方すると言っておきながら突とつ然ぜん裏切った。俺にはあいつが裏切った理由がどうしても分からなかった。嶺上を探し出した影野って探たん偵ていの調査はわりと信しん頼らいできる方でね。あいつが裏を調べて連れてきた証人である以上、裏切ることなどそう考えられん。

　考えられることは一つだ。あの嶺上って証人は、最初は本当に赤村の悪あく事じをバラしてくれる腹はら積づもりだったんだ。だが嶺上は証言するときはプライバシーに配はい慮りよしてくれと俺に頼たのんだ。つまり、それほど赤村や同じ業ぎよう界かいの連中の恨うらみを買うのを恐おそれてたってことだ。その嶺上が一晩で俺を裏切るようになったってことはつまり、名前が赤村の側にバレたってことなんだろうさ。そう、スパイとして忍び込んでいたあんたがバラしたんだろうよ。そして嶺上はその日のうちに赤村に脅おどされ口を封ふうじざるを得なかった。俺もヤキが回ったぜ、そんな可能性も考えずにあんたの前であいつの名前を口にしちまったんだからな」

「…………」

「それだけじゃないぞ。俺が江畑と事務所に忍び込んだとき、江畑は俺にコーヒーを飲ませようとした。俺がいた証拠を残すためだといってな。俺も薬が入ってるなんて予想もしてなかったから、そのときはいいアイディアだと思ったさ。だが江畑はそのアイディアは自分のものじゃないと言っていた。俺はミステリー小説でも読んだのかと思ってたが、そうじゃない。恋こい人びとだったあんたが助じよ言げんしたことなんだろう？　そうでもないとあんな状じよう況きようだ、俺がコーヒーに入った薬を確かく実じつに口にするとは限らんからな」

「…………」

　相あい変かわらず黒島は黙だまって聞いているだけだった。

「黙ってないで何か言ってくれ。張はり合いがないじゃないか」

「……いいでしょう。嶺上さんのことについては、確かにあなたの言った通りです。私が彼の名前を赤村さんに教えました。

　でも、一つ二つ訂てい正せいしておきます。私は黒幕ではありませんし、警察に逮たい捕ほされることもありません。なぜなら私は、赤村に命じられてあなたをスパイしていただけだからですよ。私は恋人を殺害された悲劇のヒロインですからね、逮捕されたあなたを憎にくむあまり、そういう行こう動どうを取ったのだとしても、誰も疑ぎ問もんには思わないでしょう？　コーヒーカップに証拠を残しておくというアイディアも、江畑さんがミステリー小説でも読んで知ったんですよ。私には関係のないことです」

「なるほど興きよう味み深い反はん論ろんだ。俺があんたの弁護士だったとしても同じことを主しゆ張ちようするだろうな。だがあんたは一つだけ見落としてることがある」

「……何のことです？」

「緑田のことさ。あいつは会社を潰つぶして家族にも逃にげられ、挙あげ句くに犯罪の片かた棒ぼうかつがされちまったようなダメ男だが、さすがにそこまで底てい辺へんを味わうと勉強するものもあるらしいな。あいつは以前からこんなものを用意してたんだよ」

　そういって俺はデスクの上に置いてあったテープレコーダーの再さい生せいスイッチを押おした。

　そこには緑田からもらったテープがセットしてある。




『──というわけです。盗とう聴ちようマイクを仕し掛かけておいたかいがありましたね。赤村先生、あなたの秘ひ書しよは本気で我われ々われを告こく発はつするつもりのようです。しかもよりにもよって、あの山鹿とかいう弁護士に助じよ力りよくを乞こうつもりです。これは手て遅おくれになる前になんとかしなければなりませんよ』

『……確かに、こんなテープを聞かせられては信じるしかないな、なんとかせねばなるまい。当然のことだろうが、おまえらも手を貸かしてくれるんだろうな？』

『ええ、事じ態たいが事態です。私は協力しますよ』

『ちょ、ちょっと待ってください青谷さん！　そもそも赤村先生、元を正せば先生のところの秘書の不ふ祥しよう事じじゃないですか。なぜ我われ々われがその尻しり拭ぬぐいをせにゃならんのです？』

『おい緑田。貴き様さま、借しやつ金きんがかさんで家族にも逃げられ、夜逃げか首を吊つるしかなくなったところを助けてやったのは誰だと思っとるんだ、ああ？　それだけじゃない、なんもせんと会社の名前を貸かすだけで毎月二十五万もつまませてやってるのは誰だと思っとるんだ、ああ？』

『い、いや、そりゃ確かにありがたいと思ってますよ、ですけどね、それとこれとは話が違ちがうというか……。そもそも赤村先生、なんとかするというのは具ぐ体たい的てきにどうするおつもりなんで？』

『決まっているだろう。内部告発など企たくらむ青あお二に才さいだ、今いま更さら懐かい柔じゆうできるとも思えん。しかもあの若わか造ぞうはいささか知り過ぎておる。となれば方法は一つだ』

『……ま、まさか、殺すとおっしゃるつもりじゃ……』

『私はそれしかないと思ってますよ。他に後あと腐くされのない方法があるんですか？』




　ここでテープを止める。

　さすがにこれは効こう果かがあったらしい。初めて黒島の顔に動どう揺ようが見て取れた。

「少し雑ざつ音おんが強くて聞きづらいし、あんたと青谷の口く調ちようが似てるんで最初は分からなかったんだがな。この会話の最初と最後の発言主、あんたなんだって？」

「……まさか、こんなテープがあったなんて」

「観かん念ねんしたか、認めるわけだな」

「ええ、認めましょう。確かにあなたの言っている通りです。でも、こんな聞き取りにくいテープの一本ぐらいで人を逮捕するなんて不ふ可か能のうです。あなたのような弁護士を一人雇やとえば済むことですからね」

「さて、そいつはどうだろうな。何しろあんたはたった今、警官の前で自分の罪を認めちまったんだからな」

「……え？」

　黒島の顔色が真っ青になった。

「どういう……ことですか？」

「あんたに一つだけ謝あやまっておかねばならんことがある。ほら、隣となりの部屋に繫つながってるあのドアあるだろ？　本ほん来らいは結けつ構こう防ぼう音おんのしっかりしてるドアなんだがな、最近どうも立て付けが悪くなってな。隙すき間まができちまったらしく、簡かん単たんに話し声が隣に聞こえちまうんだ。ようするにこういうことさ。おい、頃ころ合あいだ、出てこいヤクザ刑けい事じ！」

「うるさい！　俺は貴様の丁でつ稚ちじゃないんだ、命令するな！」

　バタンとドアが開き、中から出てきたのは──

「おっと失礼。私は刑事をやっとります因いな幡ばというものです。黒島さん、申もうし訳わけないが少し署しよまでご同行いただけますか？」

「なっ──」

　黒島の顔がひきつった。

　そのままの表情で俺の方を見る。

　だがすぐに諦あきらめたような薄うす笑わらいを浮うかべた。

「……なるほど。どうやらわたしの負けみたいですね」

「わかっていただけたようで何よりだ。それでだな、ついでだからもう一つだけ教えろ」

「何ですか？」

「おまえ、なぜ俺を殺さなかった？　俺がベテランの刑事弁護士だということは知っているはずだ、生かしておけば後々厄やつ介かいになるとは思わなかったのか？」

「……それは違います。私たちはあなたも一いつ緒しよに殺さつ害がいする計画を立てていたんですよ。だからあれだけ強力な睡すい眠みん薬やくをコーヒーに混まぜておいたんです。そのままハッテン場で昏こん睡すいして凍こごえ死んだところを見つかれば、警察も痴ち情じようのもつれの末の心しん中じゆうだと解かい釈しやくしてくれると思っていたんですが」

　なるほど。やっぱりそうだったのか。

「あらためてあんたの口から聞かされるとぞっとする話だな」

「私も不ふ思し議ぎでしょうがありません。なぜあなたは生きていられるんですか？」















「さてな。俺は最近恋れん愛あい運はからっきしだが悪運だけは強くてな」

「……なるほど。あなたの口からそういわれると納なつ得とくします」

「話は済んだか？　ほら、行くぞ」

　因幡刑事が腕うでをつかみ、引っ立てようとする。

　しかし意外なことに、黒島は抵てい抗こうしてなおも俺に言った。

「山鹿さん。最後に、一つだけ言っておきます。やっぱり弁護士ってバカですよね」

「ふん、今いま更さら負まけ惜おしみか？　あんたらしくもない」

「違います。赤と青と緑は光の三原色で、三つ混ぜたら白になるんです。黒になるのは色の三原色で、赤と青と、黄色ですよ」

「…………」

　それを最後に、今度こそ黒島は俺の前から姿を消した。

　弁護士は正しい法律知ち識しきさえあればそれでいいのだ──などという言いい訳わけはしないことにした。




　それにしても、俺を殺すつもりだった──か。確かに、そう考えたほうが納得いく点も多い。俺が江畑の血の付いた包ほう丁ちようを持ったままハッテン場で凍死するなりしていれば、それこそ誰もが心中だったと確信するだろう。黒島の言葉じゃないが、よくそんな薬を飲まされて俺も生きていられたもんだな。

　……いや待てよ。

　そういえば俺は赤村の事務所へ行く前に、雪奈の入れてくれた緑茶を飲んでいた。昔から、タンニンの含ふくまれたもので薬を飲んではいけないとはよく言われている。薬の成分が微び妙みように変化してしまうからとか。

　そうか、分かったぞ。

　つまり、雪奈が俺にとっての幸運の女め神がみだったのだ──。




　…………いや、待てよ。




　このとき、俺はある恐おそろしい事実を思い出してしまった。

　薬を飲むときに一いつ緒しよに飲んではいけないもの。緑茶がそうである。牛乳やグレープフルーツジュースもよくないらしい。




　そしてもう一つ──炭たん酸さん飲いん料りようも。







　あとがき




　というわけでタクティカル・ジャッジメント第九巻いかがだったでしょうか。

　前巻（短編集ＳＳ第三巻）の発売から実に半年以上もの間が空いてしまいました。新刊をご期き待たいくださった読者の皆みな様さまにおかれましては真まことに申もうし訳わけありません。ただその分ネタをねりこむ時間だけはできましたので、今回もこの本の価か格かく分ぶんだけでも楽しんでいただけましたら、物もの書かきとしてこれに勝まさる喜びはありません。




　……などという前置きで始めると、この後になんと続けていいのか迷まよってしまっていけません。




　というわけで脈みやく絡らくがなくてなんですが近きん況きよう報ほう告こくでも。

　この長編の原げん稿こうが終わり、目もつ下かのところ急ぎの仕事は一つもないという天国のようなある土曜日のことです。その日は一日思う存ぞん分ぶん引ひき籠こもり、晩ばん飯めしは某ぼう大おお手て食事チェーンの店でとある定てい食しよくを食べました。

　しかし、これが不幸の始まりです。

　翌よく日じつから派は手でに腹はらをくだしてしまいました。まあ筆ひつ者しやは昔から気が緩ゆるむと体を壊こわしやすい性た質ちでして、腹を壊すのもしょっちゅうですから、いつも通り市し販はんの整せい腸ちよう剤ざいを飲んで放ほう置ちしてたんですが……。

　月曜になっても治りません。それどころか、夕方になると風か邪ぜでも引いたかのようにだるくなり、熱っぽくなってまいりました。これは風邪のウイルスが腹から全身に回ったのかな、などとまだ軽く考え、その日は解げ熱ねつ鎮ちん痛つう剤ざいを服ふく用ようして寝ました。夜になると一時的に体たい温おんが三十八度まで上がり、風邪特とく有ゆうの寝苦しさに一ひと晩ばん中じゆうもだえていたのですが、汗あせをかいたのがよかったのでしょう、翌日の火曜日に目が覚さめたときにはすっと体は楽になり、熱も下がっていました。




　相あい変かわらず腹の調ちよう子しはよくありませんでしたが、熱も下がった以上、一日休んでれば治るでしょう──。

　そう思ってました。ところがです。

　夜になっても腹の調子は改かい善ぜんせず、その上この日は頭ず痛つうにも悩なやまされ、明け方まで眠れませんでした。仕し方かたなくまた解熱鎮痛剤を服ふく用ようしてどうにか眠れたんですが……。

　さらに翌よく日じつ。水曜日。目を覚ますと、腹に激げき痛つうが。慌あわててトイレに駆かけ込みます。

　……以後、三十分に一度は腹に激痛が走り、その度たびにトイレへ駆け込むという恐怖の時間の到とう来らいです。

　しかもこれが一日ずっと続きました。腹はからっぽのはずなのにトイレへ駆かけ込む回数は減へる様よう子すを見せません。横になるだけでも腹がねじれるように痛むものですから寝ることすらできず、とうとうこの日は一いつ睡すいもできませんでした。おかげでレベル二十のポケモンを六体も育ててしまったことは内ない緒しよです。

　そして翌よく朝ちよう。ここまで腹痛が続くというのはあまりにも異い常じようです、もはや風邪とは思えません。これはひょっとしてあの定食に何か食しよく中ちゆう毒どくの類たぐいが含ふくまれていたのではないかと疑うたがい、どうせ眠れないのだからとパソコンを起き動どう、「食中毒」で検けん索さくをかけたのが午前七時のことです。

　するとありました。腸ちよう炎えんビブリオ。潜せん伏ぷく期き間かん十二～二十四時間。症しよう状じようは下げ痢り、刺さすような腹痛、発熱。某定食を食べてから症状が出始めたのは翌日になってからでしたし、症状といいぴったりです。

　風邪なら自じ己こ管かん理りの問題ですので諦あきらめもつきますが、食中毒は違います。ちょっとキレました。人がこの数日眠れないほどの腹痛に陥おちいった原因が、まさか店の不ふ衛えい生せいにあったとしたら。許すまじ○○○○です。（注：○の数と店の名前は関係ありません）

　このとき筆ひつ者しやは決心しました。

　冗じよう談だん抜きで訴うつたえてやる。ネタにしてやると。

　かくして、裏づけを取るべく痛む腹を抑おさえながら青白い顔をして病院に駆かけ込んだのが同日午前九時前のことです。

　病院では高こう齢れい者しや向けの無む料りよう診しん断だんが行われていた関係で、たくさんのおじいさんおばあさんが。そこにただ一人混まじるニート予よ備び軍ぐん。視し線せんが痛かったです。

　さらに迫せまり来る腹痛と戦いながら、ようやく診しん察さつのときがやってきました──。




　……すんません。この先はどうも診察の都つ合ごう上じようシモの話が出てしまうので、これ以上は書くなと担たん当とうＳ様から制せい限げんが出されました。今はここまでで勘かん弁べんしてください。もちろん、結けつ末まつにつきましては今後何らかの形で発表いたしますので。

　とにかく、みなさんも何日も続く夜も眠れないような腹痛に襲おそわれましたら、無む理りをせず病院へ行きましょう。




　さて、そんなわけで近況報告も済みましたので次回作のお話について少々。

　ご存ぞん知じの方もおられるかもしれませんが、筆者は今年の六月ごろに新シリーズを始める予定でございました。しかしやっぱりなかなか新シリーズというのは難むずかしいものでして、あっさりと落としてしまったという次し第だいにございます。

　ともあれ今は未発表の原稿が二本分ぐらい手て元もとにたまってる状じよう態たいなのですが、これを改かい稿こうしたものを春頃にでも皆みな様さまのお目にかけられるんじゃないかな、という方向で話が進んでおります。

　ジャンルは紆う余よ曲きよく折せつあったのですが結けつ局きよくファンタジーになりそうです。法ほう廷ていミステリーもどきからいきなりファンタジーというのもなんですが、筆ひつ者しやはロードス島とう戦せん記きやスレイヤーズやソード・ワールドや指ゆび輪わ物語を読んで育った世せ代だいでして、以い前ぜんからそういうのをいっぺん書いてみたいと思ってたんですよね。ちなみに内容についてですが、騎き士しの世界に『酔すい狂きようだけで動く山やま鹿しか君くん』がいるようなお話だと思っていただければ間ま違ちがいないんじゃないか、と担当のＳ様が申もうしておりました。

　そんなわけでもう少し暖かくなったころ（おそらく）に、富士見ファンタジア文庫（たぶん）で師し走わすトオルの名で本が並んでおりましたら、少しばかり手にとっていただければ幸いです。




　そして新作はさておき、次回のタクティカル・ジャッジメントシリーズですが……帯おびを見てお気付きと思いますが、とりあえず本巻で第一部完という形になりました。

　ただ、著者としましてもまだ書き残しているネタがありますし、短編集ＳＳの方は普通にまだ続く予定ですし、担当Ｓ様も含ふくめましてこれでシリーズが終わるという認にん識しきはまったくなく、第二部の話もかなり具ぐ体たい的てきに進んでおります。ようするに、そろそろ山鹿が主人公じゃくてもいいんじゃね？　とか、そのためのリニューアルでございます。

　もっとも、筆者には「民みん事じ裁さい判ばん編へんやります」と言っといてあっさり翻ひるがえした前ぜん科かもあるため、あんまりハッキリしたことは書くなと担当Ｓ様からきつく注意されております。新・タクティカルも早ければ来年中にはなんとか出せればと思っておりますが、今しばらくは前ぜん述じゆつのファンタジーっぽい新作の方にご注目いただければ幸いです。

　ただ、以前のあとがきでも少し触ふれましたが、民事裁判編の準じゆん備びも一いち応おうは進んでたりします。ええ本当に。

　現在筆者は原げん告こくの方にご協力をいただき、とある民事裁判を第一回からずーっと傍ぼう聴ちようしております。しかし現実の民事裁判というのは大変に厄やつ介かいなものでして、審しん理りの内容はもちろん深しん刻こくかつ重大な用件を扱あつかっているのですが、傍はたから見てるだけですと本当に面おも白しろみも何もありません。何をやっているかまったく理り解かいすらできないような審理だけが、二か月に一回ぐらいの割わり合あいで開かれるんです。

　取材を始めてもう一年が経たつのですが、未いまだに証しよう人にん一人呼ばれることもなく、法廷で原告と被告が書しよ類るいのやりとりをしてるだけという有あり様さまです。

　というわけで民事裁判編について書くのはさらに先のこととなりそうですが、なんであれこれだけは読者の皆みな様さまに固くお約束いたします。




　さらなる主人公の不ふ幸こうっぷりにご期き待たいください、と。




　あと、前ぜん述じゆつのお話の続きで、食中毒かどうかの検けん診しん結けつ果かはまだ出ていないのですが、もし食中毒と判はん明めいしましたら、必ずや新・タクティカルでネタにして発表します。もし食中毒じゃなかったとしても──短編でネタにしてやることになるでしょう。




　それではでは、今回はこんなところで。

　今度はもう少し早い時じ期きにお目にかかれるよう祈いのっております……。





師走トオル












　　追つい伸しん１




　最近、「探たん偵てい業ぎようの業ぎよう務むの適てき正せい化かに関する法ほう律りつ」というモノが誕たん生じようしたらしいです。

　これによって探偵業は届とどけ出で制せいになり、守しゆ秘ひ義ぎ務むも課かせられるようになりました。つまり本シリーズで山鹿が「探偵っていいよな、資し格かくも何も必要ないし」みたいなセリフを口にしていたと思いますが、これはかなりウソになりました。一いち応おうご注意ください。










　　追伸２




　※　この追伸にはわずかながらネタバレが含ふくまれております。本編より先にあとがきから読んでくださっている方もおられると思いますが、どうかこれ以上読み進めるのは思いとどまってくだせえ。




　……ではあらためまして。

　本書の中で警けい察さつに任にん意い同どう行こう後ご、取とり調しらべを受けている山鹿君が刑事を相あい手てに色々と言い争いをしている場面がありますが、その際さいの「任意同行後の取調べで弁べん護ご士しを選せん任にんする権けん利りがあるのかどうか」について少しばかり補ほ足そくがございます。

　日本国憲けん法ぽう第三十四条に「何人も、理由を直ただちに告げられ、且かつ、直ちに弁護人に依い頼らいする権利を与へられなければ、抑よく留りゆう又は拘こう禁きんされない」という項こう目もくがあり、憲法上では身み柄がらを拘こう束そくされているのならば弁護士に面めん会かいできる権利があるとハッキリと保ほ証しようされております。また刑けい事じ訴そ訟しよう法ほう第三十条にも、「被ひ告こく人にん又は被ひ疑ぎ者しやは、何時でも弁護人を選任することができる」とあります。

　この条じよう項こうからすると山鹿君の場合も弁護士と相談する権利はあったように思われます。しかし、「任意同行」の場合は文字通り任意であって、建たて前まえ上は好きなときに帰っていいということになってます。つまり身み柄がらが拘束されているわけではない、よって任意同行後の取調べでは弁護士を選任する権利は生しようじない──という論ろん争そうが厳げん然ぜんと存そん在ざいしているんだそうです。

　その辺りを山鹿君と刑事部長に議ぎ論ろんさせるのはとてもめんどくさそうなので──失礼、書き間ま違ちがえました、本ほん筋すじとはそれほど関係があるわけでもないので、本文中では適てき当とうに切り上げさせて頂いただきました。




　また、実じつ際さいに弁護士さんに確かく認にんしたところ、任意同行後の取調べであっても弁護士と相談する権利は間違いなくあるはずだ──ということでしたが、一方で取調室という密みつ室しつの中ではバレなきゃＯＫ、みたいなことがあってもおかしくはないともおっしゃっておりました。




　ちなみにこれは余よ談だんですが、現在の法ほう律りつの変なところで、私し費ひで弁護士を雇やとえる場合は「被疑者（＝犯罪の嫌けん疑ぎを受けて捜そう査さの対たい象しようとなっているが、起き訴そされていない者）」の段だん階かいで弁護士を選任することができますが、経けい済ざい的てきな理由で弁護士を雇やとえない場合、つまり国こく選せん弁護人を頼たのまなくてはならない場合は、検察に起訴されて「被告人」という肩かた書がきに変わった後でなければ弁護士を付けてくれないんだそうです。

　しかしこれでは不ふ公こう平へいだと、ちょうどこの本が出る一月前の二〇〇六年十月から「被疑者国選弁護制せい度ど」なるものが始まったそうです。その名の通り、被疑者の段だん階かいから国選弁護がつくというものです。（ただし、当とう分ぶんは重大な犯罪事件に限かぎられるそうですが）




　さらにもう一つ付け加えておきますと、以前のあとがきでも申もうし上げましたが、某ぼう新聞と某新聞を比くらべて読めば分かるように、取材なんてものはいくらやったところで解かい釈しやくを誤あやまればまったく無む意い味みです。これらのお話は一いち応おう弁護士さんに取材したものですが、筆ひつ者しやの解釈がどこまで正しいのかについてはまったくこれっぽっちも保ほ証しようがございません。

　というわけで、もし本当に警けい察さつ署しよに連れん行こうされて取調べを受けるような事じ態たいに陥ることがありましたら、くれぐれもこんな本のことは参さん考こうになさらぬようお願いいたします。




　何が言いたいかと申しますと、ようするにこの本を読んでる方の中で携けい帯たい電話をお持ちの方がおられましたら、是ぜ非ひ地元の弁護士会の電話番号を登とう録ろくしておいてはいかがでしょうか、というオチにございます。
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